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　――薄い赤土色のテラコッタの階段に、白壁のチャペル。三角屋根のてっぺんにある十字架を見上げると、視界いっぱいに青い空が映った。

　よそ行きのかわいらしいワンピースを着せてもらってご機嫌だった幼い私は、右手は母の手を、左手は父の手を握り、空を見上げながらぴょんぴょんと飛び跳ねていた。雲ひとつない快晴の空を白い鳥が一羽横切っていくのが見え、思わず鳥を目で追う。

　そのとき、わっと歓声が上がると同時に、青い空に色とりどりの花びらが舞った。

　チャペルから出てきた新郎新婦に、拍手と一緒にフラワーシャワーが降り注ぐ。

　見上げた視界に入る参列者はみな、幸せそうな笑顔を浮かべていた。

　折り重なるレースや繊細な刺し繍しゅうを施された美しいロングトレーンのウエディングドレスを着た新婦が、こちらに背を向けて階段の上に立つ。

　柔らかなオーガンジーのグローブをはめた花嫁の手から、ブーケが空へと投げられる。

　青い空に浮かんだ白い花のブーケ。

　花嫁のドレスのフリルのように折り重なって開いた、八や重え咲ざきの可か憐れんで美しい純白の花。

　その美しい光景は、私の憧れになった――。

　幼かったその日から二十年以上が過ぎた今も、白いブーケは私の中で幸せの象徴で憧れだった。










甘く柔らかなラムズイヤー




　ビジネス街の一角にある雑居ビル。その一階で営業している小さな花屋『Gardeniaガーデニア』。

　店舗部分が五坪ほどしかない店は、以前はカウンターのみの小さなカフェだったらしい。

　アーチを描く古い木のドアに、アンティークな鋳ちゅう鉄てつ製せいのドアベル。通りに面した白しろ漆しっ喰くいの外壁には大きな窓。その窓ガラスは、狭い店内いっぱいに並ぶ色とりどりの花が美しく見えるように、少しの曇りもなく磨き上げられている。

　私、福ふく原はらあずさが幼い頃からの夢だった花屋をオープンさせたのは、二十五歳のとき。それから二年半、毎日必死に働いてきた。

　小さいとはいえ、花屋をひとりで経営していくのは決して楽じゃない。朝八時過ぎには店に入り、仕入れた花の水揚げや掃除などの開店準備をして、営業時間の九時から十九時まで店に立つ。その間、配達の注文があれば【配達中】というプレートをドアに引っかけて急いで向かう。

　配達を受け付けている範囲は広くはないから、そんなに時間をかけずに済むけれど、店に戻ってお客様が外で待っていたりすると大慌てだ。

　そうやって慌ただしく営業時間を終えると、今度は事務作業。売り上げを計算し、花束用のリボンや包装紙の在庫をチェックして、次の花の仕入れを考える。

　すべての作業を終え家に帰れば、もう夜の二十一時を過ぎている。

　息つく暇もなく動き回っているわりに、儲もうかっているとは言いがたい。だけど、開店したばかりの、なかなかお客さんが増えずに赤字続きだった頃に比べれば、三年目に入った今ではこの店も周囲の人たちに認知され、売り上げも安定してきた。

　小さくていい。儲からなくてもいい。誰かを幸せな気持ちにできるような、素敵な花を贈る店を開きたい。

　そう思いながら作り上げたこの店が、私の仕事で生きがいで、そして宝物だ。

　ピンクのガーベラに、同系色のスプレーマム、小さく可憐なカスミ草。春らしいかわいい色合いの花を選びつつ、最後のアクセントにラムズイヤーに手を伸ばす。

　全体に白く柔らかい毛が密生したラムズイヤーの銀色の葉は、鮮やかな花と合わせると全体のトーンを落ち着かせ、どこか眠たげでメロウな雰囲気になる。

　店でひとり、店頭に並べるためのミニブーケを作っていると、レジカウンターの奥に置いてある電話が鳴なった。手を止め、受話器を持ち上げる。

「ありがとうございます。フラワーショップ　ガーデニアです」

　店名を口にすると、電話の向こうから落ち着いた声が聞こえてきた。

《観葉植物の配達をお願いしたいんですが》

　ざらつきのない滑らかな男の人の声。だけどクセがないわけではなく、耳に吹き込まれると思わず身をすくめたくなるような、甘い声。

　ちょうど今作っていたミニブーケのラムズイヤーの葉みたいな、柔らかな声だなと思う。手触りがよくて心地いいのに、少しだけくすぐったい。

　私より少し年上の人かな、なんて電話の相手を想像しながらうなずいた。

「観葉植物ですね。どういったものがよろしいですか？」

　小さな店だから、場所を取らない切り花がメインで、置いてある鉢物は多くない。今すぐ出せるのはユッカかサンスベリアか……なんて考えながら、身に着けたダークグリーンのエプロンのポケットからボールペンとメモを取り出す。

《植物のことはあんまり詳しくないんだけど……》

　その人はそうつぶやいた後、少し思案するように黙り込んだ。

《そういえば、店名のガーデニアって花の名前なんですか？》

　思いつきのような彼の質問に、うなずきながら答える。

「はい。八重咲きのクチナシの名前です」

《その鉢植えは置いてるんですか？》

「あるにはありますが、もともと庭木で室内用の観葉植物ではないので……」

　戸惑いながら伝えると、《それをお願いします》と、穏やかだけどしっかりした口調で言われる。

　電話を切ってから、ふむ、と腕組みをして、棚の上に置かれたガーデニアの鉢植えに向かい合う。

　艶やかな濃い緑色の葉をもつ鉢。今は花もつぼみもついていないけれど、初夏になると可憐な純白の花を咲かせる。

　ガーデニアを店名にしたのは、この花が、私が花屋に憧れるきっかけだったから。幼い頃出席した結婚式で見た、花嫁のブーケ。それに使われていた白い花が八重咲きのクチナシ、ガーデニアだったのだ。

　あまり出ない花だから、店の商品というよりも半分自分で楽しむために育てていたもので、売れるとは思っていなかった。とはいえ、お客様に欲しいと言われて断る理由もないので、霧吹きで軽く水をあげ鉢を綺き麗れいに拭いていく。

　宅配先の住所を見れば、店のすぐそばのようだ。

　一応配達用の三輪バイクもあるけど、ビジネス街の真ん中じゃ停める場所にも気を使いそうだし、ここなら歩きでもいいかな。

　そう思い、鉢植えを抱える。

　鍵を閉め、ドアに【配達中　すぐに戻ります】というプレートをかけると、まだ少し冷たい春風に肩をすぼめながら歩き出した。




　たどり着いたビルのエントランスで、思わず足が止まった。

　ここ、だよね……？

　鉢植えを片腕と胸で支え、電話で聞いた宅配先の住所と会社名が書かれたメモをポケットから引っ張り出し確認する。

【株式会社　ＴティーＫケークリエイション】

　ビルの入り口の案内にも、そして手にしたメモにも間違いなくそう書いてある。

　十階建てのビルの上半分、五階から十階がこの会社の本社らしい。

　こんなに綺麗で新しいビルの五階分ものフロアを占めているなんて、いったいなんの会社なんだろう。

　吹き抜けの二階の天井までガラス張りになった近代的なイメージの入り口に、美しい木目をＶの字に組み合わせたヘリンボーンの床。訪れた人がくつろげるようにと置かれた北欧風のソファとローテーブルは、シンプルだけど上品なデザインだ。

　一階のエントランス部分から、一般企業とは違う、まるで美術館のように洗練されたモダンな雰囲気に少し気後れしてしまう。

　こんな立派なオフィスに鉢植えのお届けなんて珍しい。大手の生花店がオフィス全体の観葉植物を一括して管理することはあるけれど、私の店のような小さなところにひとつだけぽつんと注文が入るなんて。

　とはいえ、いつまでもここに立ち尽くしているわけにもいかない。私は鉢を抱え直し、エントランスの奥にある総合案内へと向かう。

「フラワーショップ　ガーデニアです。ＴＫクリエイションの都と倉くら様宛てに、鉢植えのお届けに上がりました」

　鉢を抱えてそう言った私に、受付に座るふたりの女性が顔を見合わせた。

「都倉、ですか？」

　少し戸惑ったように聞き返され、うなずきながらハッとする。

　電話を受けたときに届け先の会社名と名前しか確認しなかったけれど、こんなに大きな会社なら、きちんと部署名も聞くべきだった。たくさんの社員が働く中で、名字だけでその人を探し出すのは大変だろうし、もしかしたら同じ名前の人もいるかもしれない。

　自分のうかつさを後悔しているうちに、受付の女性は受話器を持ち上げどこかに電話をする。短く数度やりとりした後、優雅な仕草で奥のエレベーターを指した。

「あちらから十階にお進みください」

「あ、ありがとうございます」

　よかった。名前だけでどこの部署かわかったんだ。

　ホッとしながら会釈をしてエレベーターへと進む。

　一番下にある一階のボタンから順番に視線を上に向け、行き先のボタンを押す。目的の十階は一番上にある。

　ボタンを押すと音もなくのぼっていく最新式のエレベーター。すぐに目的の階に到着しドアが左右に開くと、目の前に広がった空間に私は思わず息をのんだ。

　オフィスだから、たくさんの社員さんが行き交う活気のある場所を想像していたのに、そこは高級ホテルのロビーのような落ち着いた雰囲気だった。広いエレベーターホールのダークブラウンの壁を、天井に埋め込まれた暖色系のダウンライトが上品に照らしている。

　もしかして、ここは一般社員が働くオフィスではなく、重役たちが仕事をする役員フロアなんじゃ……。

　戸惑いながら一歩踏み出した足が、毛足の長い絨じゅう毯たんにわずかに沈む。思わず驚いて足元に視線を落とす私に、誰かが近づいてきた。

「鉢植えの配達ですね。お待ちしていました」

　慌てて顔を上げると、シンプルなスーツを身に着けた長身の美女がいた。

　歳は私と同じくらいか、少し上。意志の強そうなはっきりとした顔立ちに、美しく施されたメイク。セミロングのワンレングスの黒髪を片方だけ耳にかけ、露わになった耳たぶには上品なダイヤのピアスが光っていた。

　もともと百七十センチはありそうな長身に、さらにヒールの高いパンプスを履いた彼女が私を見下ろして微笑む。

　きっと役員の秘書さん、かな……。

　スタイリッシュな大人の女性にじっと見つめられて、自分が少し恥ずかしくなる。

　化粧っ気のない顔に、無造作に後ろでひとつに結んだだけのロングヘア。服装は、白いシャツと黒い細身のパンツ。制服代わりのホルターネック型の厚手のエプロンに、まだ寒いからと羽織ったカーディガン。足元はヒールどころか、すっかり履き込んだスニーカーだ。

　いかにも花屋といった格好だけど、こんな立派なオフィスでは場違いに思える。

「こちらにどうぞ」

　そう言って歩き出した彼女の後ろをついていき、たどり着いた部屋の扉を見ると【社長室】と書かれていた。

　社長さんが、わざわざうちの花屋で注文を？

　背後で驚く私を無視して彼女が扉をノックすると、中から「はい」と低い声が聞こえてきた。電話でも聞いた、柔らかなトーン。

「社長、フラワーショップの方がいらっしゃいました」

「あぁ、ありがとう。どうぞ入ってもらって」

　電話を通しても優しい声だと思ったけど、直接聞くとさらに甘い。

　ドキドキしてしまうようないい声だな、なんてのんきに思っていた私は、開かれた扉の中にいたその声の持ち主に目を見開いた。

　ダークカラーのデスクに上品な応接セット。そして壁に取り付けられた大きなモニター。機能的でモダンな社長室にいたのは、端正な美貌という言葉がぴったりくるような男の人。

　社長の椅子に座り、上質なスーツを自然に着こなした三十代半ばと思われるその人は、鉢植えを抱えて立ち尽くす私に向かって小さく笑う。

　染めているのではなく生まれつきのような自然な明るい髪に、穏やかな視線。綺麗な鼻筋と、普通にしていても微笑んでいるように見えるわずかに口角の上がった口元が色っぽい。

　イケメン、なんて軽い言葉は似合わない、気品のある洗練された大人の男の人だった。

　こんなにかっこいい人が、社長さん？　経営者よりも、俳優さんと言われたほうが信じてしまいそうだ。

　思わず見み惚ほれている私の横で、秘書らしき女性が頭を下げ部屋を出る。

　パタン、と背後で扉の閉まる音を聞いた途端、ふたりきりの空間を意識して少し緊張してしまう。そんな私に、彼が立ち上がり近づいてきた。

「ありがとう。重かったでしょう」

「いえ。このくらいの大きさの鉢なら、いつも運んでいますので」

　首を横に振りながら微笑む。

「ご注文のガーデニアです。どちらに置きますか？」

「どこにしよう。窓際がいいのかな」

　私の問いかけに、彼が口元に手をやりながら考え込んだ。

　こんな大きな会社の経営者なのに、花屋の私に偉ぶったりしない自然な態度に好感を持ってしまう。

「この季節なら、日当たりのいい場所がいいと思います」

「そうですか。じゃあ、この棚の上にしようかな」

　そう言いながら彼が私の方へ歩いてくる。

　ヒールを履いた秘書の女性も背が高いと思っていたけれど、彼はさらに背が高い。百八十センチ近くありそうだ。

　端正な顔立ちに、モデルさながらの長身。そしてこの柔らかなラムズイヤーのような甘く包み込む声。魅力的すぎる男性を目の前に、思わず息をのむ。

　そんな私に彼は小さく笑いかけながら、私の抱える鉢植えに手を伸ばした。

　長い指が触れ、ハッと我に返る。反射的に体がびくりと震えた。

「どうかしましたか？」

　一瞬指が触れただけなのに、過剰な反応をしてしまった。けれど彼は嫌な顔はせず、優しく首をかしげながら私の手から鉢植えを持ち上げる。

「いえ……」

　熱くなった顔を手の甲でさりげなく隠しながら、深呼吸をする。

　……落ち着け、自分。

　動揺をごまかすために、コホンと小さく咳せき払ばらいをしてから話し出した。

「ガーデニアは乾燥に弱いので、夏場は直射日光に気をつけてあげてください」

「じゃあ、水やりも気をつけなきゃダメですね」

　特に不審がる様子もなくうなずいてくれる。

　……よかった、変に思われてないみたいだ。

　ホッとして、私は深呼吸をしてから背筋を伸ばし口角を上げうなずく。

「エアコンの乾いた風も、なるべく直接当たらないようにしたほうがいいです」

「花は咲くんですか？」

　彼は鉢植えを窓際の棚の上に置き、長い指で緑の艶々した葉をなでながら聞いてきた。

「今はまだつぼみもついていませんが、初夏から夏にかけて白い綺麗な花が咲くんですよ。ひとつひとつの花は短期間で枯れてしまうんですが、香りもいいですし、次々につぼみが開いてくれるので楽しめると思います」

「へぇ。綺麗に咲くといいな」

　ガーデニアの鉢を見下ろしながら、楽しげな声でつぶやく。その横顔が色っぽくて、再び見惚れそうになってしまう。

「もし元気がなくなったときはお電話いただければ、土を入れ替えたり肥料をあげたり、ご相談にのりますので」

　私はそう言ってからハッとした。

　こんな立派な会社の社長が鉢植えのお世話を自らするわけがない。なにを長々といらない説明をしてるんだろう。

「すみません。こういうことは秘書の方にお伝えしたほうがいいですよね」

　失礼しました、と頭を下げた私に、彼はクスクスと笑いながら首を横に振る。

「いや。自分で育てたいと思っていたから、親切に教えてもらえてうれしいです。ありがとう」

　柔らかい視線がガーデニアからこちらに流れてくる。笑みを含んだ甘い声でお礼を言われ、思わずドキッとしてしまう。

「いえ」とかぶりを振りながら、少しでも自分の心を落ち着かせようと視線を逸らすと、壁に設置された四十インチはありそうなモニターが目に入る。

　社長室にこんなに大きなモニターなんて、なんのためなんだろうと思っていると、頭上でクスリと笑い声がした。

「なにか気になるものでもありました？」

　そう問われなんの気なしに顔を上げると、窓辺にいたはずの彼がいつの間にか私の横にいてこちらを見下ろしていた。

「……っ」

　思いがけず近い距離で視線が絡み、動揺する。

　近くで見ても彼の端正さに変わりはなかった。滑らかな肌の上にまつげの影が落ちる様さまが色っぽくて、思わず目を奪われ言葉をなくした。彼に見られている頬や耳たぶがじわりと熱くなっていく。

　そんな私の挙動を不思議に思ったのか、彼が小首をかしげて微笑んだ。

　……人の顔を凝視して黙り込んでるなんて、絶対変だと思われた。見惚れてたことがバレないように、なにか話さなきゃ。

「あの、大きなモニターだなと思って……」

　取り繕うようにそう言うと、彼が柔らかく笑う。

「あぁ、打ち合わせで使ったりするんで」

「打ち合わせ、ですか。な、なんのお仕事をされている会社なんですか？」

「ＣＧとかＶＲを使ったイベントやプロモーションを企画するのがメインだったけど、最近はインターネットの広告事業やアプリ開発にも力を入れてるから、平たく言えばＩＴ系、かな」

　上気した頬をごまかしたくてどうでもいいことを話し続ける私に、彼は嫌な顔ひとつせずに優しく答えてくれる。

「すごいですね……。私、ネットとかパソコンは本当に苦手なので、なんだか別の世界のお話を聞いているみたいです」

「苦手なんですね。なにか困っていることがあるなら相談にのりましょうか？」

「あ、とんでもないです！　困っているといっても、ネットで部屋探しをしているうちに、気になった物件のページがわからなくなってしまったりとか、そんなくだらないことなので」

　まっすぐに顔をのぞき込まれ、慌てて首を横に振った。

　こんな立派な会社の社長さんに、相談にのってもらうなんて恐れ多すぎる。

「へぇ、引っ越しをする予定なんですか？」

　私がなにげなく口走った言葉を流さず、向き合って会話をしてくれる。社長さんなのに少しも傲ごう慢まんなところがない、聞き上手で紳士的な人だなと感心しながらうなずいた。

「はい。できればお店のそばに住みたいなと思って、賃貸の部屋を探している最中なんです」

「そっか。いい部屋が見つかるといいですね」

　穏やかに微笑まれ、体温が上がる。今自分が赤面しているのを実感する。

　咄とっ嗟さに視線を逸らしたとき、社長室の扉がノックもなしに開かれた。

「直なお哉や、ちょっといいか？」

　そう言いながら入ってきたのは、シンプルなニットに細身のデニムというカジュアルな格好をした男の人。少しウエーブのかかった黒髪に、整った彫りの深い顔立ちが男らしい。

　低い声やそっけない口調が少し怖い印象で思わず小さく飛び上がると、その人は私の存在に気づいて足を止めた。

「あ、悪い。来客中だと思わなかった。邪魔したか？」

「少しね」

　社長が小さく肩を揺らして笑う。

「じゃあ出直すわ」

　そう踵きびすを返そうとした黒髪の彼に慌てて声をかけた。

「いえ、もう失礼しますので！　すみません、お仕事中に長居をしてしまって」

　私が頭を下げると、「こちらこそ」と優しい社長の声が降ってきた。

「引き留めてしまってすみません。お話ができて楽しかったです。ありがとう」

　顔を上げれば綺麗な微笑みを向けられ、つい胸が高鳴った。




「あー、もう！　すごくすごく緊張したぁ……」

　店に戻り、作業台につっぷしてひとりつぶやいた。お届け先の社長室での自分の言動を思い返すと、自己嫌悪と恥ずかしさで泣きたくなる。

　ただ鉢植えを届けに行っただけなのに、無駄なことを話してお仕事の邪魔をしてしまった。男の人に見つめられただけで緊張して、どうでもいいことを口走って。挙動不審な自分が情けない。普段はここまで動揺することなく、もうちょっと上手に立ち回れるのに。

「変だと思われたかな……」

　優しい笑顔を思い出しながらつぶやいて、ぶんぶんと頭を横に振る。

　過ぎたことを思い返して後悔しても仕方ない。気持ちを切り替えよう。

　そう自分に言い聞かせていると、カランと入り口のドアベルが鳴った。

「いらっしゃいませ」

　顔を上げると、店に入ってきたのはショートカットの活発そうな女性。友人の石いし沢ざわ夏なつ美みだ。

「あずさ、久しぶりー」

　変わらない明るい笑顔につられて、自然と顔がほころぶ。

「久しぶり。今日はお休み？」

「うん。誠せい吾ごは仕事で暇だから遊びに来た」

　夏美は、私が店を開く前に勤めていた大きな生花店の同僚だった。私は高校卒業と同時に就職し、夏美は大学を卒業してから花屋に入ったから、私のほうが勤務歴は長いけれど、気軽になんでも話せる同い年の友達だ。

「花屋に勤めてると、なかなか土日は休めないもんね」

　夏美の彼の誠吾さんはサラリーマンで土日と祝日がお休みだけど、お客様相手の花屋では、店員がたくさんいる大きなお店でも週末のお休みは取りづらい。

「接客業だから仕方ないけど、彼氏とめったに休みがかぶらないのはキツイよね。そろそろお店辞めようかなぁ」

　夏美の言葉に思わず身を乗り出す。

「……もしかして、結婚？」

「んー、具体的にいつって決めたわけじゃないけど、そろそろしたいねって話をしてる」

　はにかむように笑った夏美に、こちらまでうれしくなってしまう。

「やっぱり私、花が好きだし、結婚しても平日だけ働けるお店でパートできたらいいなって思ってるんだ」

「そっかぁ。結婚式には呼んでね」

「まだ正式なプロポーズもされてないけどね。あ、このミニブーケかわいいね」

　夏美は照れ隠しのように早口に言って、店頭に飾ってある作ったばかりのブーケを手に取った。ピンクのガーベラとカスミ草とラムズイヤーのミニブーケ。

「あずさの作るブーケはセンスあるよね。甘くて明るい雰囲気なのに、どこか上品で。あずさの人柄が出てる気がする」

　そうやって褒められると、今度は私が照れくさくなってしまう。

「ありがとう。気に入ったんならひとつ持っていっていいよ」

「ちゃんとお金払うよ」

　友人同士だけどきっちり財布を出してくれた夏美に、「ありがとうございます」と微笑んで頭を下げた。

　夏美のこういう律儀なところは、一緒に働いているときから変わらない。仕事中もずるをしたり手を抜いたりしない、まじめで明るい彼女が大好きだったから、お店を辞めた今でもこうやって仲良くできてうれしいと思う。

「そういえば、誠吾の会社の後輩で、彼女が欲しいって言ってる人がいるらしいんだけど、あずさ会ってみない？」

　突然そう切り出され、驚いて顔を上げ、瞬きをする。

　彼女が欲しいって、もしかして紹介ってこと？

　少し考えるふりをしてから首を横に振る。

「えっと、私はいいかな……」

「すぐそうやって恋愛ごとを避けようとする！　もう二十七歳なのに仕事ばっかりしてたら一生独り身のままだよ？」

　苦笑いでごまかそうとした私を、夏美がぴしゃりと叱った。

　二十七歳にもなって、付き合った人はひとりだけ。しかもそれは高校生のときで、それから十年以上恋愛をしていない。こんなんじゃダメだとわかってる。でも……。

「相変わらず、男の人に触られるのが苦手なの？」

　うつむいた私の顔を夏美がのぞき込む。

　私が口を引き結んでうなずくと、小さなため息が聞こえた。

　幼い頃に父を病気で亡くし、母子家庭で育った私。内向的でおとなしい性格のせいで女の子同士で遊ぶことが多くて、男の子とはほとんど話もせずに育ってきた。

　そのせいか、男の人が少し苦手なのだ。普段お店で手がぶつかるくらいなら大丈夫だけど、知らない場所でふたりっきりになると余計に緊張してしまう。些さ細さいな接触に過剰な反応をして、相手を怒らせてしまうこともある。

　前に勤めていた大手生花店でも、会社の忘年会などお酒を飲む場で、気さくに接してくれる男性上司にうまく対応できず、機嫌を損ねてしまったこともあった。

　こんな悪癖は直したいと思っているし、素敵な恋人に憧れたりもするけれど、些細な接触にまでいちいち驚いてしまう私が男の人と付き合ったって、きっと相手を不愉快にさせるだけだ。

「そんなに気にしなくてもいいのに」

　うつむいたままの私に、夏美がなぐさめるように声をかけてくれた。

　その言葉に、首をかしげて曖昧に笑う。

　知り合い程度の相手に触ろうとして驚かれたなら、まぁ仕方ないと許してもらえるかもしれないけど、それが恋人だったら気にならないはずがない。

『お前、俺のことを汚いとでも思ってんのかよ！』

　耳の奥に低い怒鳴り声がよみがえって、ぎゅっと目をつぶった。

　あんなふうに相手を怒らせてしまうなら、恋人なんて作らないでひとりでいたほうがずっといい。

「あれ、なにこの分厚い雑誌」

　そう問われ顔を上げると、夏美がレジカウンターの奥に置いてあった一冊の本をぺらぺらとめくっていた。近くの本屋さんで買ってきた賃貸情報誌だ。

「あぁ、この近くで部屋を探してて」

　最初はネットで探していたけれど、気になった物件がどこにあったのか見失い、見つけられず困っているうちにあっという間に時間が過ぎての繰り返しで、諦めて雑誌を買ってきた。

　夏美は私がぺたぺたと付箋をはりつけたその雑誌を、珍しそうに眺めながら聞いてくる。

「あずさ引っ越すの？　確かお母さんと一緒に暮らしてたよね」

「そうなんだけど、今度お母さんが再婚することになったから、ひとり暮らしを始めようと思って」

「え、おめでとう！　相手はどんな人？」

「まだ会ったことはないんだけど、建設会社の社長さんらしいよ」

　興味津々で身を乗り出した夏美に、苦笑いしながら答える。

　父親を病気で早くに亡くし女手ひとつで私を育て上げてくれた母に、結婚を考えている恋人がいると告げられたのは、一カ月前。百貨店の靴売り場で販売員をしていた母を、お客としてやってきた彼がひと目見て好意を持ったらしい。

　自分のことは後回しにして、仕事も家事も子育ても一生懸命に頑張ってきてくれた優しい母が、一緒に生きていきたいと思える素敵な人と巡り合えて、本当によかったと思う。今まで苦労してきた分、絶対に幸せになってほしい。

「すごいね、社長さんなんて」

「でも私ももう大人だし、親が再婚してもあんまり関係ないんだけどね」

「そのうち挨拶したりするの？」

　夏美の質問にうなずく。

「今週末、一緒に食事をする予定なんだ」

「そっか、楽しみだね」

「うん。お母さんが選んだ人だから、きっといい人だと思う」

　母を幸せにしてくれる優しい男の人だといいな、と願いを込めながらそう言って、笑った。




　週末の夜、約束の料亭で私と母、そして新しく父になる人、和かず昭あきさんと一緒にテーブルを囲んでいた。

　テーブルを挟んで向かい合って座る母と和昭さん。母の隣に座る私の正面は和昭さんのひとり息子、私の義理の兄になる予定の直なお哉やさんがくるはずなんだけど、今はまだ空席だ。

　素材にこだわっていることで有名な高級料亭は、料理はもちろん食器や照明、さりげなく置かれた調度品や襖ふすま、部屋の隅々まで美しい。個室の窓から見える中庭の、ライトアップされた青あお紅葉もみじに思わず目を奪われる。

　結婚の顔合わせ、なんて少し緊張して身構えていたけれど、初めて会う和昭さんの穏やかな雰囲気に、私はすぐにリラックスすることができた。

　五十五歳の母より年上の、六十代の男性。ブラウンのスーツに、少し白髪交じりの髪を自然に横に流したその姿は、紳士的で大人の余裕が漂っているのに、仕草や話す口調がとても柔らかい。

　二十年近く前に奥さんと離婚して、それから再婚することなく息子さんとふたりで暮らしてきたそうだ。息子さんが成人しひとり立ちしてからは、仕事ひと筋の生活だったらしい。

　一方母は、若い頃からずっと老舗の百貨店に勤めてきたせいか姿勢や立ち居振る舞いが綺麗で、黙っていれば上品な雰囲気の女性に見える。けれど口を開けば豪快で、竹を割ったようなはっきりした性格だ。

　私が幼い頃に父が病に倒れてから、看病と子育てと仕事の三つの役目をその細腕ですべて引き受けこなしてくれた。そして闘病の甲か斐いなく父が亡くなってからも、女手ひとつで私を育ててきてくれた。息つく暇もない生活がつらくなかったわけがないのに、いつも気丈に笑っていた、優しくて強い、自慢の母だ。

　そんな母が今、幸せそうに微笑んでいる。

　華きゃ奢しゃなうなじが見える長さで切りそろえられた丸みのあるボブヘアを揺らしながら話をする母と、その姿を愛おしそうに見つめる和昭さん。お互いに大切に思い合っているのが伝わってきて、すごくお似合いだと思う。

「名前ででも、お義と父うさんとでも、好きに呼んでくれていいからね」

　初めにそう気遣われ、私は少し照れながらうなずく。

「じゃあ、お義父さんで……」

　幼い頃に父を亡くした私には、その言葉は少しくすぐったい。勇気を出して口にすると、お義父さんは柔らかく微笑んでくれた。

「大きな息子しかいないから、かわいい娘ができてうれしいよ」

　笑みを含んだ滑らかなバリトンで言われ、「私もうれしいです」とはにかみながら笑顔を返す。

　母から、結婚する相手は建設会社の経営者だと聞いてはいたけれど、その会社名を聞いて驚いた。建設業界に疎うとい私でも知っている、国内有数の大企業だ。

　裏表のない性格の豪快な母がそんな人と結婚して社長夫人になるなんて……と、これからの母の生活を少し心配していると、「心配無用だよ」とお義父さんに優しく微笑まれた。

　経営は若い世代に譲り、一線から退くことを以前から考えていたらしい。会長として多少経営に携わりはするけれど、これからは母と結婚してのんびり暮らしていきたいと思っていると言われ、それなら安心だと胸をなでおろす。

「和昭さん。そういえば、直哉さんはお仕事忙しいの？」

「約束の時間はちゃんと伝えてあったんだけど、仕事で少し遅れてるみたいだな。あずさちゃん、申し訳ない」

　母の問いかけに、お義父さんがこちらへ頭を下げてくれる。

「とんでもないです」と慌てて首を横に振った。

「お仕事なら仕方ないですよ」

　直哉さんは、私より年上の三十三歳らしい。母はもう直哉さんに会ったことがあるらしく、『びっくりするくらい優しくて素敵なお兄さんができるわよ！』とうれしそうに言っていたけれど、一緒に暮らすわけではないし、兄ができるというよりも親戚が増えるくらいの気分だ。

「あずさちゃんは、ひとりで花屋を経営しているんだったよね」

　仕事の話から、思い出したようにお義父さんが尋ねてきた。

「はい。小さな花屋なんですが、開業して二年半になります」

「仕入れから販売まで全部ひとりでやってるなんて忙しいだろ。ちゃんと休めてるかい？」

「ちゃんと休めてるとは言えないんですが、店をオープンさせたときに、最初の三年間はがむしゃらに頑張ろうって決めたので」

　一応、定休日は木曜で、それ以外は朝から晩までびっしり働きづめだ。正直体力的につらいこともあるけど、自分で決めたことだから頑張れる。

　話を聞いて心配そうにわずかに顔を曇らせたお義父さんに、私は慌てて付け加える。

「この状態をいつまでも続けられるとは自分でも思っていないので、まず三年頑張って店が安定してきたら、手伝ってくれる人を探したり、営業時間を見直そうと思ってます」

　すると、お義父さんは感心したようにうなずいた。

「えらいね。若いのに、ちゃんと自分の足で立ってしっかり物事を見据えてる」

「とんでもないです」

　優しく労ねぎらわれ、照れくさくて首を横に振りながらぎこちなく笑う。

「仕事を頑張っている分、家ではのんびりできるようにあずさちゃんの住みやすい部屋を用意するからね」

　なんのことだろうと瞬きをすると、隣で母もうなずく。

「和昭さんと一緒に住むマンションなら、あずさのお店にも電車一本で行ける場所だから、安心して」

　そう言われ、新居に私も一緒に住む流れになっていることに戸惑う。

「あ、大丈夫です！　私、ひとり暮らしをしようと思って部屋を探しているので」

　せっかく再婚して一緒に暮らし始めるふたりに、こんな大きな娘がついていくわけにはいかない。

　慌てて首を横に振ったけれど、お義父さんはうなずいてはくれなかった。

「仕事がそんなに忙しいのに、ひとり暮らしなんて大変だろ。気を使わなくていいから、一緒に暮らそう」

「いえ、でも……」

　穏やかだけど、決して譲らない力強い口調。建設会社の経営者というだけあって、優しげな中にも漂う威厳に思わず口ごもる。

　強引に断るのも失礼かな。でも、いつも自分のことを後回しにして私を優先してくれた母がやっとつかんだ幸せな生活を、できれば邪魔したくない。どうやって言えば、角を立てずにひとり暮らしを認めてもらえるだろう。

　私が眉を下げて困り果てていると、個室を区切る襖が開いた。

「すみません。遅くなりました」

　聞こえてきたのは、甘く包み込む、ラムズイヤーのような声。

　顔を上げた私を見て、その人は微かに目を見張った。二重の綺麗な瞳が、すぐに穏やかな弧を描く。

「驚いたな。妹ができるとは聞いてたけど、まさかあのときのかわいい花屋さんが妹になるなんて」

　そこに入ってきたのは、私が数日前に鉢植えのガーデニアを届けた会社の社長さんだった。

　あまりの偶然に口を手で覆ってしまう。

　母がきょとんとして、私と彼の顔を交互に見つめて首をかしげた。

「ふたりとも、知り合いなの？」

「はい。先日、花の注文をして会社まで配達してもらって」

　母の問いかけにうなずいた彼が私の正面の席に腰を下ろす。そして、こちらに視線が流れてきた。

　目が合うと「ね？」と確認するように微笑まれ、社長室でのやりとりを思い出して頬が熱くなった。慌ててうつむき深呼吸をする。

　まさかあのときの社長さんが、私の義理の兄になるなんて……。

「こら、直哉。まず挨拶をしなさい」

　混乱する私を察したのか、お義父さんがたしなめるようにそう言ってくれた。

「失礼しました。息子の、都倉直哉です」

　綺麗なお辞儀をしながら、慣れた仕草で名刺を取り出す。

【株式会社ＴＫクリエイション　代表取締役社長　都倉直哉】と細い明朝体で書かれた名刺を見下ろした。

「お義父さんも、息子の直哉さんも会社を経営してるなんてすごいですね」

「いえ、もともとは父の建設会社の子会社だったので」

　私が感心してため息交じりにつぶやくと、直哉さんは穏やかに首を横に振った。

「でも、ＩＴ系の会社なんですよね？」

　私は社長室での会話を思い出しながら首をかしげる。

　建設会社の子会社がＩＴ系なんて、なんだか不思議だ。

「マーケティングや、プレゼンに用いていたＣＧやＶＲの部署を特化させた子会社だったんですよ。有能なＳＥやプログラマが集まっていくうちに、アプリ開発やＳＮＳにも裾野を広げていった感じで」

　話を聞きながら瞬きしていると、直哉さんがちらりと私の顔を見て目を細めた。

「せっかくの食事中なのに、つい仕事の話をしてしまってすみません」

　パソコンが苦手な私がちっとも理解できていないのを察してくれたのだろう。さりげなく気を利かせてくれた直哉さんに、ほわっと胸が温かくなる。

「あ、ご挨拶が遅れました。福原あずさです」

　以前鉢植えを社長室に届けたときに、秘書の女性に請求書と一緒に店の名刺を渡しておいたけれど、一応私も名刺入れを取り出した。

　店名と住所、電話番号が書かれたシンプルな名刺を見て直哉さんが首をかしげる。

「お店のホームページとかは作ってないの？」

「あったら便利だろうなとは思うんですけど……」

　私がそう言葉を濁すと、直哉さんが小さく笑った。

「そっか。苦手だって言ってたもんね」

　視線を絡ませながら、秘密を共有するようにささやく。

　鼓膜に吹き込まれた甘く柔らかな声と、私が社長室で動揺しながら口走った内容をしっかり覚えている直哉さんに、一気に頬が熱くなる。

　あぁ、まずい。今絶対、顔が赤くなってる……！

　動揺を悟られたくなくて慌ててうつむくと、長い指が伸びてきた。頬に一瞬指先が触れ、思わずビクッと体が跳ねる。

　視界を遮さえぎる私の髪を、すくい上げるように耳にかけ、「どうしたの？」と顔をのぞき込まれる。テーブルに置いていた私の腕が勝手にびくりと震えて、そばにあったグラスにぶつかった。

　食前酒が入っていた繊細なカットが美しい江え戸ど切きり子このグラスが、バランスを崩して転がる。

　……あ、落としてしまう！　テーブルから落ちて、割れたり欠けてしまったらどうしよう！

　手を伸ばさなきゃ、そう思ったけれど咄嗟に体が動かせずに、ただ背筋を冷やす。

　すると、見開いた視界に長い指が入ってきて、グラスをスマートに受け止めてくれた。

　恐る恐る視線を上げると、直哉さんがこちらに身を乗り出していた。

　吐息が聞こえてしまいそうなほど近くでまっすぐに見つめる綺麗な視線に、頭が真っ白になる。

「あ……」

「大丈夫、割れてないよ」

　無事にキャッチしたグラスを視線の高さに掲げて、「セーフ」と笑ってみせる。

　その表情に、ようやく我に返って頭を下げた。

「す、すみません！」

「謝らなくてもいいよ。中も空だったし」

　直哉さんはそう笑ってくれたけれど、ちょっと触れられただけで動揺してグラスを落としそうになってしまった自分が恥ずかしい。自己嫌悪に陥って、顔を上げられなくなってしまう。

　肩をすぼめてうつむいていると、直哉さんが柔らかな口調で尋ねてきた。

「前に配達に来てくれたときも思ったけど、もしかして俺のことが怖かったりする？」

「え……？」

「必死で平静を装おうって、頑張ってる感じがするから」

　こんなに短いやりとりしかしていないのに、私の気持ちを見透かされて顔がカッと熱くなった。

「す、すみません……」

「別に悪いことをしてるわけじゃないんだから謝る必要なんてないよ。怖いと思うことがあるなら、俺が気を使えばいいだけだし」

　怒るでも責めるでもない、優しい口調。

　あぁ、この人は触られたことに驚いても、不機嫌な顔をしないでくれるんだ。

　また少し、胸が温かくなる。

「怖い、とかではないんですが、男の人に触れられるのが少し苦手で……」

　失礼な態度をとってすみません、と頭を下げると、お義父さんが心配そうな顔をする。

「あずさちゃんは頭を下げなくていいよ。馴なれ馴れしい直哉が悪いんだから。でも大丈夫かい？　ひとりでお店をやっていたら、男のお客さんも来るだろう？」

「店でやりとりするくらいなら平気なんです。ただ、プライベートになるとちょっと緊張してしまって」

　お義父さんの真剣な口調に、必死で言い訳をする。

　いい歳をして、こんな自分が情けない。

　眉を下げた私を見て、お義父さんがなにかを思案するように口元に手を当てた。

「私が女手ひとつで育ててきたせいか、あずさは昔から男の子が苦手だったもんね」

　隣で申し訳なさそうな顔をする母に、慌てて首を横に振った。

「男の人が苦手なのは私の性格の問題で、お父さんがいなかったのは関係ないから！」

　お母さんが責任を感じる必要なんてないのに。そんな顔をさせてしまう自分が情けなくなる。

　そんなやりとりをしている私たちを見て、お義父さんが「あずさちゃん、やはり私たちと一緒に住もう」と力強く言った。

「ひとり暮らしなんてしたら、不安なことも多いだろうし、知らない男とやりとりしなきゃいけないことも増えるだろう。だから三人で暮らすことにしよう」

「あの、でも……」

　気遣ってもらえるのはうれしいけど、今まで苦労してきた母がやっと手に入れた幸せな生活の邪魔をしたくない。

　私がそう思い口ごもっていると、お義父さんに同意するようにうなずいた母がこちらを見る。

「私もそうしてくれるとうれしい。それじゃなくても、あずさは危なっかしいところがあるから。高校時代はストレスをためすぎて倒れたことがあるし、つらいのを外に出さない上にすぐ食が細くなるし、具合が悪いのに無理してお店に立って風邪をひどくさせたこともあるし。あずさにひとり暮らしをさせたら、どこかで行き倒れてないか心配で仕方ないわ」

　母に容赦なく過去の失敗を並べられ、思わず顔をしかめた。

「う……。これからはちゃんと気をつけるから……」

　いい大人になって、ろくに自分の体調管理もできないなんて、恥ずかしくてうつむく。

「あずさは自分の気持ちに鈍感で、甘えるのが下手だからね。私の手をわずらわせないようにお利口でいようって、頑張らせちゃったせいね、きっと」

　いつもはハキハキとした口調の母が、ひとりごとのようにぽつりとつぶやいた。

　そんなふうにさみしげに言われると、私は困って口をつぐむしかなくなる。幼い娘をもっと甘えさせてあげたかったと後悔している気持ちが伝わってくるから、心配してくれる親心をつっぱねるわけにもいかない。

「私たちを安心させるためだと思って、一緒に住んでくれないか？」

　お義父さんにまでそう言われてしまったら、断り切れないよ。どうしよう。二十七歳にもなって、こんなにひとり暮らしを反対されるとは思わなかった。

　困り果てていると、私の正面に座る直哉さんが小さく笑った。

「親父、そんなふうに追い詰めたから、あずさちゃんが困ってるよ」

　硬直した空気をほぐすような柔らかな笑い声に、すっと肩から力が抜けた。

「あずさちゃんだって、心配してくれるのはうれしいけど、自分の親の新婚生活の邪魔なんてしたくないよね？」

　イタズラっぽい表情で顔をのぞき込まれ、慌てて首を縦に何度も振る。

「家族なんだから、邪魔なわけがないだろう」

　眉をひそめたお義父さんに、直哉さんが微かに首をかしげてみせる。

「親父たちが邪魔じゃないと思ってても、あずさちゃん自身が遠慮して肩身が狭かったらかわいそうだろ」

　顔を見合わせた母とお義父さんに、私もおずおずと口を開く。

「お母さんがずっと自分のことを後回しにして頑張ってくれていたのを知ってるから、これからは私のことなんて気にしないでお義父さんとふたりで幸せな結婚生活を送ってほしいの」

「あずさ……」

　小作りな母の顔が、くしゃりとゆがむ。その表情に、私も目頭が熱くなる。

「で、あずさちゃんをひとり暮らしさせるのは心配だという親父たちと、親の新婚生活の邪魔はしたくないというあずさちゃんの主張の間を取って、こんな提案してもいい？」

　直哉さんはそう言って、私たち三人の顔を見回した。そして視線が自分に集まるのを確認してから、私に向かってわずかに身を乗り出す。

「あずさちゃん、よかったら俺と一緒に暮らさない？」

「え……？」

　一緒に暮らすって、私と直哉さんが？

　予想外の提案に、頭が真っ白になる。

「お店の近くで部屋を探してるんだよね？　俺の住むマンションならあずさちゃんのお店からも近いし、部屋も余ってる。あずさちゃんは両親の新婚生活の邪魔なんじゃって肩身の狭い思いをしなくていいし、親父たちも安心できる最善の策だと思うんだけど」

　にっこりと微笑まれて言葉につまる。

　直哉さんと同居？　義理の兄になるとはいえ、出会ったばかりの男の人と……。男性が苦手な私が、うまく暮らしていけるとは思えない。絶対無理……！

　断ろうと口を開きかけたとき、直哉さんがテーブルに頬ほお杖づえをつき、試すようにこちらを見る。

「それに、俺と一緒に過ごしているうちに男への苦手意識も減っていくかもよ。あずさちゃんだってきっと、直せるものなら直したいって思ってるんだろ？」

「うぅ……」

　うなりながらうつむいて、自分の膝ひざを見下ろす。

　確かに。この苦手意識が直るなら、ぜひ直したい。今まで通り仕事ばかりの生活を送っていたって、男の人に慣れていくわけがないのもわかってる。でも、でも。いきなりふたり暮らしなんてハードルが高すぎて、考えるだけで身がすくんでしまいそうだ。

　私たちのやりとりを見守っている両親の、心配そうな視線が痛い。

　どうしよう。ここでつっぱねてひとり暮らしをすると言い張るのは、みんなに迷惑をかけてしまいそうだ。だけど、直哉さんと暮らすなんて……。

　ちらりと視線を上げると、端正な顔で微笑む直哉さん。

「まぁ、俺がどんな人間なのかもよくわからないのに、一緒に住むなんて決められないよな」

　私の迷いを察したのか、優しく笑ってくれる。

「少しふたりで話してみない？」

　答えを出せない優柔不断な私にそう提案して、直哉さんは立ち上がった。




　料亭の奥にある日本庭園をふたりで歩きながら、綺麗に整えられた美しい庭にため息をつく。

　もうすっかり日が落ち空は真っ暗だけど、足元の敷石に沿うように埋められた照明と、火の灯された灯とう篭ろうのおかげで辺りは明るい。

　照明の明かりを反射して、深い緑色の中にふわりと浮き上がって見える橙だいだい色いろの漏ろう斗と型かたの花。それを見下ろして直哉さんが足を止めた。

「この花って、なんていうんだっけ」

　笑顔で振り返られ、緊張しながら答える。

「ツツジです」

「ツツジかぁ。確かこれって、甘い蜜がある花だよね。小さい頃、祖父の家の庭で吸った記憶がある」

　懐かしそうに笑いながら花に手を伸ばそうとした直哉さんを見て慌てて止める。

「ダメですよ。ツツジには毒があるんです」

　私が直哉さんの袖口をきゅっとつかむと、驚いたようにこちらを見た。

「毒？」

「あ、毒がない種類もあるので、全部が危険というわけではないですけど……」

「そっか、知らなかった。綺麗な花でも、むやみに手を出して蜜を吸っちゃダメなのか」

　つかんでいた直哉さんの袖口からおずおずと手を離すと、その腕がふわりと私の頭に近づいた。そして、触れる直前で手を止めて私の表情をうかがう。

　顔をのぞき込まれ、どうしたんだろうと不思議に思って首をかしげれば、直哉さんは小さく笑ってからそっと私の頭をなでた。

「教えてくれてありがとう」

　髪に触れた大きな手のひらの感触は、少しくすぐったいけど嫌じゃなかった。

　男の人に触れられるのが苦手だと知って、ちゃんと私の反応を見て接してくれている。そのことが伝わってきて、安心できた。

「あずさちゃんから見て、俺はどう見える？」

　夜の庭園を歩きながらそう問われ、少し考えてから答える。

「大人で余裕があって優しくて……、すごくモテそうに見えます」

「ありがとう。でも褒めすぎ」

　私の正直な感想に、直哉さんは困ったように笑った。

「優しくありたいとは思ってるけど、余裕じゃないしモテない」

「絶対モテますよ。直哉さんみたいな人を女の人が放っておくわけないです」

　直哉さんの謙遜にすかさず反論すると、ちらりとこちらに視線が流れてくる。その流し目が色っぽくて息をのんだ。

「昔から声をかけられたり誘われることは多いけど、親父が経営者だったから、俺のことが好きなのかそれとも裕福な家庭が好きなのか、よくわからない。特に学生の頃は地味だったし」

　そんな整った笑顔で『地味だった』と言われても、とても信じられなくて顔をしかめてみせる。

「本当だよ。親父の仕事を小さい頃から見ていたから、建築とか設計に興味があって、大学で理系の情報工学科に進んだら３ＤとかＶＲのおもしろさに思いっきりのめり込んで、パソコンばっかりいじって現在に至ります」

　冗談交じりに笑いかけられ、私は小さくうなずいた。

「そうなんですか」

　直哉さんなら、たとえパソコンにかじりついていたとしても、十分異性の注目を集めてしまいそうだけどな。

「あずさちゃんは？　どうして花屋に？」

「小さな頃に出席した結婚式で、花嫁さんのブーケトスを見たんです。青い空に浮かんだブーケの白い花がとても綺麗に見えて、それからずっと花に携わる仕事をしたいって憧れていたんです」

　直哉さんの質問に、少しうつむきながら答える。

　父と母と三人で出席した、親戚のお姉さんの結婚式。青い空に白いブーケ。そして幸せそうな笑顔。その後、父が病気になってめまぐるしく我が家の環境が変わっていったこともあって、その思い出が家族三人での最後の幸せな記憶になった。だから余計にあの結婚式に憧れているのかもしれない。

「高校を出てから、チェーン展開をしている大きな生花店に就職して、働きながらフラワースクールの開業コースにも通って。店を開いて三年目になります」

「そっか、頑張ったんだね」

　優しい労いの言葉に、私は照れくささを隠しながら首を横に振る。

「こうやって自分の店を持てたのは、応援してくれる母がいたからです。ひとりで子育てをして家計を支えて金銭的に苦労してきたはずなのに、私には安定した職につけなんて言わず、自分ひとりで店を開きたいって無謀な夢を一度も反対せずに見守ってくれました」

「……あずさちゃんは、本当にひたむきでいい子だな」

　穏やかな声でそう言われ、顔を上げると直哉さんと視線が絡む。綺麗な二重の瞳が緩やかな弧を描きふわりと笑った。

「晴はる美みさんがあずさちゃんのことを大切に思う気持ちがわかる」

　晴美さん、というのは母のことだ。母からなにか言われたのかな、と首をかしげる。

「親父が晴美さんにプロポーズしたとき、『できれば自分の再婚は、娘が結婚して幸せになってからにしたい』って断られたらしいから」

　直哉さんの口からさらりと出た言葉に、驚いて目を見開いた。

　いつも自分のことよりも娘の私のことを優先してくれた母だけど、まさか再婚まで後回しにしようとしていたなんて。

「過保護な母でお恥ずかしいです」

　肩をすぼめた私に、直哉さんは穏やかに首を横に振った。

「恥ずかしがる必要なんてない、素敵なお母さんだ。それに、大切な娘を心配する気持ちもすごくわかる」

　直哉さんは首をかしげた私に小さく微笑み続ける。

「ずっと後悔していたんだって。前の旦那さんの病気を知ったとき、もっと早く気づけていたらって」

「お母さんが……？」

「だから、あずさちゃんにひとり暮らしをさせて、もし自分の知らないうちに体調を崩していたら、病気にかかっていたらって、どうしても不安になってしまうって」

　いつも明るく笑顔だった母の姿を思い出す。

　前向きでへこたれず、どんな忙しいときでも豪快に笑う母。基本楽観的なくせに、昔から私の体調管理には本当に厳しかった。

　どうしてそんなに過保護なんだろうと不思議に思っていたけど、直哉さんの言葉でようやく納得できた。

　母は、不安だったんだ。

　ずっと気丈に振る舞っていたけど、病に倒れ弱っていく父を見守ることがつらくないわけない。そして愛する人を亡くすことが怖くなかったはずがない。記憶の中の母がいつも笑顔だったのは、彼女が強いからじゃなかった。いつも必死にふんばり頑張っていてくれたからなんだ。

　じわりと目頭が熱くなる。

「そんな気持ちを知った親父が、『もちろんあずさちゃんのこともちゃんと面倒をみるから』って約束をして、プロポーズを受け入れてもらったんだって。晴美さんは過保護なんかじゃなく、優しくて愛情深い人だと思うよ」

　涙をこらえる私に、直哉さんがそう言って笑いかけてくれた。

　過保護なくらい私を愛してくれる母と、そんな母にあきれずに、娘の私のことまで面倒をみてくれようとするお義父さん。きっと私がひとり暮らしをするとわがままを通してしまったら、ふたりは安心できないだろう。

　このふたりの幸せを邪魔したくはないし、心配もかけたくない。だから……。

　私はゴクリと息をのんで背筋を伸ばした。

「直哉さん、ご迷惑をかけると思いますが、よろしくお願いします」

　そう言って頭を下げると、直哉さんは「こちらこそ」と微笑んでくれた。

　甘やかな視線で見つめられ、頬がじわりと熱くなった。










透かし彫りのダリア




　顔合わせから二週間後。綺麗なマンションの敷地内で、私は目の前の建物を見て立ち尽くしていた。

　これからここで暮らすことになるんだ……。

　私の店からも、直哉さんの会社からも近いマンション。社長である直哉さんが暮らしているお部屋だから高級なんだろうな、と覚悟はしていたけれど、実際の部屋は私の想像以上だった。

　五階建ての中層マンションが二棟建つ敷地には、エントランスに続く美しいアプローチや、緑に囲まれた住人専用の遊歩道。入り口にはコンシェルジュがいる上に、共用施設にはジムやパーティールームまであるらしい。

　エントランスで出迎えてくれた直哉さんに連れられ、部屋へと向かう。

　まず案内されたリビングダイニングで、私は息をのんだ。

　３ＬＤＫという部屋数を聞いただけで、ひとり暮らしの直哉さんには十分すぎると思ったけれど、実際はそれ以上にひとつひとつの部屋が豪華で広い。

　建物のコーナー部分に当たる二面が大きな窓になっているリビングは驚くほど広く、アイランドキッチンとダイニングスペースを合わせれば三十畳近くありそうだ。

　そして、屋外用の籐とうの椅子とテーブルが置かれた広いバルコニーに、リビングの隣にあるゆったりとした主寝室、直哉さんが仕事部屋にしているパソコンや本棚がぎっしりつまった書斎、広くて清潔なバスルーム。

　次々と扉を開け、説明してくれる直哉さんについて部屋の中を見て回る。

　最後の部屋の扉を開けて、直哉さんがこちらを振り返った。

「ここが、あずさちゃんの部屋だよ」

　その部屋は、十畳以上ある日当たりのいい洋室。ベッドをはじめ、大きな備え付けのウォーキングクローゼットに、パソコンデスク、テレビまで用意されていてさらにびっくりする。

　前もって運び込んでもらった私の荷物は、綺麗に収納されていた。

「ちょっと狭いかな。あっちの広いほうがいい？」

　なんて、主寝室を譲ろうとする直哉さんに、慌てて首を横に振る。

「十分です！　ここで大丈夫です！」

　ウォーキングクローゼット部分を合わせたら、この部屋だけで私が借りようと考えていたワンルームマンションと同じくらいの広さがある。

「えっと、直哉さん、これからよろしくお願いします」

「うん、こちらこそよろしく。仲良くしよう」

　おずおずと頭を下げた私に、直哉さんが柔らかく笑う。

「俺たちは兄妹で家族なんだから、気を使ったり遠慮しなくていいから」

　その優しい声に少しホッとして顔を上げると、直哉さんの足が一歩こちらに踏み出された。

「一緒に住むから、一応ある程度把握しておきたいんだけど……」

　広い歩幅の分、ふたりの体が近づく。思わず私も一歩下がると、また直哉さんが一歩進む。

「えっと、把握ってなにをですか？」

　困惑しながら顔を上げれば、直哉さんがにっこりと笑ってまた一歩距離を詰めてくる。

「直哉さん……？」

　じりじりと後ずさると、足がなにかにぶつかった。部屋に置かれたパソコンデスクだ。

　これ以上は後ろに進めなくて、後ろ手にデスクにつかまり戸惑いながら直哉さんの顔を見上げる。

「あずさちゃん、こうやって近づかれるのは怖い？」

　直哉さんが片手を私の背後のデスクにつき、上から私の顔をのぞき込む。

　整った顔が近くて、頬が勝手に熱くなる。その熱を振り払うように、勢いよく首を横に振った。

「いえ、怖くは……。でも、どうしていいのかわからなくて困ってます」

　眉を下げて正直に答えると、直哉さんの視線に笑みが浮かぶ。

「慣れないから、戸惑ってるだけか。じゃあ、触れられるのは嫌？」

　その質問に、口ごもる。

　なんと答えていいのか悩んでいると、直哉さんがうなずく。

「わかった。じゃあ触らないように気をつけるから、安心していいよ」

　一緒に暮らすから、最初に私の嫌がることはしないと宣言して安心させてくれたんだろう。その気遣いにホッとして、勇気を出して首を横に振った。

「あの、嫌じゃないです」

「無理しなくていいんだよ」

　少し驚いた表情の直哉さんに、私は言葉を続ける。

「本当に、触られるのが嫌っていうわけじゃないんです。ただ、過剰に大きな反応をしてしまうから、触った相手を不快にさせてしまうのが嫌で……」

「相手を怒らせたことがあるの？」

　穏やかな口調で問われ、うつむいてうなずく。

「高校のときに付き合っていたひとつ年上の先輩に……」

「うん」

　言葉が途切れると、先を促すように優しい相あい槌づちが返ってきた。

「その、キスをされそうになって思わず振り払ったら、すごく怒らせてしまって」

　初めて彼の部屋に行き、緊張していた私の両肩をつかんだ先輩。指に込められた力が強く、肩が痛くて、驚いて体が震えた。そのままキスをされそうになり、反射的に振り払って拒んでしまった私に、先輩は大声で怒鳴った。

『なんだよ、その反応！　お前、俺のことを汚いとでも思ってんのかよ！』

　もともと男の人に触れられるのが苦手だったけれど、それからますます怖くなった。触れられることではなく、自分の反応が相手を不快な気持ちにさせ怒らせてしまうことが。

　そして恋愛を避けて仕事に打ち込んでいるうちに、十年経った今でも男の人が苦手なままだ。

「そっか。あずさちゃんは優しいんだな。相手に嫌な思いをさせたくないって気持ちが強くて、余計に触れられるのが苦手になったってことか」

　そんな幼稚で情けない私を、直哉さんはバカにすることなく肯定してくれた。

　じんわりと胸が温かくなる。

「じゃあ、触れられること自体は嫌じゃない？」

「はい」

　うなずくと、直哉さんがふわりと笑った。柔らかく包み込むような笑み。

「触ってもいい？」

　そう問われ、小さくうなずく。

　こうやって少しずつ触れられることに慣れていけば、男性への苦手意識も減っていくかもしれない。

　それに、直哉さんは私がどんな反応をしても、怒ったりなんてしない。その安心感に背中を押された気がした。

「はい、触ってほしいです」

　勇気を出して言うと、直哉さんの整った顔がくしゃりと崩れた。

「ちょっと、そのセリフはぐっときた」

「え……？」

　戸惑いながら視線を上げると、長い指が伸びてきた。こちらの表情をうかがうように、指の背で私の頬にそっと触れる。

　その感触に、体がぴくりと震えてしまう。ぎゅっと目をつぶって身を硬くしたけれど、触れられた部分がじわじわと熱くなった。

　優しく頬をなで上げた指が離れていく。恐る恐る目を開けると、直哉さんが少し困ったように眉を下げていた。

　やっぱり、私が変な反応をするから気を悪くしてしまったのかな。

　不安になって見上げていると、ぽんと頭をなでられた。

「困った。想像以上に反応がかわいくて」

「直哉さん……？」

　言葉の意味がわからなくて首をかしげると、直哉さんの綺麗な唇が微かにほころぶ。

「なんでもないよ」

　長い指で私の髪をくしゃくしゃとかき混ぜながらにこりと笑った。

「これから少しずつ、俺に慣れていって」

　そう言われ、私は頬を赤くしながらうなずいた。




　開店したばかりのまだお客さんのいない店内で、私はひとり、床の掃除をしていた。

　店の床はコンクリートの打ちっぱなしになっている。水を扱う商売だから床材がすぐに傷んでしまうし、葉や花びらが落ちて汚れてしまう床を水で掃除できたほうが楽だからだ。

　暖房を最小限にした店内は、コンクリートの床から冷気がきて冬場は手がかじかむほど寒いけれど、花の鮮度を保つためだから仕方ない。

　固く絞ったモップで床を拭き清めながら、壁にかかった時計を見上げる。

　時間は九時半。いつも十時前に出社するという直哉さんはそろそろ家を出る頃かな、なんて考える。

　直哉さんの部屋に引っ越して一週間。

　最初はうまくやっていけるのかなと不安だったけれど、働く時間帯が微妙にずれているせいか、意外と気を使うことなくマイペースに暮らせている。

　朝は私が家を出る頃に直哉さんが起きてきて挨拶を交わすくらいだし、夜は帰りが遅い直哉さんは外で食べてくることが多いから、ひとり分の食事を用意して食べたり、疲れたときは帰る途中で夕食を買い適当に済ませている。とはいえ、直哉さんの顔を見るだけでいまだに少し緊張してしまうけど。

　一緒に暮らしているうちに、少しずつ慣れていければいいな、なんて考えながらモップを動かしていると、カランと入り口のドアベルが鳴った。

「いらっしゃいませ」

　店に入ってきたのは、三十代の短髪で体格のいい男の人。よく店に来てくれる、常連の工く藤どうさんだ。

「あ、工藤さん」

「……こんにちは」

　私が会釈をすると、うつむきがちに小さな挨拶が返ってくる。

　いつも不機嫌そうな一重の鋭い目つきやぶっきらぼうな口調が最初は怖かったけど、怒っているわけではなく、人付き合いが苦手なんだと知ってからは平気になった。

　私も男の人が苦手だから、少し親近感を持ってしまう。

「ドライフラワーの枝、たまったので持ってきますね」

　そう言ってモップをしまうと、工藤さんは無言でうなずいた。

　工藤さんは家で木工の雑貨を作り販売しているクラフト作家さんで、店で売れ残ってしまった桜やライラックなどの木の枝、アジサイやビバーナムの茎をよく乾燥させたものを引き取ってくれていた。

　綺麗に太さのそろった籐や竹よりも、色いろ褪あせた風合いで太さにばらつきのあるドライフラワーの蔓つるや枝を使うほうが、おもしろみが出るらしい。

「いつもすみません」

　小さな声でぽつりと言われ、私は首を横に振る。

「いえ。こちらこそ、引き取ってもらえて助かります。捨てるのはかわいそうなので」

　花屋をしていると、どうしても売れ残る花が出てしまう。それをただ捨てるのは嫌なので、早めに引き上げドライフラワーに加工するようにしていた。

　紅色、桃色、橙、黄色、紫と色ごとにいろんな種類の花びらをガラス瓶に詰めたポプリや、ドライフラワーのリースにブーケ。店頭に並べて売っているドライフラワーを使った手作りの雑貨は、値段が手頃なのもあってなかなか人気だ。

　せっかく咲いた花なんだから、どんな形でも誰かのもとへ届けたい。いつもそう思っているから、工藤さんが売れ残って使い道のない枝や蔓を引き取ってくれるのは本当にありがたい。

　無料で素材を譲ってもらう代わりにと、工藤さんはよく店の棚や陳列台を作ってくれていた。『気を使わなくてもいいですよ』と伝えてはいるけれど、タダでもらうのは気が引けるらしい。無口でぶっきらぼうだけど、とても優しくていい人だと思う。

「……これ、お礼です」

　そう言って、紙袋を持った大きな手がずいと前に出される。

　驚いて瞬きをしていると、工藤さんが無言でもう一度手を突き出すので、戸惑いながらも受け取る。

　すると工藤さんはぺこりと私に向かって頭を下げ、まとめた枝や蔓を抱え店から出ていってしまった。

　慌てて追いかけ、店のドアから顔を出して声をかける。

「工藤さん、ありがとうございます」

　お礼を言えば、工藤さんは振り向き、なにか考えるように立ち止まる。

　どうしたんだろうと思っていると、「福原さん、引っ越ししたんですか？」と低い声でぽつりと聞かれた。

「あ、はい」

　確かに先週、母と暮らしていたマンションから直哉さんの部屋に引っ越した。

　なんでそのことを知ってるんだろう。

「最近は朝、いつもと違う方向から歩いてくるから」

　不思議そうな顔をする私に、工藤さんがぼそりと言う。

　偶然どこかで見かけたのかな？と首をひねっているうちに、工藤さんはこちらに背を向け去っていった。




　家に帰り、食事を終えてリビングで本を読んでいると、玄関の方でわずかに物音がした。そして、ガチャリと鍵が回る音。

　私がパタパタとスリッパを鳴らして廊下に出ると、スーツ姿の直哉さんがちょうど扉を開け入ってくるところだった。

「ただいま、あずさちゃん」

　柔らかな笑顔に、少し照れながら挨拶を返す。

「お、お帰りなさい」

　家に帰ってきた直哉さんに『お帰り』を言うのは毎日のことなのに、いまだに緊張して少し声が上ずってしまう。

「こうやって家で待っていてくれる人がいるっていいね」

　直哉さんが楽しげに言いながら、靴を脱ぎ廊下を歩いてくる。

「夕食は食べてこられたんですよね？」

「うん。今日は会食があったから。あずさちゃんはもう食べた？」

「はい」

　直哉さんは社長ということもあって、打ち合わせをかねた会食やパーティーに呼ばれることが多い。

「いつも言ってるけど、帰りが遅いときは先に寝てていいから」

　そうやって気を使ってくれる直哉さんは優しい。こんな立派な部屋に住まわせてくれているのに、掃除も食事も『自分のことは自分でするからいいよ』と言ってくれている。

「でも、家族ですから。できれば『お帰りなさい』と『おやすみなさい』くらいは言いたいです」

　私の言葉に、直哉さんの整った顔が崩れて笑顔になる。

　ぽんと頭をなでられ、恥ずかしさとくすぐったさで首をすくめた。




「直哉さん、甘いものは好きですか？」

　リビングに入りソファに座った直哉さんに、声をかける。

「甘いもの？」

「今日、お店でお客さんにお菓子をもらったんです。よかったら」

　工藤さんが『お礼です』と渡してくれた紙袋には、かわいらしいマカロンと、木でできたコースターが入っていた。

　春らしい淡い色合いのマカロンが詰められた箱と、冷たい紅茶を運ぶ。ソファの前のテーブルに置くと、直哉さんがグラスの下に敷いたコースターに目を留めた。

「あれ、このコースターどうしたの？」

「これもお客さんにもらったんです。よく来てくれる常連さんが木工の雑貨を作っている作家さんなので、きっと手作りだと思います」

　透かし彫りで花の模様が入ったコースター。大輪のダリアのように綺麗な花びらが幾重にも重なっていて、とても繊細な造りだった。

「手作りなんだ。すごいな」

「すごいですよね」

　直哉さんの言葉にうなずきながら、私はさりげなく目を逸らしてしまう。リラックスした様子でスーツの上着を脱ぎネクタイを緩める横顔や指が色っぽくて、じわりと体温が上がっていく気がした。

　直哉さんにとってはなにげない動作だというのに、見ているだけでドキドキしてしまうなんて情けない。

「じゃあ、私はそろそろ部屋に……」

　動揺を悟られないうちに逃げようと思い立ち上がると、直哉さんに腕をつかまれた。長い指の感触に、小さく体が飛び跳ねる。

「こらこら。人が帰ってきた途端、逃げ出さない」

　苦笑交じりに引き留められ、頬が熱くなる。

　私の考えていることなんて、直哉さんにはお見通しだ。

「なるべく一緒にいないと苦手克服にならないだろ。せっかくだから一緒に食べよう」

「……はい」

　私がおずおずとうなずいたのを確認して、直哉さんがつかんだ腕を離してくれた。

　大人三人が座っても十分余裕のある広いソファ。その中央に座った直哉さんの横に少し距離を置いてちょこんと座る。

「わざわざお菓子を差し入れてくれるなんて、そのお客さんとは仲がいいの？」

　直哉さんに問われ、私は少し考えて答える。

「仲がいいというか、いつもお世話になってるんです」

「男の人？」

　首をかしげた直哉さんに顔をのぞき込まれて、その視線に緊張しながらうなずく。

「木工雑貨を作るのに使うからって、店で余った枝とか蔦つたを引き取ってくれるんです」

「へぇ、タダであげてるの？」

「はい。でも工藤さんはタダでもらうのは気が引けるみたいで、こうやってお菓子や雑貨をプレゼントしてくれたり、店の陳列棚を作ってくれるんです。あと私が作った雑貨もネットで販売してくれたり……」

　私が説明すると、直哉さんは少し不満げに眉を上げた。

「そうやってお金以外の部分でいろいろしてもらうくらいなら、最初から素材を売るようにしたら？」

　いつも穏やかな直哉さんなのに、珍しく不機嫌な口調に驚く。

「あ、そうですよね。気を使わせてしまって逆に迷惑かもしれないですよね」

　私は不要なものを引き取ってもらうだけだから、お金をもらうことなんて考えなかったけど、工藤さんにはむしろ面倒だと思われていたかもしれない。

　自分の気の回らなさに肩を落とすと、直哉さんは困ったような表情をした。

「そうじゃなくて。あずさちゃんは無防備だから、なるべく付け入る隙は作らないほうがいい」

「隙、ですか？」

　直哉さんの言っている意味がわからなくて首をかしげる。

　すると、直哉さんの手がこちらに伸びてきた。

　子猫でもあやすように指の背で私の顎をなぞり、そのまま頬に触れる。

　長い指の感触に緊張して身を硬くすると、直哉さんが小さく息を吐くように苦笑する。そして何事もなかったように、指が頬から離れていく。

「そういえば、あずさちゃんも雑貨を作ってるんだ？」

　話を戻され、ほっとしながらうなずく。

「はい。リースとかポプリとか、ドライフラワーを使った簡単なものですけど」

「人に頼まないで、自分でネット販売してみたらいいのに」

「でも……」

　口ごもると、クスリと甘く笑われた。

「そっか。苦手だって言ってたっけ。部屋探しすら苦戦するくらい」

「うぅ……」

　他愛のない会話までしっかり覚えている直哉さんに、楽しげにからかわれる。

　反論できなくて頬を膨らませていると、彼が身を乗り出し端正な顔がぐっと近づいた。

「俺が作ってあげようか？」

「え？」

　突然の提案に、驚いて瞬きをする。

「ネット販売は別にしても、お店のホームページはあったほうがいい。お客さんもホームページにオーダーフォームがあれば、花束や鉢植えの注文もしやすいだろうし」

「それは、そうですけど……」

　実は、ネットからの注文ができたら便利だろうなといつも思っていた。

　店頭に来たお客さんとは直接話してどの花を使いたいのか具体的に教えてもらうことができるけど、電話口での注文だと花の好みや希望する雰囲気を聞いても曖昧にしか答えが返ってこなくて困ることがある。

　せっかく花束を作るなら、満足してもらえるものを作りたい。ホームページにいくつか花束の例と、希望する色や雰囲気を選べるような項目を作れば、お客さんだって手探りで電話注文するよりもずっと楽になる。だけど……。

「でも、そんなの頼めません」

　私が困り顔になると、直哉さんが首をかしげた。

「どうして？」

「だって、忙しい直哉さんにそんなことを頼むなんて、申し訳ないです」

「気にすることないよ。お店のホームページを作るくらい、そんな手間じゃないし」

　首を横に振りながら断ろうとする私に、直哉さんがなんでもないことのように言う。

「でも、甘えてばかりで悪いです」

「もっと甘えてくれていいのに」

　直哉さんは私の答えに不満そうな顔をした。

「家族なんだから、得意なこと不得意なことは補って助け合うのは当たり前のことだろ」

「……ですけど、私は直哉さんに助けてもらってばかりで、なんのお役にも立ててませんし」

　私を心配する両親を納得させるために部屋に住まわせ、私の男の人への苦手意識をなくすためにこうやって優しく接してくれ、直哉さんには頼りっぱなしだ。

　すると直哉さんがソファの背もたれに片腕をつき、こちらに身を寄せる。

　真剣な表情で見つめられ、勝手に心臓がドキドキと騒ぎ出す。

「俺は毎日『お帰りなさい』って言ってくれるあずさちゃんの笑顔に、十分癒いやされてるんだけどな」

　そんな甘い言葉をささやかれ、さらに肩身が狭くなる。なんと返していいのかわからなくて、眉を下げて直哉さんに視線を送ると、整った顔がくしゃりと崩れた。

「あずさちゃん、すごく困った顔してる」

「す、すみません」

　思わず笑ってしまうほど情けない顔をしていたなんて。

　恥ずかしくて慌ててうつむくと、ぽんと優しく頭をなでられた。

「じゃあさ、ホームページを作る代わりに、朝起こしてくれない？」

「朝、ですか……？」

　直哉さんは、私の長い髪を指先でなぞりながらうなずく。

「実は俺、朝が苦手なんだよ。蹴っても叩いてもいいから、起こしてくれる？」

　微かに首をかしげて笑顔を向けられ、私は視線を落としたままうなずいた。










眠たげなアンジェリークロマンチカ




　直哉さんを起こす約束をした翌朝。自分の身支度を済ませた七時過ぎ、私は直哉さんの寝室のドアを、何度もノックしていた。

　今までは出社時間に合わせてゆっくり寝ていられたのに、わざわざ早く起きるなんて、睡眠時間が減って余計に負担になるんじゃ、と心配したけれど、直哉さんは早めに出社して仕事を片付けるほうが効率がいいと言う。

「直哉さん、朝ですよ」

　何度か繰り返してもまったく返事がないので、廊下から起こすのは諦めて、緊張しながらドアを開ける。

　起こすためとはいえ寝室にお邪魔するのはドキドキしてしまう。恐る恐るベッドに近づいた。

「直哉さん、起きてください」

　私の声に、眉をひそめた直哉さんが寝返りを打ち、目を閉じたまま邪魔くさそうに髪をかき上げる。

　いつも穏やかな直哉さんの険しい顔を見ることはほとんどないから、男らしい色気に胸が高鳴った。

「朝ですよ」

　それでも目を開けてくれない直哉さんに、小さくため息をつく。

　どうしよう、と戸惑いながら少し部屋の中をうろうろして、でも起こさなきゃと自分に気合いを入れる。

　眠り続ける直哉さんのことをのぞき込み、手を伸ばす。触れる寸前で少しためらってから、恐る恐る肩を叩いた。

　自分の丸みを帯びた細い肩とは違う、たくましい筋肉としっかりした骨の感触。パジャマ越しに伝わる体温に胸をときめかせながら声をかける。

「直哉さん、朝です」

　少し肩を揺すると、声の主を探すように長い腕がゆっくりと持ち上がる。空くうをさまよった腕が私の腰に触れると、一気に引き寄せられた。

「きゃっ……！」

　小さな悲鳴を上げたときには、私はもうベッドの中に引きずり込まれていた。たくましい直哉さんに抱き寄せられ、パニックになる。

「な、直哉さん……っ！」

　私を腕の中に閉じ込めて、それでもまだ目を閉じて寝ぼけている直哉さん。

　真っ赤になりながら必死に目の前の胸を叩くと、ようやく腰に回っていた腕から力が抜ける。ゆっくりと二重の瞳が開き、辺りを見回す。

　ぼんやりとした色っぽい視線でベッドの中にいる私を見下ろすと、不思議そうな表情で瞬きをした。

「お、おはようございます……」

　身を硬くしながらぎこちなく挨拶すると、直哉さんはまだ覚醒しきっていないのか、とろんとした表情で笑う。

「おはよう、あずさちゃん」

「……あの、放してください」

　おずおずと言いながら、懇願するように直哉さんの顔を見つめる。

　ベッドの中で緊張のあまり身動きが取れずにいる私を見て、直哉さんが腰に回した腕に一瞬力を込めた。

　ぎゅっときつく抱きしめられ、びくりと私の体が強張ると、すぐに解放される。

「俺、寝ぼけてた？」

「ね、寝ぼけてました」

　私はベッドから転がり落ちるように逃げ出し、床にへたり込んだままぶんぶんと首を縦に振る。

　本人は無意識で特に意味もないんだろうけど、男の人に不慣れな私にとっては心臓に悪すぎる。朝が苦手だと自分でも言っていたけど、寝ぼけてるからって人をベッドに引きずり込むってどうなんだろう。紳士的に見えて、実はすごく遊び慣れてるのかもしれない。

　前に直哉さんが自分はモテないなんて言っていたけど、あれは絶対嘘うそだな、と心の中で思う。

「ごめんね。嫌だったら言ってね」

「い、嫌ではないですけど……」

　抱きしめられた驚きと緊張で腰が抜けた私は、ベッドに手をつきながらよろよろと立ち上がる。

「本当に？」

　寝起きだというのに欠点が見つけられないほど整った顔で、直哉さんがじっと私を見つめてくる。

「家族ですから」

　私がそう言うと、直哉さんは「そっか」とつぶやき優しく笑った。

　その柔らかい笑顔にまたドキドキしてしまう自分が情けなくて、ごまかすように慌ててうつむいた。




　ダイニングテーブルに向かい合い、「いただきます」と手を合わせる。

　いつもより早く起きた直哉さんに、『せっかくだから一緒に朝食を食べませんか？』と誘ってみたら、直哉さんはとても喜んでくれた。

　テーブルの上には、カブのお味み噌そ汁しると白いご飯。ベーコンと目玉焼き。そして、ほうれん草のおひたし。ささやかでありふれた朝食メニューだ。

　もしかしたら私の作った料理なんてセレブな直哉さんの口には合わないかも、と心配しながら表情をうかがっていると、直哉さんがうれしそうに箸を持つ。

「味が薄かったり濃かったりしたら言ってくださいね」

　緊張しながら見ていると、お味噌汁に口をつけた直哉さんが「おいしいよ」とにっこり笑った。

　その言葉に、ホッと胸をなでおろす。

「こういう食事に憧れてたからうれしい」

　笑顔の直哉さんに、不思議に思う。こんな素朴な朝食に憧れていたなんて。

「いつも朝食はどうしていたんですか？」

「コーヒーとパンとかシリアルとか、手軽に食べれるものを胃に入れてた」

　胃に入れていたという答えに、苦笑いしてしまう。

「昔からですか？」

「離婚して母が出ていってからは親父と男ふたりで生活してたから、一緒に食卓を囲むことはほとんどなかったし、どうしても雑になるんだよね」

「小さな頃、家政婦さんとかはいなかったんですか？」

　裕福な家庭だから、家政婦さんがいろいろお世話をしてくれそうなのに、と思いながら尋ねた。

「掃除や洗濯は頼んでたけど、食事は外で食べたり買ってきたりどうにでもなるし」

「栄養が偏っちゃいますよ」

「一応、サプリとかスムージーで、気を使ってたつもりだけど」

　味もそっけもない答えに、思わず顔をしかめる。

　合理的だけど、それだけじゃきっと人間は満たされない。温かい食卓を誰かと囲んだり、青い空を見上げたり、部屋に花を生けたり。そういうささやかな安らぎって、大切だと思う。

「離婚されたお母さんって、どんな人だったんですか？」

　母から直哉さんが中学生の頃に離婚したという話は聞いていたけれど、どんな人だったのかまでは知らなくて、ためらいがちに聞いてみる。

　すると直哉さんは、私の質問にうなずいて答えてくれた。

「悪い人ではないんだけど、自分がいつも中心にいないと気が済まないお姫様タイプだったんだ。親父は仕事で忙しいし、俺が中学に入って部活や遊びで家にいる時間が少なくなると、自分は相手にされてないんだって不満が爆発して、若い恋人を作って出ていった」

　夫も子供もいるのに若い恋人を作るなんて、と驚きで目を丸くしていると、私の表情を見て直哉さんは苦笑いを浮かべる。

「親父と母親のどちらかが悪いってわけじゃなく、相性の問題なんだと思うよ。今でもたまに連絡を取るけど、年下の恋人とはうまくやってるみたいだし」

「そうなんですか……」

　直哉さんのからりとした表情からは、恨みや悲しみは感じられなくてホッとする。

「で、中学時代からずっと朝は適当に済ませてたから、こうやってあずさちゃんと一緒に朝食を食べられてうれしいよ」

　にっこりと笑われて、私もうなずく。

「じゃあ、これからは毎日一緒に朝食を食べましょうね」

　すると、直哉さんがイタズラな表情を浮かべながらこちらに微笑みかけた。

「毎日一緒に朝食を食べようって、なんか今、プロポーズしてもらった気分」

「え……!?」

　とんでもない直哉さんの言葉に目を見開く。

　プロポーズなんて、そんなつもりじゃなかったのに！

「ち、違います！　ただ、ひとりでパンやシリアルを食べるなんて味気ないし、さみしいと思ったから……っ!!」

「なんだ。プロポーズじゃないんだ。残念」

　真っ赤になって慌てる私を見て、クスクスと肩を揺らす直哉さん。

　混乱のあまり頬が熱くなって、瞳が潤んでしまう。

「あずさちゃん」

　動揺しすぎて顔を上げられなくなってしまった私に、直哉さんが優しく声をかけてくれた。

　そして頭にぽんと温かい感触。

「これからも、ずっと一緒に朝食を食べようね」

　大きな手でそっと髪をなでながら言われ、私は胸がドキドキしてうつむいたままうなずいた。




　切り花の市場は、月・水・金の週三回開かれる。私の店は小さく、仕入れる量も少ないから、市場でセリに参加するのではなく仲卸の業者さんに注文して花を配達してもらっている。

　仕入れのある日の午前中は、花の下準備で大忙しだ。

　新聞紙で包まれた草花をほどき、切り花がちゃんと水を吸い上げられるようにそれぞれに合った方法で水揚げしていく。

　くたりと力をなくした花たちが、自分の手で生気を取り戻し生き生きとしていく様子を見るのはとても楽しい。大変だけど、大好きな作業だ。

　店の奥で、仕入れた花を店頭に並べる下準備をしていると、カランとドアベルが鳴った。

「いらっしゃいませ」

　顔を上げると、背の高い男の人。その輪郭だけで、すぐに誰かわかってしまう。

「直哉さん！」

　一緒に暮らし始めてから、直哉さんはお休みの日や出かけるついでに時々店に顔を出してくれるようになった。だけど、開店したばかりのこんな早い時間にやってくるなんて珍しい。

　どうしたんだろうと思っていると、直哉さんがポケットから見慣れたスマホを取り出して小さく振ってみせた。

「忘れもの」

「あ！　すみません！」

　私が部屋にスマホを忘れてしまったのを、わざわざ届けに来てくれたらしい。

「会社に行く途中だから、気にしなくていいよ。それにしてもすごい花だね」

　直哉さんは頭を下げた私に優しく笑い、仕入れたばかりの花であふれた作業台や床を見下ろした。

「今、店に出すために水揚げをしていたんです」

「水揚げ？」

　首をかしげた直哉さんに、手を動かしながらうなずく。

「出荷された切り花は、農家さんで切り取られた時点で眠っている状態なんです。そこからたっぷり水を吸い上げて綺麗に咲いてくれるように、ひとつひとつのお花にあった方法で声をかけて起こしていくんですよ」

　茎の中の導管を傷つけないように丁寧にバラのとげをナイフで落とす作業を見ながら、直哉さんが相槌を打つ。

「いろんな方法って？」

「水の中で茎を落としたり、ハンマーで叩いたり、火で焼く場合もありますし、ハーブなんかは葉裏から水分を吸収できるように逆さにしてお水をあげたりもするんですよ」

　夢中になって話しながら、ハッとして手を止める。顔を上げると、直哉さんは店のレジカウンターにもたれながらこちらを眺めていた。

「すみません。こんな話、退屈ですよね」

　花のことになるとつい長くなってしまう自分に恥ずかしくなる。

「ううん、退屈じゃない。見惚れてただけ」

　優しく微笑まれて、ホッとしながら笑い返す。

「よかった。花が開いたらもっと綺麗なんですよ。花弁がいくつも重なるように綺麗に咲いて、香りもとてもいいんです」

　手の中にある、つぼみの固いピンクの花。まだ眠たげな朝焼けのような、淡いバラ色のアンジェリークロマンチカを見せると、直哉さんが首を横に振った。

「見惚れてたのはバラにじゃなくて、あずさちゃんにだよ」

「な……っ」

　直哉さんの甘い言葉に驚いて、手に持ったフローリストナイフを落としそうになってしまった。

「そ、そうやってからかわないでください……！　どういうリアクションをしていいのか困ります」

　直哉さんにとってはただの冗談なんだろうけど、男性に免疫のない私には刺激が強すぎて、どうしていいのかわからなくなる。

　心臓が飛び跳ねて、勝手に熱くなった頬を腕で隠しながらにらむ。

「うん。俺もあずさちゃんの反応がかわいすぎて困ってる」

　甘く微笑みかけられて、途方に暮れる。

　どうせ直哉さんは私のことを妹だと思って気軽に言ってるんだ。いちいち真に受けてドキドキしちゃダメ。

　そう自分に言い聞かせる。

「そういうことばかり言っていると、そのうち刺されちゃいますよ」

　この調子じゃ、直哉さんの言動に勘違いしてその気になってしまう女の子が数えきれないくらいいそうだ。

　ナイフを持ち直し、平静を装って作業を再開すると、直哉さんが首をかしげた。

「あずさちゃんが俺を刺すの？」

「私は刺しませんけど」

「じゃあ大丈夫。言う相手はちゃんと選んでるから」

　にこりとうなずかれ、『ちっとも大丈夫じゃない』と心の中で文句を言う。

　今まさにここに、勘違いしてしまいそうになってる女がひとりいるっていうのに。

　鼻にしわを寄せて直哉さんをにらむと、彼は楽しそうに笑った。

「それにしても、この店は外から中が丸見えだな。通りから、あずさちゃんの姿がずっと見える。ちょっと不用心じゃない？」

　カウンターにもたれながら、直哉さんが窓の外を見て言う。

　確かに、通りに面した大きな窓からは、外の景色がよく見える。道行く人や車はもちろん、道路を挟んだ向こう側に立つ喫茶店の店内まで。

「丸見えって。花屋なんですから、店の中のお花が見えないとお客さんが来てくれませんよ」

「それはそうだけど。防犯カメラは付けてる？」

　きょとんとしながら首を横に振る私を、直哉さんが見下ろす。

「できれば付けたほうがいい。それに営業中は仕方ないとしても、せめて開店前や閉店後はひとりで作業してるのがわからないように、ロールカーテンとかで中が見えないようにしたほうがいいね」

「そうですか？」

「こっちで手配して業者を来させるようにするから、早いうちに付けてもらって」

　直哉さんは珍しく強い口調で言う。

「直哉さん、過保護すぎですよ」

　私が苦笑していると、直哉さんがくしゅんっと小さなくしゃみをした。首をかしげて見上げると、少し鼻の頭を赤くした直哉さん。

「あ、もしかして寒いですか？」

「いや、大丈夫」

　そうかぶりを振りながらも、直哉さんは小さく鼻をすすっていた。

「すみません。お店の暖房は最小限にしてて……」

　花の鮮度を保つために、店内の温度は低めに設定している。私はいつもここで仕事をしてるから平気だけど、慣れてない人には寒いだろう。

　どうしよう。私がいつも使っている膝掛けを出そうかな。それともなにか温かいお茶でも……。

　私が慌てていると、直哉さんが苦笑しながら肩をすくめた。

「大丈夫だよ、本当に」

　そんなやりとりをしていると、またカランと鋳鉄製のドアベルが鳴った。

「あずさ、元気にしてる？」

「お母さん！」

　久しぶりの母の姿に、手を止めて呼びかける。

　店に入ってきた母に向かって、直哉さんが立ち上がり微笑みながら頭を下げた。

「晴美さん、お久しぶりです」

「直哉さんもこんにちは。これからお仕事？」

「はい、仕事前に少し癒されてました」

「このお店は花があふれてて、居心地がいいものね」

　母と直哉さんが穏やかに会話をしていると、直哉さんのコートの内ポケットから低い振動音が聞こえてきた。

　スマホを取り出し画面を見た直哉さんが苦笑する。

「怖い秘書から呼び出しがかかった」

　顔を上げた直哉さんにつられ視線の先を見ると、いつの間にか、通りに面した大きな窓の外に、直哉さんの秘書の女性――セミロングの黒髪が印象的な長身美女が立っていた。

「すみません。お仕事前なのに、忘れ物を届けてもらっちゃって」

　慌てて頭を下げた私に、直哉さんは優しく微笑んでくれる。

「こっちこそ、長居してごめん」

　私がふるふると首を横に振ると、大きな手が一瞬私の髪に触れた。するりと丸い頭をなぞった指が、一瞬だけ耳の後ろをなでる。

　柔らかな肌に感じた温かい体温にドキドキして私が体を強張らせると、直哉さんは小さく笑った。

「それじゃあ、失礼します」

　直哉さんはスマホをコートのポケットにしまい、母に頭を下げる。

「また今度、ゆっくり食事しましょうね」

　母の言葉に「ぜひ」とうなずきながら店を出る。ドアが閉まる瞬間、こちらを見た彼に目元だけで微笑まれた。

　そのスマートな仕草を目で追っていた私は、なにか思わせぶりなことを言われたわけでもないのに、胸がドキドキしてしまう。

　店から出てきた直哉さんに、待っていた秘書が歩み寄りなにか話していた。

　スタイルのいい直哉さんと、長身の美女。絵になるふたりを眺めていると、窓ガラス越しに秘書の女性と目が合った。

　黒い綺麗な瞳が、観察するようにじっとこちらを見る。なにか言いたげなその視線に、少し居心地が悪くなる。

　なんだろうと戸惑いながら私が会釈をすると、彼女も綺麗な仕草で頭を下げた。

「直哉さんと仲良くしているか気にしてたけど、無駄な心配だったみたいね」

　笑みを含んだ母の言葉に、首をかしげて視線を窓の外から戻す。すると母は、店内の花を見ながらうれしそうに笑っていた。

「ふたりの雰囲気、新婚さんみたいだったわよ」

「新婚さんって……！」

　とんでもない発言に、思わず頬が熱くなる。

「直哉さんがすごく気を使って優しくしてくれるから」

　動揺を隠しながら、お互いの近況報告をする。

　母もお義父さんとの生活を楽しんでいるようで、とても幸せそうな表情だった。

「そういえば、あずさ。ひとつお願いをしてもいい？」

　改まってお願いなんて、なんだろうと首をかしげる。

「和昭さんが記念に写真を撮りたいって言ってくれてて、せっかくならあずさにブーケを作ってほしいの」

　ためらいがちな母の言葉に、私は身を乗り出した。

「記念にって、結婚写真？」

「もういい歳して、恥ずかしいんだけど……。式をしないなら、せめて写真だけでもって」

「素敵！　絶対にブーケ作らせてほしい！」

　照れながらもうれしそうな母に、私まで幸せな気分になる。

「ドレスはもう決まってるの？　どんなブーケがいいとか希望ある？」

「うん。いろいろ相談できればいいなと思って、ドレスの写真を持ってきたの。そのとき、できればあずさと直哉さんも一緒に家族写真が撮りたいんだけど」

「わかった。直哉さんにも話しておくね」

　前のめりになる私に、母はクスクスと笑いながらうなずいた。




　家で食事をした後、リビングでさっそくブーケ作りの準備に取りかかった。

　密閉容器に入れたドライフラワー用の細かなシリカゲルの中に、淡い薄緑色の額がくの先端に水色が混じる、アンティークな色合いのアジサイをそっと埋めていく。

　夢中になっていると、かたりと玄関で鍵の開く音。慌てて立ち上がると、仕事を終えた直哉さんがリビングに入ってきた。

「あ。お帰りなさい！」

　気づけばもう二十三時過ぎ。真剣に作業しているうちにこんな時間になっていたようだ。

　時計を見上げて驚きながら、花が散らばるテーブルの上を片付けようとする。

「ただいま。いいよ、そのままで。仕事中？」

「母にブーケと髪飾りを頼まれて」

　うなずくと、直哉さんは「あぁ」と思い出したように言う。

「親父から連絡がきた。今度結婚写真を撮るから、ついでに家族でも撮影しようって」

「私、写真館で家族写真を撮ってもらったことなんてないので、楽しみです」

　私の言葉に直哉さんが優しくうなずく。そして興味津々の表情で私の手元をのぞき込んできた。

「これはなに？」

「乾燥剤のシリカゲルです。ここにお花を埋めると、水分が抜けてドライフラワーになるんです。つるして自然乾燥するよりも花の形が綺麗だし、色合いも濃く残るんですよ」

　密閉容器の砂状のシリカゲルと、そこに埋まったアジサイを見せながら説明する。

「へぇ……。生花じゃなくドライフラワーでブーケを作るんだ」

「母が、落ち着いたイメージのブーケを希望していて。ドレスもクラシカルなデザインのものを着る予定らしいので、アンティークで優しい風合いが出ればいいなと」

　アジサイだけでなく、ムスカリやミモザ、白いバラも一緒にドライフラワーにしていく。これと生花を組み合わせて、ブーケや髪飾り、新郎の胸元を飾るブートニアを作るつもりだ。

　私が話していると、柔らかく微笑まれた。

「すごくいい表情してる。あずさちゃんは本当に花が好きなんだな」

　そんなに浮かれた顔をしていたかな、と恥ずかしくなる。

「ウエディングブーケは、私が花屋を目指したきっかけだったので」

「あぁ。小さい頃に結婚式のブーケトスを見てから憧れてたんだっけ」

　些細な会話をきちんと覚えていてくれる直哉さんに、うれしく思いながらうなずく。

「はい。いつかウエディングのお仕事を任せてもらえるようになるのが夢です」

　とはいえ、ウエディング業界は大手生花店がホテルや式場と契約しているので、私みたいな個人の小さな花屋が請け負うことは難しい。今は自分にできることを、一生懸命やるしかない。

「そっか。応援するから、頑張って」

「ありがとうございます」

　私が頭を下げると、ぽんと優しくなでられた。

　その指先の感触が気持ちよくて、ふわっと胸が温かくなる。男の人に触れられるのは苦手だったはずなのに、いつの間にか直哉さんに触られることが心地いいと感じるようになっていた。










静かに揺れるスイートピー




　母とお義父さんの写真撮影の当日。お義父さんと直哉さんの仕事がお休みの日曜日、私たちはハウススタジオにいた。

　落ち着いた雰囲気のスタジオは英国風の建築様式で大正時代に建てられた洋館を改装したらしく、写真だけではなく映画やドラマなどの撮影にも使われることがあるようだ。

　普段日曜は店の営業日だけど、今日はお休みにした。

　スタジオの控室で、用意していたドライフラワーに生花の白いスイートピーを合わせて、ブーケや髪飾りの仕上げをする。

　母の、顎のラインで切りそろえられた丸みのあるボブの髪を片方の耳にかけ、そこにアジサイと白バラで作った小ぶりなヘッドドレスをつける。全体に優しい色合いのアンティークなヘッドドレスは、母の艶のある黒髪にとても映えた。

　そして、胸元から手の甲まで繊細なレースで覆われたクラシカルなウエディングドレスを身に着けた母に、アジサイにムスカリやミモザ、白いスイートピーが揺れる淡い色合いのブーケを手渡す。

「ありがとう、あずさ。すごく素敵ね」

　手にしたブーケを見下ろしてふわりと笑った母は、とても幸せそうだった。

「お母さん、すごく綺麗だよ」

　感極まった表情の母に、思わず私まで鼻の奥がつんと痛くなってしまう。でもここで私が泣いたら、せっかく綺麗にメイクしてもらった母まで泣かせてしまう、と必死にこらえて笑顔を作っていると、コツコツと扉がノックされた。

「花嫁を迎えに来たんだけど、入っても大丈夫かい？」

　冗談交じりの声に「どうぞ」と答えると、アイボリーの上品なタキシードを着たお義父さんが入ってきた。

　ベージュのベストにグレーのタイ。まるで外国人の俳優さんみたいなダンディーな装いなのに、六十を過ぎてもたくましく背が高いお義父さんは嫌味なく着こなしていた。

　ウエディングドレスを着た母を見て、お義父さんが目尻を下げる。

「花嫁が綺麗すぎて、息をするのを忘れそうだ」

「もう。そういう和昭さんも素敵よ」

　仲良さそうにやりとりをするふたりは、本当に幸せそうで微笑ましい。

「お義父さんも、これどうぞ」

　そう言って、ミモザと白バラで作ったブートニアをお義父さんの胸元に飾る。

「ありがとう、あずさちゃん」

　お礼の言葉にはにかみながら笑顔を返すと、そこに直哉さんが入ってきた。

　いつもよりドレッシーなチャコールグレーのスーツに、片方の耳を出すようにセットされた髪型が色っぽい。

「わ、直哉さん素敵ですね」

　思わずそうこぼすと、直哉さんが「ありがとう」と微笑む。その笑顔に見惚れそうになってしまう。

「あずさちゃんは、その服で写真撮るの？」

　ぼんやりしている私に直哉さんが首をかしげた。

「写真……」

　その言葉にハッとして、自分の服装を見る。

　ベージュのニットに黒い細身のパンツ。そして、ダークグリーンの厚手のエプロン。店はお休みだけど、ブーケを作るために花に触るからと、いつも働いているときと同じような格好をしている私。

　ブーケのことで頭がいっぱいで、服のことなんて気にしていなかった。

「す、すみません……！　家族写真のことをすっかり忘れてました！」

　こんな格好で写真に入れない。どうしよう、今から急いで家に帰って着替えて……間に合うだろうか。

　青ざめた私に、直哉さんがクスリと笑った。

「やっぱり、忘れてるだろうと思ってた」

　わかってたなら、ひと言教えてくれてもよかったのに。

　イタズラっぽい笑みを浮かべる直哉さんに向かって頬を膨らませる。

　すると、長い指が膨らんだ私の頬に触れた。

「大丈夫。あずさちゃんの服を用意しておいたから」

「え？」

　驚いて目を丸くした私にうなずくと、直哉さんはお義父さんと母に向かって声をかける。

「家族写真は後からでも大丈夫？」

「あぁ。最初にふたりで写真を撮るって言ってたから、大丈夫だよ」

「じゃあ、あずさちゃん。ゆっくり着替えようか」

　そう言って歩き出した直哉さんの後ろを、戸惑いながらついていく。

　控室に通され中に入ると、ワンピースやアクセサリー、パンプスまでそろえられていた。

「これ……」

「スタジオのスタッフに頼んで、用意してもらった。あずさちゃんに似合うものを選んだつもりだけど、好みに合うかな」

「あ、ありがとうございます！　すごく素敵です……」

　バトーネックのシンプルな形の膝丈ワンピースは、シャンパンに数滴バラ色を落としたような上品なピンクゴールド。イヤリングとネックレスは、淡い光を放つ上質のパール。オフホワイトのパンプスは、足首についたストラップがかわいらしいデザインだ。

「気に入ってくれてよかった」

　感激して頬を紅潮させた私を見て、直哉さんが微笑む。

「じゃあ俺は外で待ってるから、着替え終わったら声をかけて」

　私がうなずくと、直哉さんが扉を閉める。

　控室にひとり残され、ほぉーっとため息をついた。

　優しくて気が利いてかっこよくて、なにからなにまで完璧なんてちょっと反則だ。

　直哉さんのスマートな気遣いに、自分の至らなさが余計に情けなくなってしまう。

　さっそく用意してもらったワンピースに着替え、アクセサリーをつけ、パンプスを履こうとして動きを止めた。

　そうだ、ストッキングをはいたほうがいいよね……。

　見れば、ワンピースが置かれていた隣に、ストッキングまできちんと用意されている。

　上質な、艶感のあるベージュのストッキング。はきやすいようにとスタッフさんが気を利かせてくれたのか、繊細なレース柄の滑り止めがついた太もも丈のそれは、見るからに高級そうだ。私がいつもはいているものの、数倍の値段だろう。

　恐る恐る手を伸ばし、触れる直前でためらう。

　どうしよう。はけるかな……。

　控室でひとり途方に暮れていると、コンコン、と扉がノックされた。

「あずさちゃん、着替えた？」

　いつまでも着替え終わらない私を不思議に思って声をかけてくれたんだろう。

　聞こえてきた直哉さんの声に、困り顔のまま扉を開いた。

「どうかした？」

　私の顔を見て首をかしげる直哉さんに、「ストッキングがはけなくて……」と正直に話すと、さらに首をひねる。

「ストッキング？　肌が弱いとか？」

「違うんです。伝線させるのが怖くて」

「伝線？」

　困惑顔の直哉さんの前に、おずおずと手を差し出す。

　いつも水に触れているせいで乾燥した手のひら。指先は植物の灰あ汁くが染み込みくすんで見えるし、トゲや葉の処理をするせいで傷だらけだ。こんな手荒れのひどいガサガサした手でストッキングに触れたら、あっという間に伝線させてしまう。

「家ではくときは、ささくれがストッキングに引っかからないように、薄い手袋をつけてはくようにしているんですけど……」

　私のボロボロの手を見下ろした直哉さんが「そうか」と少し驚いたようにうなずいた。

「ごめん、今まであずさちゃんの手がそんなに荒れて大変だったなんて、気づかなかった」

「いえ、花屋なんだから仕方ないんです。もう慣れてますし」

　直哉さんに謝られ、慌てて首を横に振る。

　直哉さんが心を痛める必要なんて少しもないのに。

　心配そうな表情でじっと手を見られ、申し訳なくなってしまう。

「そっか。肌が弱いとかじゃなく、伝線させるからストッキングがはけないんだね」

「はい」

「じゃあ、俺がはかせてあげようか？」

　さらりと言われ、目を見開いた。

『はかせてあげようか』って、ストッキングを？

　とんでもない提案に言葉をなくした私に対して、直哉さんはいつもと変わらない様子だ。困り果てる私を見下ろし、返事を待つように首をかしげる。

　直哉さんにストッキングをはかせてもらうなんて、恥ずかしすぎて絶対無理……！

　だけど、そんなに平然としてるってことは、私が意識しすぎなのかな。せっかく好意で言ってくれたのに、断るなんて失礼だろうか。

　ぐるぐると悩む私を、直哉さんが楽しげに見ている。

「あの……っ」

　ゴクリと息をのみ、勇気を振りしぼって口を開く。

「じゃあ、お願いします！」

「なんて、冗談だよ」

　私と直哉さんが同時にそう言って、きょとんと顔を見合わせた。

　……今、直哉さん、『冗談だよ』って言った？

　そう気づいた途端、一気に顔が熱くなった。

「す、すみません！　冗談に決まってますよね！」

　恥ずかしい。からかわれたのを真に受けて、こんなことをお願いしてしまうなんて。顔から火が出そうだ。

　とても顔が見せられなくて必死にうつむく。

　あぁ、もう。穴があったら入りたい。

　自分の発言を激しく後悔していると、長い指が伸びてきた。優しく私の顎をすくい、うつむいた顔を上向かせられる。

　羞恥で潤んだ視線を恐る恐る上げれば、いつもよりも意地悪な表情の直哉さんが笑った。

「俺でいいなら、はかせてあげるよ」

「で、でも……」

「座って」

　穏やかにそう言われ、身を縮こませるようにおずおずとソファに腰を下ろす。

　その前に直哉さんが片膝をついた。まるでシンデレラにガラスの靴を差し出す王子様のように優雅に跪ひざまずき、こちらを見上げる。

「足、出して」

　柔らかく優しい口調に、靴を脱ぎ恐る恐る片足を差し出す。

　直哉さんの長い指が私の足首に触れ、心臓が飛び跳ねた。

　……どうしよう、すごく緊張する。

　ただ座っているだけなのに、微かに足が震えてしまう。

　そんな私の動揺をよそに、直哉さんは繊細なレースがついたストッキングを、私の足先に通す。

　足の甲を、ふくらはぎを、膝裏を、上質なストッキングがするりと肌の上を通っていく。

　ちょうどワンピースの丈辺り、膝までストッキングを引き上げた直哉さんが私の顔をのぞき込んだ。

　これ以上ストッキングを上げるには、ワンピースのスカートの中に手が入ってしまう。『大丈夫？』と問いかけるような視線に、私は顔を真っ赤にしてうなずいた。

　緊張で震えながら、ストッキングをはかせやすいようにわずかに足を持ち上げると、直哉さんが小さく笑った。

　長い指がスカートの中の私の太ももに触れる。

「ん……っ」

　直哉さんはただストッキングをはかせてくれているだけなのに、過敏に反応して声を漏らしてしまうのが、どうしようもなく恥ずかしい。

「すごく緊張してる？」

　ガチガチに強張った私をからかうように、直哉さんが喉の奥で笑った。

「だって、ストッキングをはかせてもらうなんて初めてだから……」

　涙目で反論すると、直哉さんが優しくうなずく。

　直哉さんはこんなに平然としているのに、私ひとりが動揺しているなんて悔しい。

「直哉さんは、慣れてそうですね」

「まさか。ストッキングをはかせるのは初めてだから緊張してるよ」

　その整った顔には緊張なんてみじんも浮かんでいなくて、私は頬を膨らませる。

「はかせるのはってことは、脱がせることは慣れてるんですよね」

　そんなかわいくないことを言ってみても、直哉さんは余裕の表情だ。

「脱がせるのも慣れてないから、後で練習させてくれる？」

「な……っ！」

「冗談だよ」

　真っ赤になって絶句する私に、楽しげに肩を揺らす。

　直哉さんは本当に、憎らしいくらい完璧でずるい。




　なんとかストッキングをはいて、直哉さんとふたり控室を出る。

　お義父さんと母が撮影しているハウススタジオのエントランス部分をのぞくと、大正時代の雰囲気をそのまま残した階段の前でふたりが寄り添い立っていた。

　使い込まれ飴あめ色いろになった木の階段。その中央に敷かれた真紅の絨毯。白壁に、黒い梁りょう。アンティークなシャンデリア。

　クラシックなデザインのウエディングドレスを着た母とダンディーなお義父さんの落ち着いたたたずまいはその建物の雰囲気とぴったりで、一枚の絵画を見ているようだった。

「素敵ですね」

　ため息をつきながらつぶやくと、隣にいる直哉さんもうなずく。

　広いハウススタジオなのに、私たち以外のお客さんはいない。ひと組ずつ貸し切りで撮影しているのかな。これだけ素敵な場所なら人気で殺到しそうなのに、こうやってゆっくり写真を撮ってもらえるなんてすごく贅ぜい沢たくだ。

「こんな撮影スタジオがあるなんて、知りませんでした」

「あぁ、俺の知り合いがフォトグラファーをしてるから、親父にこの場所を紹介したんだ」

　直哉さんがカメラの前に立つ細身の人物を眺めながら言う。

「そうなんですか」

　明るい髪色の短髪の後ろ姿。今撮影しているあの人が、直哉さんの知り合いなのかな？

　私もカメラの方に視線を向けたとき、「はい、お疲れさまでした！」とハキハキした声がその場に響いた。

　カメラの前にいたその人が顔を上げる。

「次はバンケットルームに移動して、家族写真を撮ります」

　声を聞いて、カメラマンさんは女性の方なんだと気づく。

　周りのスタッフに指示を出し、きびきびと動くその姿を眺めていると目が合った。

「あ、直哉」

　化粧っ気のない顔に、個性的な赤い縁の眼鏡をかけた三十代くらいの女性。明るくはつらつとした雰囲気の彼女がこちらを見てうれしそうに顔をほころばせる。

「久しぶり。相変わらず元気そうだな」

　親しげに挨拶を返す直哉さんに、彼女が近づいてきた。

　細身の体にＴシャツにパーカー、デニムというカジュアルな格好なのに、明るい髪色のベリーショートとキラキラした笑顔がすごく魅力的な女の人。

「元気そうって、声がでかくてうるさいってバカにしてるんでしょ」

　白い歯を見せて笑いながら、直哉さんの肩をペシンと叩く。

「褒めてるって」

「全然褒められてる気がしないんだけど！」

　叩かれた肩をさすりながら苦笑する直哉さんに、彼女はふてくされたように頬を膨らませる。

　髪型も服装もボーイッシュな印象なのに、白いうなじや細い手首、眼鏡の奥の大きな瞳は女らしくて、アンバランスな色気を感じる。直哉さんの隣にいてもすごく絵になる、大人の女の人だと思う。

　仲のよさそうなふたりのやりとりを見ているうちに、なぜかモヤモヤした気持ちが湧き上がってきた。

　あれ、なんだろうこの感じ。寝不足でも疲れてるわけでもないのに、なんだか少し胸が苦しい。

　戸惑いながら立ち尽くしていると、直哉さんが私のことを振り返り、首をかしげた。

「あずさちゃん？」

　不思議そうに問われ、慌てて表情を取り繕う。

「あ、すみません！　すごく素敵な場所だから、つい見惚れてぼんやりしてました」

　苦しい言い訳をしていると、彼女が笑って私に挨拶をしてくれた。

「本日撮影させていただいてます、桜さくら木ぎです」

　腰回りに付けたバッグのたくさんあるポケットのひとつから名刺を探し出し、こちらに差し出す。

【フォトグラファー　桜木英えい子こ】と書いてある名刺を受け取り「よろしくお願いします。妹のあずさです」と頭を下げる。

「あずさちゃん、よろしくね。直哉にこんなかわいい妹ができたなんて、ずるいなぁ。私もかわいい妹が欲しい」

　桜木さんは私に笑いかけた後、冗談交じりに直哉さんをにらむ。

「欲しがっても、やらないから」

　直哉さんは桜木さんの視線に、苦笑しながら首を横に振った。

　私を独占するような直哉さんの言葉に、不覚にもときめいてしまう。

　直哉さんはただ、桜木さんの冗談にのっかっただけなのに。落ち着け、私。

　控室でストッキングをはかせてもらってドキドキしすぎたせいか、さっきからちょっと心臓がおかしい。

「おふたりは、仲がいいんですね」

　動揺を隠すようにそう言うと、直哉さんがうなずいた。

「英子は今はブライダル専門で撮ってるけど、前はイベントや展示会でよく一緒に仕事をしてたんだ」

「そうなんですか……」

　相槌を打ちながら、『英子』と下の名前で呼ぶ直哉さんに、ふたりの親密さを感じて胸が騒ぐ。

　仕事の関係だけなら、お互いに下の名前で呼び合うはずがない。

「親しい私になら急な仕事も頼みやすいって理由で、直哉にはよくこき使われたもんね」

「英子の写真の腕を信頼してたからだよ」

「どうだか」

　直哉さんをにらんだ桜木さんに、険悪な雰囲気になるかと一瞬ハラハラしたけれど、すぐに表情が崩れて笑い合っている。こんな言い合いは、いつものことなんだろう。

　それだけたくさんの時間を一緒に過ごしてきたんだろうなと思うと、モヤモヤが大きくなっていく。

　もしかして、恋人だったり……？

　桜木さんと一緒にいる直哉さんの顔は、私に見せる表情とは少し違っていた。妹をかわいがる優しい兄の顔ではなく、対等な相手と遠慮なく接しているように見えた。

「あずさちゃんは、なんのお仕事をしてるの？」

　黙り込んだ私に気を使ってくれたのか、桜木さんがそう聞いてきた。

「あ、小さな花屋をやってます」

「花屋さんかぁ！　素敵だね」

　ぱぁっと顔を輝かせた桜木さんに、「本当に小さな店なので」と慌てて首を横に振る。

「でも、そんなに若くてお店を開いてるなんてすごいよ！」

　キラキラした笑顔で手放しで褒められると、照れくさくて顔が赤くなってしまう。

　困り顔の私を見て、直哉さんが微笑みながら口を開いた。

「晴美さんのブーケとヘッドドレスはあずさちゃんが作ったんだよな」

　その言葉を聞いた桜木さんの目が、大きく開かれる。

「本当に？」

「あ、はい。そうです」

　身を乗り出して確認され、慌てて私はうなずいた。

「撮影してるときから素敵だなって思ってたんだ。造花やプリザーブドフラワーならよく見るけど、ドライフラワーと生花を組み合わせるブーケって新鮮だね」

　桜木さんの言葉に、感激しながら「ありがとうございます」と頭を下げる。

「母の希望が、なるべく自然な風合いのナチュラルなブーケだったので」

「ウエディングブーケは仕事でもよく作ってるの？」

「いえ。勉強はしていたんですけど、きちんと作るのは今回が初めてです」

　私が答えると、「へぇ」と桜木さんが目を丸くした。

「柔らかい雰囲気なのに清せい楚そで上品で、すごくいいと思う。ああいうテイストのブーケってありそうでないから、今度撮影で使わせてもらいたいな」

「本当ですか!?」

　うれしくて思わず前のめりになってしまう。

「連絡先、聞いてもいい？」

「はいっ！」

　持っていたバッグから慌てて名刺を探し出し、手書きで携帯電話の番号を書き足す。

　店名と住所と電話番号のみというそっけなさすぎる名刺に、桜木さんが笑った。

「ホームページもメールアドレスもないんだ」

「あ、ええと……」

「ホームページは今作ってる最中だよね」

　口ごもった私に、横で聞いていた直哉さんが代わりに答えてくれた。

「そっか。できたらホームページも教えてね」

「はい！」

「じゃあ、私は次の撮影の準備をするから」

　広い歩幅できびきびと歩いていく桜木さんを見送ってから、直哉さんを振り返った。

「直哉さん……！　ブーケ褒めてもらいました！」

　うれしくて口元を手で覆いながら言うと、整った顔をくしゃりと崩して直哉さんが笑う。

「よかったね。ウエディングブーケを作る仕事は、あずさちゃんの憧れだったもんな」

　その言葉に、ぶんぶんと首を縦に振ってうなずく。

　いつかウエディングに関わる仕事をしたい。小さな頃からずっとそう思っていた。でも、目の前の自分のするべきことを日々こなすので精一杯で、どうしたら夢に近づけるのかなんてわからずにいたのに。

　まるで奇跡が落ちてきたみたいな出来事に、うれしくて泣きそうになっていると、優しく微笑まれた。

　その表情に、胸がつまる。触れられたわけでもないのに、勝手に鼓動が速くなる。

　なんだろう、この気持ち。そわそわと落ち着かなくてうつむいていると、直哉さんが身をかがめ、私の顔をのぞき込んできた。

「あずさちゃん、大丈夫？」

　そう問われ、慌てて顔を上げて「はい」とうなずく。

「あいつ強引だからいろいろ無茶な注文してくるかもしれないけど、あずさちゃんはお店だけでも忙しいんだし無理しすぎるなよ。英子に言いづらかったら俺から伝えるから」

　直哉さんの気遣いに、やっぱり直哉さんと桜木さんは遠慮せずになんでも言い合える仲なんだと思い知らされる。じりじりと胸が焦げるような気がした。

　まるで仲のいいふたりに嫉妬してるみたい……。

　バカなことを考えて、慌てて首を左右に振った。

　嫉妬なんて、するわけない。私と直哉さんは兄妹なんだから。










恥じらうトルコギキョウ




「わぁ、すごく素敵に撮れてるね」

　お義父さんと母の結婚写真のアルバムを開き、思わず声を漏らした。

　リビングのソファに並んで座った母が、横から私の手元をのぞき込んでうなずく。

　私の店が定休日の木曜日。母が出来上がった写真を持って遊びに来てくれた。

　写真の中で寄り添い微笑むふたりの姿はとても素敵だった。

「撮ってくれたカメラマンさんが上手だったから」

　のんびり言う母に、「実物も素敵だったよ」と笑いながら伝える。

「あ、そうだ。これ、せっかく家族で写真を撮ったから、写真立てに入れてもらったの」

　そう言った母が、白い箱に入ったキャビネサイズの写真をバッグの中から取り出す。

　白木でできたシンプルなフォトフレームには、お義父さんと母、そして直哉さんと私が写っていた。写真の中の家族になったばかりの四人はとても幸せそうだ。

　中でも、スーツを着て穏やかに微笑む直哉さんについ目線がいってしまう。そのかっこよさに、じわりと頬が熱くなる。

　その隣には、直哉さんが選んでくれたドレスを着た私がいる。

　このとき、直哉さんがストッキングをはかせてくれたんだよね。

　あの綺麗な長い指が足に触れた感覚を思い出して、緊張と戸惑いがよみがえり背筋が甘くうずく。

「この写真、もらっていいの？」

　口元に手をやり赤くなった頬をごまかすように聞くと、「もちろん」と母がうなずいた。

「ありがとう。部屋に飾るね」

　どこに飾るか、直哉さんに相談して決めよう。

　そう思いながら、写真立てを丁寧に箱に戻す。

「今日は、お義父さんはお仕事？」

「そう。出張で帰りは明日になるって。会長になったとはいっても、やっぱりいろいろ忙しいみたい」

「家にひとりでいるのはさみしい？」

　結婚を機に長年勤めていた百貨店を辞めた母に問うと、「とんでもない」と首を横に振った。

「今までずーっと働きづめだったから、これからやりたいことがいっぱいで、さみしく思う暇なんてないわ。読みたい本も見たい映画も数えきれないほどあるし、日中のんびり散歩したり、日向ぼっこしながらソファでうたた寝したり、煮込み料理をことこと作ったり。手芸も絵画もヨガにも興味があるし、着付けは昔習ったけどもう一度きちんと勉強したいし……」

　生き生きした表情で指を折る母に、思わず吹き出す。

「楽しそうでよかった」

「そういうあずさもね」

　クスクスと肩を揺らす私に、母がにっこりと笑った。

「私？」

　なんのことだろうと首をかしげると、母の視線がダイニングテーブルに向かう。

　そこには私が飾った花があった。

「あずさは、家に飾る花にそのときの気分が出ちゃうから」

　クスクスと笑われ、驚いて母のことを見る。

「えっ、そう？」

　昔からよく家にも花を飾っていたけれど、無意識に選んでいただけでそんなの意識していなかった。

　ダイニングテーブルの花瓶に飾ったのは、かわいらしいアプリコットピンクのトルコギキョウと若々しい緑の葉のリキュウソウ。

「毎日を前向きに楽しんでる感じがする。花も、あずさも」

　蔓状のリキュウソウはのびのびとして楽しげで、明るい色のトルコギキョウは幸せそうに咲き誇っている。

　……確かに、言われてみれば今の自分の心境そのままかも。

　母の言葉に自分の気持ちを見透かされたようで、なんだか恥ずかしくなる。

「じゃあ、そろそろ帰ろうかな」

「お義父さんが帰らないなら、ごはん食べていけばいいのに」

　立ち上がった母に声をかけると、迷うそぶりもなく断られた。

「ごめんね。今日は家で映画を見ながらひとりでピザを食べるの」

　ウキウキとした調子で言われ、苦笑いした。子育ても仕事も頑張り続けた母が、背負い続けてきたものをようやく下ろして自分の時間を楽しんでいるのが伝わってきて、微笑ましくなる。

「そっか。じゃあ気をつけてね」

「お邪魔しました。直哉さんにもよろしく伝えてね」

「わかった」

　玄関で母を見送り部屋に戻ると、ダイニングテーブルの上の花が目に入った。

　華やかなピンク色のトルコギキョウ。明るく楽しげな花は直哉さんとの生活を楽しんでいる私の気持ちそのままで、なんだかくすぐったい気分になった。




　夕食を食べ、お風呂から上がると、リビングに直哉さんがいた。

「ただいま、あずさちゃん」

　くつろいだ様子でソファに座る彼に、緊張してわずかに飛び跳ねる。

　一緒に暮らしているんだから、お風呂上がりのパジャマ姿なんてもう何度も見られているはずなのに、相変わらずドキドキしてしまう。

「お、お帰りなさい」

　そう言いながら、さりげなく自分の姿を見直してチェックする。パジャマのボタンは外れていないか、とか、裾がだらしなくめくれていないか、とか。

「晴美さん来てたんだ」

　直哉さんの手元を見れば、母が置いていった家族写真があった。

「はい。写真が出来上がったからって持ってきてくれました」

「すごくいい写真だね」

　微笑みながら写真を見下ろす。

「せっかくだから、玄関に飾ろうか」

「そうですね」

　私がうなずくと、直哉さんが視線を上げた。

　じっと見つめられ首をかしげる私に、「おいで」と手招きをする。

　なんだろうと思いつつ直哉さんの座るソファに近づくと、ぽんぽんと隣のスペースを叩いてここに座ってと促される。

「なんですか？」

　きょとんとしながら隣に座った私に、直哉さんがバッグからなにかを取り出した。

「片手を出して」

「……？」

　戸惑いながら、おずおずと右手を出す。

「ハンドクリーム塗ってあげる」

　直哉さんの手を見れば、ハンドクリームのチューブ。

「ハンドクリームですか？」

　直哉さんが大きな手のひらにクリームを絞り出すと、ふわりと爽やかなレモンの香りが漂った。

「あずさちゃんの手荒れがかわいそうだったから、いいハンドクリームを探してみたんだ」

「私のためにですか？　ありがとうございます」

　忙しい直哉さんが、私の手荒れなんかのためにハンドクリームを探してくれたなんて。

　うれしくて笑顔でお礼を言うと、優しく微笑み返された。

「イタリアのブランドなんだけど、厳選したハーブとか草花の油脂が原料のオーガニックのハンドクリームなんだって」

　説明しながら、直哉さんが私の手を取り、丁寧にクリームを塗っていく。

「あ、あの、直哉さんが塗ってくれるんですか？」

「そうだよ」

　突然のことに驚いて真っ赤な顔でたどたどしく聞くと、当然のようにうなずかれてしまった。

　ハンドクリームを探してくれたのはうれしいけど、こうやって手に塗ってもらうなんて予想外だ。手が触れるだけでも恥ずかしいのに、いたわるように優しくハンドクリームを塗り込まれ、私は緊張で体を硬くする。

　カサカサな手のひらや、硬くなった親指の付け根。潤いのない指の股や、ささくれだった指先、草木の灰汁が染み込んだ爪。それらの隅々まで男らしい長い指が優しく動き、私の手の上をなぞっていく。

「……っん！」

　指の股をマッサージするように触れられ、ぴくりと体が揺れてしまった。

「どうかした？」

　過剰な反応に小首をかしげられ、ぶわっと顔が赤くなる。

「あの、ありがとうございます。でも、ハンドクリームなら自分で塗れます……」

　うつむきながら言うと、手に触れている指に力が込められた。

「こうやって触られるの、嫌だった？」

「い、嫌じゃないんですが……」

　恥ずかしいです、と吐息を振りしぼるようにつぶやくと、指を絡め取られた。まるで恋人同士のように隙間なく指を絡ませ手をつながれて、また緊張で体が強張る。

「大丈夫。恥ずかしいだけなら、慣れるよ」

　ちっとも大丈夫じゃないです。

　心の中でそう反論する。

「こうやってハンドクリームを塗った後、しばらく手のひらでふたをするように押さえてあげるといいんだって」

　直哉さんは優しく言って、つないでいないほうの手で私の手の甲をぎゅっと包み込む。

「まだ、ですか……？」

　いつまでこうやって手を握られているんだろう。早く離してくれないと、ドキドキしすぎて心臓が破裂しそうだ。

　そっと直哉さんの顔をうかがえば、涼しい顔で「もうちょっと」と笑う。

　緊張で体温が高くなり、肌の上に塗られたハンドクリームがとろりと溶け出していくような気がした。とくんとくんと脈打つ鼓動が、きっと手のひらを通して直哉さんにも伝わっている。

　いたたまれなくて自分の膝をじっと見ていると、頭上から笑い声が落ちてきた。

　おずおずと視線を上げた私に向かって、直哉さんが驚くくらい甘い表情で微笑む。

「そうやってうつむいていると、あずさちゃんの耳がよく見えるね」

「耳、ですか……？」

　なんの変哲もない耳なんて、見ていておもしろいのかなと首をかしげる。

「いつもは白い耳たぶが、赤く染まっていくのがかわいい」

　そんな意地悪な言葉に、一気に血がのぼってくる。

「ほら、あの花みたいな綺麗なピンク色になった」

　目を見開いた私に向かって楽しげに肩を揺らして笑った直哉さんの視線の先には、アプリコットピンクのトルコギキョウ。

「か、からかわないでください……！」

　どんな反応をしていいのかわからなくて涙目になってしまった私に、直哉さんは機嫌よさそうに笑いながらようやく右手を解放してくれた。

　慌てて手を引っ込めて肩で息をする。心臓が痛いくらい飛び跳ねている。

「からかってないよ」

　そう言ってこちらに流れてきた視線に、またドキドキが止まらなくなる。

「ほら、次は左手出して」

　平然と反対の手を要求され、泣きそうになる。

　またああやって優しく手に触れられてハンドクリームを塗ってもらうなんて、心臓が持たない。

「あの、直哉さん、自分で塗れます」

「やっぱり嫌だった？」

　私の申し出に、直哉さんが眉を下げる。

　その表情に、私は慌てて首を横に振った。

「嫌なわけでは……」

「じゃあ左手」

　悲しげな顔がすぐに笑顔になった。

　優しいのに強引な直哉さんは、本当にずるい。

　しぶしぶ差し出した左手に丁寧にハンドクリームを塗り込みながら、直哉さんが思い出したように言った。

「そういえば、週末、お店に写真を撮りに行っても大丈夫？」

「写真、ですか？」

　首をかしげると、優しくうなずかれる。

「ホームページに載せる用の。外観とか店内の様子とか、できれば花束のサンプルみたいなものも撮れたらいいかなと思うんだけど」

　直哉さんの言葉に、こくこくとうなずく。

「あ、はい！　大丈夫です。いくつか花束を用意しますね。お客さんがホームページから注文するときの参考になるように」

「オーダーフォームも考えないとな。予算とか好みの色とかイメージがわかりやすいように指定できると楽だよね」

「はい！　何日か前にオーダーしてもらえれば、普段仕入れない珍しい花にも対応できると思うので、そういうのも載せたいです」

「作った花束の写真を依頼人に送付するサービスもあると便利かなと思うんだけど」

「わぁ、それすごくいいと思います！」

　花の話題に夢中になって顔を上げて身を乗り出すと、すぐそばに直哉さんの顔があって目を見開く。

　鼻先が触れそうなほど近づいた顔に驚いて固まってしまった私を見て、直哉さんがにっこりと笑った。

「最初は近づくだけで緊張してたのに、もうだいぶ慣れてくれたね」

　直哉さんの吐息まで感じそうな至近距離。パチパチと瞬きをした後、我に返って一気に頬が熱くなった。

「す、すみません……っ！」

　握られた手を慌てて振り払い、身を引く。

　三人掛けのゆったりとしたソファの端まで後ずさりして両手で顔を覆った。

「謝ることないのに」

「でも……」

　互いにもう少し首を伸ばせば、唇が触れそうな距離で見つめ合ってしまった。話に夢中になってあんなに近づいてしまうなんて……。

　羞恥心と動揺で、視界が涙で潤んでいく。

「近づきすぎて、怖かった？」

「こ、怖くなんてないです」

「じゃあ、顔見せて」

　かぶりを振った私の頭上から、甘いけれど強引な口調で言う直哉さん。私の背後にある肘ひじ掛かけに手をつくと、そこに体重をかけるようにして私を見つめる。

　おずおずと手を下ろし直哉さんのことを見上げれば、彼は綺麗な眉をひそめて笑った。

「直哉さん……？」

　その表情の真意が読み取れなくて、私は戸惑いながら名前を呼ぶ。

「あずさちゃんはずるいね」

　ずるいって、なんのことだろう。

　私が困惑していると、長い指が私の目元にたまった涙をぬぐってくれた。

「そうやって、加か虐ぎゃく心しんと庇ひ護ご欲よくを同時にくすぐるような顔をしちゃダメだよ」

「加虐心……？」

　意味がわからず首をかしげると、直哉さんがゆっくりと瞬きをする。そして、ぞくりとするような色気を纏まとったまなざしを私に向けた。

　それだけで、また心臓が跳ねて頬が赤くなってしまう。

「ず、ずるいのは直哉さんのほうです」

　動揺を隠すようにうつむくと、「どういう意味？」と耳元で尋ねられた。

　ソファの端にいる私を追い詰めるようにたくましい体が近づいた。

　下を向いて視界が狭くなっているせいか、彼の呼吸や衣きぬ擦ずれの音、そして重心の移動でソファが微かに軋きしむ音まで、鮮明に耳に届いてドキドキしてしまう。

「こうやって無自覚に優しくするのは、ずるいです……。直哉さんの態度は女の子を勘違いさせちゃいますよ」

　こんな甘い言葉をかけられたら、誰だって好きになってしまう。直哉さんの周りにいる女の子たちは、自然と彼に惹ひかれてしまうんだろうなと思うと、微かに胸が焦げた。

「大丈夫。俺は勘違いしてほしい相手にしか優しくしないから」

　笑みを含んだ声でそうささやかれ顔を上げると、ひどく甘やかな視線が私を見つめていた。

「俺が甘やかしたいと思うのは、あずさちゃんだけだよ」

　戸惑う私に向かって、真剣な声で告げる。

「……え？」

「ずるいくらい鈍感だな。俺はずっとわかりやすく口く説どいてるのに。それとも、気づいててわざとはぐらかしてる？」

　ラムズイヤーのような柔らかな声が、ぞくりとするほどの色気をはらんで私の鼓膜を震わせた。

　驚いて目を見張った私を見下ろして、直哉さんは小さく首をかしげて笑う。

　その視線が艶やかで、じわりと頬に熱が集まる。

「それって、あの……」

　混乱しながら口を開いたけれど、なんと返していいのかわからずに口ごもる。

　そんなことを言われたら、そんな目で見つめられたら、まるで直哉さんが私に好意を持ってくれているんじゃないかと誤解しそうになる。

「好きだよ、あずさちゃんのことが」

　混乱する私にしっかり届くように、直哉さんがゆっくりとした口調で言って微笑んだ。

「社長室にガーデニアを届けに来てくれたときから、しっかりしてるのにどこか危うげで気になる子だなと思ってた。兄妹として一緒に暮らしていくうちに、君の芯の強さやかわいらしさにどんどん惹かれていった」

　甘くささやかれ、心臓が止まるかと思った。

　こんな素敵な直哉さんが、私を好きになってくれるなんて……。

　信じられなくて目を瞬かせていると、直哉さんが私の顔をのぞき込む。

「突然こんなふうに告白されて、困ってる？」

　直哉さんの真剣な視線に、顔に熱が集まっていく。

　今にも発火しそうなほど火ほ照てる頬を少しでも冷ますように、勢いよく首を横に振った。

「あの、困ってるというか、直哉さんは兄だし、私を好きになってくれるなんて想像もしてなかったから……」

　直哉さんはかっこよくて優しくて、余裕のある大人の男の人で。出会ったときから素敵だと思ってた。だけど雲の上の憧れの人みたいな感覚で、告白してもらえてすごくうれしいのに実感が湧かなかった。

　どうしていいのかわからなくて口をつぐんでうつむくと、直哉さんが小さく笑った。

「安心して。ただ気持ちを伝えたかっただけだから、すぐに答えを出せなんて言わない」

　私の気持ちを察して優しく言ってくれた直哉さんに、胸がドキドキと高鳴る。

「あずさちゃんがどんな答えを出しても気まずい思いなんてさせないし、いい兄でいるから。少し考えてみて」

　戸惑う私に向かって、目元を緩め柔らかく微笑んでくれた。ホッとして胸をなでおろした途端、長い指が私の手を捕まえ持ち上げる。

「……でも答えが出るまでは、俺のことを好きになってもらえるように努力もするけど」

　どういう意味だろうと瞬きをしていると、直哉さんが私の手の甲に一瞬触れるだけのキスを落とした。

「……っ!!」

　皮膚に触れた柔らかな感触に、一気に体温が上がる。

　驚きで飛び上がった私を見て、直哉さんが屈託のない表情で声を上げて笑った。

　かぁっと頬が熱くなり恥ずかしくなってうつむくと、「あずさちゃん」と直哉さんが私の名前を呼ぶ。

「は、はい……」

　頬の火照りは収まらなくて、うつむいたまま答えると直哉さんの手がこちらに伸びてきた。

　長い指が私の顎をすくい、視線を上げさせられる。動揺で潤んだ目を瞬かせると、直哉さんがじっとこちらを見つめていた。

「これからは今まで以上にあずさちゃんを甘やかすから、覚悟して」

　色っぽい表情で微笑まれ、さらに顔が熱くなっていく。

　今までだってドキドキの連続だったのに、それ以上に甘やかされるなんて、絶対心臓が持たない。

　眉を下げて顔を真っ赤にした私を見て、直哉さんはクスクスと楽しげに肩を揺らした。




　週末、私は店でホームページに載せるためのサンプルの花束を作っていた。

　ピンクやオレンジのガーベラやバラを集めた元気でかわいらしい花束、籐の器に落ち着いた雰囲気の紫のリンドウや菊を挿した和風のアレンジ、白い大輪のラナンキュラスに色落ちしたアジサイやライラックを合わせた物憂げな夜の雰囲気のブーケ。

　なるべくいろんなテイスト、でも自分らしい花束を、と考えながら作業をしていると、カランとドアベルが鳴った。

「いらっしゃいませ」

　顔を上げると、短髪の男の人の姿があった。

「あ、工藤さん」

　ぺこりと頭を下げる、無口な人。木工作家の工藤さんだ。

　この前素材を渡したばかりなのに珍しいな、と思いながら立ち上がり近づく。

「すみません。まだあまり木の素材は出てないんですけど……」

「いえ、今日はそうじゃなくて、店の中で棚とか台とか壊れて困ってることはないですか？」

　わざわざそのために来てくれたんだ。

　きょろきょろと店内を見回す工藤さんに、「ありがとうございます」と声をかける。

「今のところ、大丈夫ですよ」

「棚を増やしたかったり、なにかすることがあったら遠慮なく言ってください」

　ぶっきらぼうな口調の工藤さんの気遣いをありがたく感じながら切り出した。

「工藤さん、もしかして素材を無料でお譲りするの、逆に気を使いますか？」

「え？」

　私の言葉に、工藤さんが軽く顔をしかめてこちらを振り返る。

「なんだかお菓子を差し入れてもらったり、こうやって棚を作ってもらったり、気を使わせてしまっているなら申し訳ないなって」

「……迷惑ですか？」

　ぼそりとつぶやかれた言葉に、慌てて首を横に振る。

「まさか！　いつも助かってます」

　私が否定すると、工藤さんはホッとしたように表情を緩めた。そして通りに面した大きな窓を見上げる。

「……ロールカーテン」

「はい？」

　よく聞こえなくて聞き返すと、窓の上に付けられたベージュのロールカーテンを指さした。

「ロールカーテン付けたんですね」

「はい。閉店後も店内が丸見えなのは不用心かなと思って」

　直哉さんのアドバイスで取り付けたカーテンだ。閉店後はカーテンを下ろし、店内が見えないようにしている。

　最初は過保護だな、なんて思っていたけど、お客さんにとっても営業中か休みなのか外からひと目でわかって便利になった。

「へぇ……」

　なにか考え込むように黙った工藤さんに小さく首をかしげていると、またドアベルが鳴り扉が開いた。

「いらっしゃいませ」

　声をかけると、入ってきたのは直哉さん。その格好はいつものスーツ姿ではなく、カジュアルな服装だった。シンプルなブラウンのニットにジーンズ、艶のある黒いショートブーツ。ラフな雰囲気でかっこいい。

「あ、直哉さん」

「写真、撮りに来たよ」

　カメラが入ったバッグを持ち上げて見せた直哉さんが、店内にいた工藤さんに目を止めわずかに眉をひそめる。

「もしかして、前に言ってた木工作家さん？」

　顔をしかめたのは一瞬で、すぐに微笑みを浮かべた直哉さんに、「そうです」とうなずく。

　工藤さんも直哉さんに向き直った。

「いつもあずさちゃんがお世話になってるみたいで、ありがとうございます」

「いえ……」

　にこやかな直哉さんに、工藤さんが短く言って顔を逸らした。

「ええと、工藤さんこちらは……」

「あずさちゃんと一緒に暮らしています、都倉です」

　私の言葉を遮って直哉さんが自己紹介すると、工藤さんが私と直哉さんを見比べる。

「一緒に暮らしてるって……」

　確かにそうだけど、なんだか語弊がある気がする。

　慌てて私が直哉さんの顔を見ると、にっこりと微笑まれ困ってしまう。

　すると、工藤さんが「そうですか」とぽつりとつぶやいた。

「じゃあ、また来ます」

　うつむきがちに店を出ていった工藤さんを見送ってから、小さく息を吐いた。

「直哉さん、なんだか今の言い方はいろいろ誤解を生みそうな気がするんですけど」

　工藤さんは私たちを恋人同士だと勘違いしていそうだ。

「わざと紛まぎらわしい言い方した」

「わざと？」

「ごめんね、大人げなくて」

　意味深に微笑まれ、その意味を悟る。匂わされたさりげない独占欲に、頬が熱くなった。一方で、そんなふうに言われて困っているのに、心のどこかでうれしいとも感じてしまう。

「もう写真撮っても大丈夫？」

　直哉さんがバッグの中からカメラを取り出しながら尋ねる。

「あ、今撮影用の花束を仕上げている最中なので、ちょっと待ってもらってもいいですか？」

「じゃあ、外観を先に撮ってるよ」

「お願いします」と頭を下げて、作りかけのアレンジに向き合う。

　メインの花だけでなく、合わせるグリーンもバリエーションを出したいなと思いながら、ふわふわのネコヤナギや多肉植物のエケベリア、艶やかな実がかわいらしいヒペリカムなんかを選んでいく。

　真剣に花のバランスを見ていると、不意に視線を感じて顔を上げた。

　店の外観を撮り終えたのか、いつの間にか直哉さんがすぐそばでカメラを構えていた。私が驚いてびくりと飛び上がると同時にシャッターを切る。

「わ、なに撮ってるんですか！」

「今の顔、かわいかったから」

　顔をしかめると、直哉さんは悪びれもせずに笑う。

「絶対かわいくないです。思いきり変な顔してましたよ」

「大丈夫。誰にも見せないよ」

　誰にも見せられないような変な顔を、なんでわざわざ撮るかな。

　意地悪な直哉さんに、これみよがしなため息をつく。

「花束を作ってるとこ、撮ってもいい？　ホームページには顔がはっきりわかるような写真は使わないから」

「はい」

　うなずいて作業を再開すると、直哉さんはカメラを構え直した。

　無造作に袖をめくり上げ、カメラを持った腕が男っぽい。

　ドキドキしてしまう気持ちをごまかすために、視線をさりげなく花に戻す。

「直哉さん、今日はお仕事お休みだったんですよね。わざわざ休日にすみません」

　花束を作りながら頭を下げると、「楽しいからいいよ」と微笑まれた。

「それより、こっちこそ週末の忙しいときに邪魔しに来てごめんね」

　逆に謝られ、勢いよく首を横に振る。

「ホームページを作るお願いをしているのに、邪魔だなんてとんでもないです。それにビジネス街なんで、特別週末が忙しいわけでもないんですよ」

「へぇ、そうなんだ」

　商業地や住宅街なら、平日よりも週末に人が集まるけれど、オフィスが多いビジネス街では平日の金曜のほうが忙しかったりする。土日はどちらかというとのんびりだ。

　話しながら作業を続けていると、くしゅんと小さなくしゃみの音。私が顔を上げると、直哉さんが口元に手をやっていた。

　心配そうな顔をした私に『大丈夫だよ』というように笑いかけ、直哉さんが手を下ろしながら窓の外に視線を向ける。

「このお店、奥はひんやりしてるけど窓辺は日が当たって気持ちよさそうだね」

　店内の奥から大きな窓を眺める直哉さんにうなずいた。

「周りはビルばかりなんですけど、方角がいいのか意外と日が差すんですよね。日向は暖かいので、天気がいい日は店内の掃除をしながら日向ぼっこしてる気分になれるんですよ」

「でも冷たい水に触る仕事だから、大変だろ？」

　心配そうに声をかけられ、「もう慣れっこです」と笑顔で返す。

「花屋の仕事をして、もう十年近く経ちますから」

「すごいね」

　話しながらも手を動かしていると、パシャパシャとシャッターを切られる。

　最初は少し緊張したけど、顔は写さないと言ってくれたので気にせず作業していると、だんだん慣れてきた。

「あずさちゃんは、本当に花が好きなんだね。すごくいい顔をしてる」

「そうですか？」

　無意識のうちに口元が緩んでいたのかな、と首をかしげながら、照れくさくて苦笑いする。

「花束を作るの、好きなんです」

「へぇ。どうして？」

　興味津々な口調で問われ、少し考えてから口を開いた。

「花束って、雑貨やお菓子と比べると、少し傲慢な贈り物だと思いません？」

「傲慢？」

「すごく存在感があって、意外と手がかかるから」

「確かに手がかかるな。もらったまま放っておくとあっという間に萎しおれるし」

　うなずきながら言った直哉さんを小さくにらむ。

「ていうことは、お世話をしないで枯らしたことがあるんですね？」

　厳しい視線に、直哉さんが肩をすくめる。

「遠方のイベントに参加して花束をもらって、水をあげる暇もなく飛び回ることも多いから」

　確かにそれなら、綺麗にラッピングされた花をほどく暇もなく、萎れてしまうのも仕方ない。

「切り花は、手をかけてあげればけっこう長持ちするんですよ。花瓶に生けて水が減った分を足すだけと、毎日水切りして花器も水も清潔にして弱った葉や花を摘つんであげてお世話をしたのでは、楽しめる期間が全然違うんです」

「へぇ」

　花束を飾るリボンの色を選びながら言うと、直哉さんは感心したように相槌を打った。

「大切な人からもらった花は、少しでも長持ちさせたくて一生懸命お世話するじゃないですか。それに花を見るたびに、水を替えるたびに、くれた人のことを思い出してしまう」

「あぁ。花をプレゼントすると、代わりに贈った相手の時間を毎日少しだけ占有できるんだ」

　納得したように言った直哉さんに、うなずいて微笑む。

「花束は贈った相手に自分を思い出してもらえる、少し傲慢ですごく素敵な贈り物だと思うんです。だから、そんなプレゼントを贈るお手伝いをできるのがうれしくて」

　最後の花束の仕上げを終え、綺麗に結んだリボンをはさみで切り落としながら顔を上げると、直哉さんがじっとこちらを見ていた。視線が合うと、甘やかに微笑まれる。

「そんな話を聞いたら、毎日部屋を埋め尽くすくらいの花をあずさちゃんに贈りたくなるな」

「うれしいですけど、そんなにたくさんもらったら、お花のお世話で毎日が終わっちゃいますよ」

　彼の冗談に苦笑いすると、直哉さんは作業台に頬杖をつき首をかしげる。

　近づいた距離に瞬きをする私に向かって、直哉さんがにっこりと笑った。

「花のお世話をするときは、贈ってくれた人のことを思い出すんだろ？　そうしたら、あずさちゃんが毎日ずっと俺のことを考えていてくれるかなって」

　とんでもなく甘い言葉に、ぶわっと顔が熱くなる。

　直哉さんが私を好きだと言ってくれてから、宣言通り彼の言動がさらに優しく甘くなった。好意を隠さないストレートな言葉に、私はどうしていいのわからかなくなる。

「もう、そうやって動揺させないでください。そんなことされなくたって、今でも十分直哉さんのことばかり考えてしまって困ってるのに」

　真っ赤になった頬を腕で隠し眉を下げて文句を言うと、直哉さんは「ははっ」と弾けるように笑った。

「俺のことばかり考えてくれてるんだ？」

　にやにやと笑いながら尋ねられ、苦情を言ったつもりが墓穴を掘ってしまった気分になる。動揺をごまかすように慌ててうつむいたけれど、もう遅い。きっと髪からのぞくうなじも耳も、情けないくらい真っ赤になっている。

「本当に、かわいすぎて困る」

　楽しそうだけど色っぽい声でつぶやかれ、ますます鼓動が速くなった。胸が痛くて苦しくて、だけどじわじわと甘くうずく。

　こんな気持ちをうまく処理しきれなくて、私はしばらくうつむいたまま顔を上げられなくなってしまった。




「へぇ、義理のお兄さんと暮らしてるんだ」

　目を丸くした夏美にうなずく。

　ふたりの休みが重なった木曜。カフェで一緒にランチをしながら近況を話すと、ものすごく驚かれた。

「あの男嫌いなあずさが、同どう棲せいねぇ……」

「ど、同棲じゃないし」

　夏美の言葉をぶんぶんと首を横に振って訂正する。

　同棲ではなくただの同居だ。直哉さんのストレートな愛情表現のおかげで、まるで新婚生活のような甘い毎日だけど。

　朝起こしてあげるときにベッドの中で抱きしめられたり、毎日丁寧にハンドクリームを塗ってくれたり、お風呂上がりの私の髪を乾かしたりもしてくれる。

『かわいい』なんて言葉は、まるで挨拶のように言ってくれる。

　ただ、動揺する私をからかっておもしろがってる気もするけど。

「お兄さんって何歳？　なんの仕事してるの？　かっこいい？」

　前のめりで質問され、苦笑いしながら首をかしげる。

「えっと、三十三歳で、ＩＴ系の会社の社長さんなの」

「社長！　すごいね。なんて会社？」

「ＴＫクリエイションって言ったかな」

　私の答えに、夏美が今度は大げさに身を引く。

「知ってる」

　のけぞるように言われ、私は目を瞬かせた。

「すごい。知ってるの？」

「いや、むしろなんであずさは知らないの？ってレベルなんだけど」

「そんなに有名な会社なんだ」

　一度鉢植えを届けに行ったときに立派なビルだったから、大きな会社なんだろうなとは思っていたけど。

「有名なスケジュール管理アプリを作ってからＣＭとかでもよく名前を聞くし、この前もニュースになってたよ」

「ニュース？」

「ちょっと待ってて」

　そう言って夏美が立ち上がる。カフェの入り口のそばに置かれたマガジンラックから経済誌を一冊選び出すと、ぱらぱらとめくりながら席に戻ってきた。

「ほらほら。これ見て」

　開かれたページをのぞき込めば、大手家電メーカーの新製品を発表するイベントを紹介した記事だった。

　人気のタレントさんが出席したこと以外にも、革新的な技術を使ったプロモーションが話題になっていた。

　会場に設置されたカメラが来場者の年齢や性別を自動で識別し、プロジェクターで投影されたキャラクターが登場し会話を始める。その人が興味を持ちそうなジャンルをＡＩが考え、会場内のあちこちに並べられた商品のところまで案内してくれるというもの。

　そのシステムを手がけたのが、直哉さんの会社、ＴＫクリエイションらしい。こういった企業のイベントだけではなく、行政や世界規模のプロジェクトにも参加しているようだ。

「すごい……」

　ＩＴ系なんてざっくりとした認識だったけど、ネットだけでなくこんな仕事をしているなんて知らなかった。

「その上、社長も副社長も若くてかっこいいという点でも話題」

　夏美が指した写真の中には、イベントのステージ上でマイクを持つ直哉さんの姿があった。

「あ、本当だ。直哉さんだ……」

　家で見せる柔らかな笑顔ではなく、よそ行きの引き締まった表情。

「なんだかあずさ、とんでもない人と兄妹になったね」

　夏美の感想に、呆ぼう然ぜんとしながらうなずいた。




　久しぶりに会った夏美とたっぷり語りつくし、家路についたときにはもう日が落ちていた。

　玄関の鍵を開けると、大きな靴があるのに気づく。

　直哉さん、もう帰ってるんだ。

　慌てて靴を脱ぎ、リビングへ入る。するとダイニングテーブルに直哉さんの姿があった。見覚えのある男の人とふたりで、なにか話し合っているようだ。

「あ。お帰り、あずさちゃん」

　扉が開いたことに気づいて、直哉さんがこちらを振り返る。

「ただいま帰りました」

　頭を下げた私に、直哉さんの向かいに座る野性的な印象の黒髪の男の人がぽつりとつぶやく。

「これが妹か」

　不愛想で冷たそうな、でも綺麗な顔立ちの男の人。どこかで見たと思ったら、前に配達に行ったときに社長室に入ってきた人だ、と思い出す。

「あずさちゃん、こいつ失礼でごめんね」

「いえ。妹のあずさです」

　苦笑いする直哉さんに首を振ってから、男の人に頭を下げる。

「こっちはうちの副社長の緒お方がた」

「少し確認したいことがあって邪魔してる。すぐに帰るから」

　緒方さんはぶっきらぼうな口調で言うと、視線を手元のノートパソコンに戻した。

「いえ、ゆっくりしていってください」

　かぶりを振りながら春物のコートを脱ぎ、手を洗ってからキッチンに立つ。

「お茶でもいれますね」

「ありがとう」

　視線を上げて微笑んでくれる直哉さんにうなずいて、カップを用意する。

　仕事の打ち合わせ中らしいふたりは、ノートパソコンの前で頭を突き合わせていた。

「今のままじゃ光源が足りないんだよな」

　うなるように言った緒方さんに、直哉さんがパソコンを見ながら答える。

「それならスタック投影しかないね」。

「スタック投影にするなら、一万ルーメン以上のプロジェクターを倍用意しないといけなくなるぞ。それなら、ホテル側に照明を落とさせるほうが話が早い」

「会場がホテルのロビーなんだから、真っ暗にしたら危ないだろ。安全確保が第一だ」

　いったいなにについて話しているのかさっぱりわからないけれど、普段とは違う真剣な表情の直哉さんをキッチンからのぞき見て、少しドキドキしてしまう。

「めんどくせぇ……」

　低くうなった緒方さんに、直哉さんが譲歩する気はないというようににっこりと笑った。

　物腰は柔らかいけれど決して譲らない直哉さんの態度に、緒方さんは諦めたようにため息をつく。

「わかった。その代わり、テスト投影はしっかりさせろよ」

「そこはちゃんと交渉しておくよ」

　ちょうど話がひと区切りついたタイミングで、お茶を運ぶ。

　コーヒーを、と思ったけれどもうとっくに夜なので、カフェインの少ないお茶にした。

　鈴すず蘭らんのような丸みのある白い磁器の湯ゆ呑のみを出すと、直哉さんが「ありがとう」と笑ってくれた。

　緒方さんも小さく頭を下げ、湯呑に手を伸ばす。大きな手が白い湯呑をつかみ、ぐいと飲み干す。あおった喉が男らしい。

　いつも一緒にいる直哉さんは物腰が柔らかく立ち居振る舞いが綺麗だから、緒方さんの少し荒っぽい動作に思わず目を奪われる。

　ぼんやりしていると、直哉さんに「あずさちゃん」と声をかけられた。

「今日は出かけてたの？」

「はい。今日は店が定休日だったので、前の花屋で一緒に働いていた友達とごはんを食べてました」

　うなずくと、話を聞いていた緒方さんが「あぁ」と納得したようにつぶやいた。

「直哉が作ってる花屋のホームページ、妹の店なのか」

「あ、そうなんです。すみません、忙しい直哉さんに甘えてしまって」

　私が慌てて頭を下げると、「いや」と緒方さんは無表情のまま口を開く。

「別にそのくらい業務の支障にならないし、プライベートの時間にこいつがなにしようと問題ない」

　社長の仕事の邪魔をするなと怒られてしまうかと思ったけれど、緒方さんはぶっきらぼうながらもうなずいてくれた。

　怖そうに見えるけれど、意外と優しい人なのかもしれない。

「ほら、緒方もそう言ってるし、あずさちゃんは遠慮せずにもっと俺に甘えてくれていいんだよ」

　直哉さんにじっと見つめられ、動揺しながら首を横に振る。

「そんな、これ以上甘えられません。部屋に住まわせてもらってるだけで、十分迷惑をかけてますし」

　タダで住まわせてもらうのは悪いからと、毎月数万円家賃としてお金を受け取ってもらっているけど、この部屋の家賃を考えればそんなの気休め程度でしかない。これ以上彼に甘えて頼るのは、好意を利用しているみたいで申し訳なくなってしまう。

「俺だってあずさちゃんに毎朝起こしてもらってるんだから、気にしなくていいよ」

「でも……」

　困り顔の私に、緒方さんが不思議そうに首をかしげた。

「毎朝わざわざ直哉を起こしてやってるのか」

「あ、はい。直哉さん、朝に弱いので」

　私がうなずくと、緒方さんが意味ありげな視線を直哉さんに向ける。

「……お前、朝弱かったんだな」

「そう。寝起きが悪くて困ってるんだよ」

　にっこり笑った直哉さんに、緒方さんがあきれたように肩を上げた。そして、私のことを見て苦笑する。

「妹、こいつ、息を吸うみたいに女を口説くから気をつけろよ」

　緒方さんの言葉に私が目を瞬かせると、今度は直哉さんが苦笑いを浮かべた。

「緒方。人聞きの悪いこと言うな。あずさちゃん、気にしなくていいから」

　直哉さんに笑いかけられ、曖昧にうなずく。

　確かに、直哉さんはいつも息をするみたいにさりげなく私を口説いてくれるから、どうしていいのかわからなくて困る。

「そういえば、せっかく店のホームページを作るんだから、地方発送もするようにしたらいいと思うんだけど、どう？」

　直哉さんが思いついたように私に尋ねた。

「いえ、お花の宅配は低温管理してくれるところじゃないとダメですし、専用の梱こん包ぽう材ざいや緩衝材とかも用意しないといけませんし……」

「そのへんの業者はつながりがあるから、もしやる気があるなら俺から話を通すよ」

　直哉さんの提案に、少し悩んで首を振った。

「ありがたいですけど、そこまで甘えられません。自分の店ですし、今は手の回る範囲からきっちり頑張っていきたいです」

　私が言うと、直哉さんが残念そうに小さく肩を上げた。

「でも、気にかけてもらえてうれしいです。ありがとうございます」

　私が深く頭を下げると、そのやりとりを見ていた緒方さんが「ふーん」と小さくつぶやいた。

「見た感じもっと頼りない女かと思ったけど、意外としっかりしてるんだな」

　緒方さんがつぶやきながら、手をこちらに伸ばす。

　日に焼けた大きな手のひらが私の頭に近づき、思わず肩を強張らせる。

　しかし髪に指が触れる直前で、その手が止まった。

「あずさちゃんは俺のだから、気安く触るなよ」

　穏やかだけど、反論を許さない強い口調。

　不思議に思って視線を上げれば、直哉さんが緒方さんの手首をつかんでいた。

「俺の〝妹〟だから、だろ？」

　まっすぐに見据える直哉さんに、緒方さんがあきれたように笑う。そしてつかまれた手をほどき、視線を私に向けた。

「妹、過保護な兄貴がいると大変だな」

　おもしろがるような口調に、どう反応していいのか困ってしまって曖昧に首をかしげた。




「今日はなにも言わずに緒方を家に入れてごめん。家にはあまり仕事を持ち帰らないようにしてたんだけど、会社を出てから急に予定していたイベントの状況が変わるって連絡がきて、少し打ち合わせしてたんだ」

　緒方さんが帰った後で、リビングにあるひとり掛けのソファに座って本を読んでいると、仕事が一段落したのかダイニングテーブルでノートパソコンを閉じた直哉さんにそう謝られた。

　私は本から顔を上げ慌てて首を横に振る。

「いえ、気にしないでください。ここは直哉さんの家ですし」

「俺の家だけど、あずさちゃんの家でもあるからね？」

　念を押すように言われ、苦笑しながらうなずいた。

「ありがとうございます」

「あずさちゃんも、俺に気にせず友達を呼んでいいから」

「はい」

　それならお言葉に甘えて、直哉さんとの生活に興味津々だった夏美に遊びに来てもらおうかな、なんて考える。

　直哉さんがこちらに歩いてきて、私の横にある三人掛けのソファに腰かけた。

「それにしても、緒方さんって独特の雰囲気のある方ですね」

「ごめんね。あいつ、不愛想で口が悪くて」

「いえ。ぶっきらぼうだけど、いい人なんだろうなって思いました」

　私がそう言うと、直哉さんは視線を和らげて微笑む。

「父の建設会社にいた頃からの同僚で、ＶＲを使ってプレゼンテーションをしていた部署を子会社として独立させるときもずっと一緒に頑張ってきた仲間なんだ」

「すごく親しそうですもんね」

　私の言葉に直哉さんが優しくうなずく。その表情にドキドキしながら口を開いた。

「そういえば、今日直哉さんのお仕事が雑誌に紹介されているのを見ました。家電メーカーの新製品発表会イベントの。すごいですね」

「あぁ、あれね。普段は経営に専念してるんだけど、今回は久しぶりに現場にも携わって楽しかった」

　きっと仕事は忙しいけれどやりがいがあるんだろう。充実した表情で笑い、こちらを見る。

「あずさちゃん、おいで」

　当たり前のように呼ばれ、緊張しながら直哉さんに近づいた。

　ソファに腰かける彼の横にちょこんと座り息をひそめる。

「手を出して」

　最近は、毎晩直哉さんが私の手にハンドクリームを塗ってくれるのが日課になった。上質なオーガニックの成分が私の体質に合ったのか、それとも直哉さんの丁寧な塗り方がいいのか、ガサガサだった手に少しずつ潤いが戻ってきた気がする。

　おずおずと右手を差し出した私の顔を見て、直哉さんが小さく肩を上げた。

「まだ緊張してる」

「そりゃ、緊張しますよ」

「ハンドクリームを塗ってあげるだけなのに」

　笑いながらハンドクリームを手のひらに出し、私の手を取る。指の付け根から指先へ優しくなぞられて、体がぴくんと震えてしまう。

「……っ」

　思わず漏れた吐息が恥ずかしくて唇を噛かむと、柔らかく甘い視線に見つめられ、さらに体温が上がっていく。

「早く俺に触れられるのに慣れてほしいけど、こうやって触られるだけで真っ赤になるのもかわいい」

「だから、そうやってからかわないでください」

　左手の甲で口元を隠しながらにらむと、「ははっ」と直哉さんが破顔した。

「からかってないよ。あずさちゃんがかわいくて仕方ないだけ」

　とんでもなく甘い言葉を口にして、指を絡ませ手をつながれる。

　緒方さんの言う通り、直哉さんは恥ずかしげもなく自然と私を口説くから困ってしまう。

　顔をしかめながらも、直哉さんの大きな手の中で私の手は熱を持ち汗ばんでいた。触れた指先から、悔しいくらい動揺が伝わってしまう。

　そんな熱くなった私の手を、直哉さんの長い指がゆっくりとなでて閉じ込めるように重なった。

　心臓が痛いくらい激しく胸を打つ。じわじわと、胸の中に温かいものがたまっていく気がした。優しくて柔らかくて、くすぐったい、幸せな感情に満たされる。

　少し気持ちを落ち着けようと深呼吸をしていると、バッグの中のスマホが鳴った。

「電話だね」

　気づいた直哉さんがやっと私の手を解放してくれる。

　緊張と動揺でよろけながらスマホを取り出すと、以前連絡先を交換したフォトグラファーの桜木さんからだった。

《あずさちゃんのドライフラワーのブーケ、かなり評判イイよ！　ウエディング雑誌のスタッフにも好感触だし、お客さんでも興味を持ってる人がいるみたい》

「本当ですか!?」

　電話に出た途端、うれしい報告をされ、喜びのあまり飛び上がる。

　どうやら母のために作ったブーケやヘッドドレスを写真に撮り、関係者に紹介してくれたらしい。

《売り込み用に、いくつかウエディングブーケのサンプルを作ってみたら？　私が撮影してあげるから》

「ありがとうございます！」

　電話では見えないのに、思わず深く腰を折って頭を下げる。

　感激しすぎたのか頭がのぼせてしまったようにくらくらして、はぁーっと長く息を吐き出しながら電話を切ってソファに座り込む。

「英子から電話？」

　その様子を見ていた直哉さんが、まるで電話の内容がわかっていたかのように聞いてきた。

「あ、はいそうです……。サンプルのウエディングブーケを作ったら、桜木さんが撮影してくれるって」

「俺にも日中連絡がきた。あずさちゃんの作るブーケを売り込みたいんだけどいいかって」

　そっか、直哉さんは桜木さんと連絡を取り合ってるんだ。

　撮影スタジオで見たふたりの親しげな様子を思い出して、胸の辺りが重くなる。

「これからサンプル作りで忙しくなるな」

　そう言われ、ぼんやりしていた私は慌ててうなずいた。

「そうですね。ブーケやヘッドドレスを作ったり……。なるべく邪魔にならないように部屋で作業しますから」

　すると、こつりとおでこを小突かれた。

「そういう気は使わなくていいよ。ここはあずさちゃんの家なんだから」

　至近距離でにらまれて、おでこをさすりながら、おずおずとうなずく。

「……ありがとうございます」

「うん」

　お礼を言った私を見て、直哉さんが優しく微笑んだ。










花開いたライラック




　サンプルで作ったブーケを気に入ってもらえれば、ウエディングの仕事ができるようになるかもしれない。

　そう思うと、毎日ブーケのことで頭がいっぱいになってしまった。

　せっかくのチャンスなんだから、自分で最高だと思えるものを作りたい。

　そんな気持ちがプレッシャーになっていく。

　店が終わってから家でひとりブーケのアイデアを考えながらうなっていると、仕事を早めに終えた直哉さんが連れ出してくれた。

『部屋に籠こもってそんな険しい顔で考え込んでいたら、煮詰まっちゃうだろ』

　そう言って車に乗せられ連れていかれたのは、ひと気のない夜の庭園だった。

　ビルが立ち並ぶ都心の中に魔法で現れたオアシスのような幻想的なその場所に、私は驚いて目を見張る。

「ここは……？」

「もうすぐオープンする予定のホテルの中庭だよ。まだ一般には開放されていないけどね」

　そう言われ見回せば、その庭の前にはホテルらしき立派な建物が建っていた。

　豪華な白壁に両開きのフランス窓。繊細な細工が施されたテラスから続く石が埋め込まれたアプローチの両側には、青々とした芝生。アーチを描く丸天井のガラス張りの東あずま屋やに、咲き誇る花々。

　美しい空間に、思わずため息を漏らす。

「素敵ですね」

　街の喧けん騒そうから切り離された秘密めいた庭に咲く花々は、まるでひっそりとまどろみながら夢を見ているみたいだ。

　鉄製のアーチに沿って咲くオレンジのバラ。微かに揺れる淡いライラック。夜露に濡ぬれた鮮やかな紫のクレマチス。暗闇の中で感覚が研ぎ澄まされているせいか、花の色彩がいつもより鮮烈に胸に迫る。

　桜木さんから連絡をもらってから、店で仕事をしているときも、外を歩いているときも、テレビを見ているときも、ウエディングブーケのことで頭がいっぱいだった。

　どうやったら綺麗に見えるか。どの組み合わせが美しいか。なんて、花を使いアレンジすることばかり考えていたけれど、庭に咲いた花はそれだけで感動するほど美しい。だから、肩肘張って背伸びをする必要なんてない。

　素直にそう思えて、肩から力が抜けた。

「少しは気分転換になった？」

　直哉さんに笑いかけられ、私も微笑んで頭を下げる。

「すごく気持ちが明るくなりました。本当に素敵な場所につれてきてくれてありがとうございます」

「よかった。最近あずさちゃん、睡眠時間が減ってるみたいだったから少し心配してたんだ」

　その言葉を不思議に思って視線を上げれば、包み込むような優しい視線が絡んだ。

「あずさちゃんは頑張りすぎるとまず睡眠時間が短くなって、それから食が細くなるから気をつけてあげてって晴美さんから言われてたから」

「す、すみません……！」

　一緒に住まわせてもらうだけでも心苦しいのに、私の体調管理までお願いしていたなんて、どこまでも過保護な母で直哉さんに申し訳なくなる。

「なんて親切なふりをして、本当はあずさちゃんとデートがしたかっただけなんだけどね」

　油断していたところに甘くささやかれ、私は飛び上がる。

　真っ赤になった私を見て、直哉さんはイタズラっぽい表情で肩を揺らして笑った。

　私が申し訳なく思わないように、さりげなく冗談めかしてくれている。その優しさを感じて胸が温かくなる。

　なんだか落ち着かなくてうつむくと、直哉さんがこちらに手を差し出した。

「足元が暗くて危ないから」

　そう言われ直哉さんの手に恐る恐る指先をのせると、ぎゅっと握られた。

　手をつないだまま夜の庭を散歩する。こんな素敵な庭を直哉さんとふたりきりで歩けるなんてとても贅沢だ。

「ホテルがオープンしたら、この庭でガーデンウエディングもできるらしいよ」

「へぇ、素敵ですね。憧れるなぁ、こんな綺麗なお庭でウエディングなんて」

「そうだね」

　優しい相槌に隣を見ると、直哉さんもこちらを見ていた。視線が甘く絡み、頬が勝手に熱くなる。

　慌ててうつむくと、頭上で小さく笑われてしまった。

　きっとまた、耳たぶもうなじも真っ赤になってる。

　愛おしさが胸に迫って切なくなった。薄暗い闇の中で、こっそりと直哉さんの横顔を見上げる。

　柔らかな微笑みや、弾けるような笑顔。少し意地悪な表情も、仕事中の真剣な顔も。直哉さんのことを知るたびに、どんどん惹かれている自分がいた。

　いつの間にこの胸に種がまかれていたんだろう。気づけば恋心は芽を出し、私の中でぐんぐんとこんなに大きく育っている。

　……私、直哉さんのことが好きだ。

　想いが口をついてあふれそうになったとき、直哉さんが「あ」と小さくつぶやいた。

「雨が降ってきた」

　その言葉に顔を上げれば、暗い夜空から銀色の雨粒がすっと落ちてきて緑の葉を揺らした。

　小さな水滴が緑の葉を叩き、さわさわと微かな音を立てる。

　火照った頬に冷たい水滴が落ちて、夢から覚めたように急に怖くなった。

　直哉さんのことは好きだけど、もしその気持ちを素直に伝えたらどうなるんだろう。

　直哉さんの周りには秘書や、桜木さん。綺麗で素敵な大人の女性がいる。そんな中で、かっこよくて優しくて魅力的な直哉さんが、なんの取柄もない私と付き合ったって、すぐに飽きられてしまうに違いない。

　そうしたら、こうやって一緒にいられなくなってしまう。優しく微笑んでくれることもなくなってしまうのかもしれない。

　手に入れられないさみしさと、失うことの怖さを天てん秤びんにかけ、足がすくんだ。

　少なくとも、答えを出さないうちはこうやってそばにいられる。そんなずるい考えが胸をよぎる。

　私がうつむいているうちに、雨脚は強くなっていく。

「そろそろ帰ろうか」

　闇夜に降る銀色の雨粒を眺めながら優しくエスコートしてくれる直哉さんに、私はぎこちなくうなずいた。




　桜木さんから電話をもらった二週間後。

　ようやくサンプル用のブーケのイメージが固まり、ブーケ作りを手伝うと言ってくれた夏美とふたり、ダイニングテーブルでもくもくと手を動かしていた。

　テーブルの上にはたくさんのドライフラワー。針金にフローラテープ、ワイヤーに綺麗なビーズ。淡い色のレースやオーガンジーのリボン。

　ずらりと並んだ資材はとても華やかだ。

　今回はせっかくいろんなタイプのサンプルを作るから、ブーケとヘッドドレスだけではなく、ドライフラワーを使った花はな冠かんむりも作ろうと思っている。前回よりさらに作業が細かく複雑だ。

　シリカゲルに埋めて乾燥させた薄い紫色のライラックの小さな花を一輪ずつ慎重に取り出し、茎に細い針金を添わせ緑のフローラテープで固定する。これを何個も何個も作って、土台となる大きな針金に配置してヘッドドレスや花冠にしていく。ところどころに淡水パールをあしらったり、仕上げに白いガーデニアを合わせるつもりだ。

　いつか直哉さんと散歩した夜の庭のような、ひそやかでロマンティックな雰囲気を出したくて、淡い紫の小さな花に夜露のようなパールを散りばめることにした。

　数えきれないくらいのライラックひとつひとつに針金を付ける作業を繰り返し、少し疲れて手を止める。顔を上げれば、向かいに座る夏美も、私と同じように手を止め、ふーっと息を吐いていた。

「ごめんね、夏美。手伝ってもらっちゃって」

「ううん。こういう細かい作業、好きだから楽しい」

　明るく笑ってくれる夏美に、「ありがとう」と頭を下げる。

　私が、夢だったウエディングブーケの仕事ができるかもしれない、と報告すると、夏美は自分のことのように喜んで、ぜひ手伝いたいと申し出てくれた。そしてふたりともお休みだった木曜に、さっそく作業を手伝いに来てくれたのだ。

「それにしても、本当に豪華な部屋だよね。ここであずさは毎日あのイケメン社長と暮らしてるのかぁ」

　夏美は大きく伸びをしながら背中を反そらし、広い室内を見回す。

「直哉さん、もうすぐ帰ってくると思うよ」

「本当？　なんか緊張する」

　たった今までのびのびとしていたのに、急にかしこまって椅子に座り直す夏美に苦笑していると、ちょうど玄関で物音がした。

「帰ってきた？」

　上目遣いの夏美に聞かれ、笑顔でうなずく。

「ただいま」

　リビングに入ってきたスーツ姿の直哉さんに、夏美の背筋がすっと伸びた。

「直哉さん、お帰りなさい」

「お邪魔してます！　あずさの友達の夏美です」

　夏美の食い気味の挨拶に、直哉さんは「いらっしゃい」と柔らかく微笑み会釈する。

「頑張ってるかなと思って、お土産みやげ買ってきたよ。少し休憩したら？」

　そう言って手に持った白い箱を掲げてみせる直哉さんに、夏美が「わぁい」と手を上げる。さっきは緊張するなんて言っていたのに、もうすっかり自然体だ。

　私はそんな彼女にクスクス笑いながら立ち上がる。

「ありがとうございます」

　お礼を言いながら箱を受け取ろうとすると、意地悪するように手を上げられた。

　首をかしげると、にっこりと笑う直哉さん。

「座ってていいよ。俺がお茶をいれるから」

「でも……」

　直哉さんは仕事から帰ってきて疲れてるのに、と言いかけると、長い指が私の唇に触れ言葉を遮られる。

　びっくりして瞬きをしているうちに、直哉さんはキッチンで手を洗い始めた。

「なんか、すごく仲がいいんだね」

　そのやりとりを見ていた夏美に、にやにやと意味深な視線を向けられる。

　なんだか恥ずかしくて、責められているわけでもないのに「兄妹だから」と言い訳しながら椅子に座り直した。

「夏美ちゃん、甘いものは好き？」

　キッチンでお湯を沸かす直哉さんが問いかける。

「大好きです」

「よかった」

　直哉さんは夏美の即答に笑いながら、箱の中からかわいらしいカップケーキを取り出しお皿に移した。

「かわいい！」

　淡い色のクリームの上にカラフルなスプリンクルがデコレーションされたカップケーキに、思わず夏美とふたりで歓声を上げる。

「どうぞ」

　温かい紅茶と一緒に並べられ、「ありがとうございます」と頭を下げた。

「それにしても、すごいね。こんなに細かいんだ」

　カップケーキを食べるためにテーブルの端に寄せた小さなライラックのドライフラワーに、直哉さんがため息をつく。

「すごいですよね。そのライラックのパーツ、全部あずさが作ったんですよ」

　夏美の言葉に、直哉さんは一輪一輪針金を付けたライラックの花の山を見て目を見開いた。

　その感心したような顔が照れくさくてうつむくと、夏美が身を乗り出す。

「あずさは一緒に働いていた頃から、すごく頑張ってたもんね。花屋の仕事だけでもハードなのに、休日はフラワースクールに通って開業するために勉強して。友達だけど尊敬してます」

「そんな、自分がやりたくてやってたことだから」

　そうやって手放しで褒められると、ますます居心地が悪くなってしまう。

　私が顔を上げられなくなっていると、ぽんと頭に温かい感触。大きな手が私の頭に触れた。

　おずおずと視線を向けると、テーブルに頬杖をついた直哉さんが軽く首をかしげてこちらに笑いかける。

「えらいな、あずさちゃん」

　まるで子供をあやすように優しく頭をなでられて、頬が熱くなっていく。

　その様子を見ていた夏美が目を丸くした。

「あずさ、直哉さんには触られても平気なの？」

「え……？」

　私がパチパチと瞬きをすると、夏美がうれしそうに言う。

「だって、あずさ、昔から男の人に触られるの苦手だったのに、直哉さんに触られるのはうれしそうだから」

「えっと、それは……」

　そうやって改めて指摘されると、ますます恥ずかしくなる。

　口ごもる私の隣で、直哉さんが平然と答える。

「俺が遠慮もしないで図ずう々ずうしく触るから、だんだん慣れてきたんだよね」

「図々しいなんて、そんなことないです」

　私が慌てて首を横に振ると直哉さんに優しく微笑まれ、赤くなった頬を隠すためにうつむく。

　そんな私たちを見て、夏美が首をかしげた。

「なんか、兄妹っていうよりも新婚さんのおうちに遊びに来たみたいな気分」

「新婚さんって……！」

　私が目を見開くと、直哉さんが「ははっ」と笑った。

「新婚さんだって。うれしいね」

　甘さを含んだ流し目に、ますます頬が熱くなる。

　どんなリアクションをしていいのか困っていると、直哉さんが私の気持ちを察したように立ち上がった。

「じゃあ、俺は邪魔をしないようにあっちに籠こもってようかな」

　書斎の方を見やりながらそう言った直哉さんに、「リビングを占領してしまって、すみません」と頭を下げると優しくにらまれた。

「あ。すみませんじゃなくて、ありがとうございます」

　慌てて言い直した私に、直哉さんはうなずいてくれる。

　ぱたりとドアが閉まり直哉さんが出ていくと、夏美が大きくため息をついた。

「お兄さん、本当にかっこいいね。なんか緊張しちゃったわ」

　ぐるぐると肩を回す夏美に、私は苦笑しながらうなずく。

「で、いつから付き合ってるの？」

　当然のように尋ねられ、私はパチパチと目を瞬かせた。

「え？」

「付き合ってるんでしょ？　あんな甘い空気漂わせておいて、兄妹だからとかごまかさないでよ？」

　身を乗り出した夏美にまっすぐに見つめられ、かっと頬が熱くなる。

「えっと……、あの……」

　なんて説明すればいいのかわからずに視線を泳がせると、問い詰めるような容赦ない視線が刺さる。

「す、好きだとは言われたんだけど……」

　ごまかすのは無理だろうと諦めて正直に答えると、夏美が不思議そうに首をかしげた。

「せっかく好きだって告白してもらえたのに、なんで付き合わないの？」

「なんでって、言われても」

　あっけらかんとした夏美の疑問に、口ごもってうつむいた。

「だって、あずさもお兄さんのことが好きなんでしょう？」

「どうして……」

　ずばりと私の気持ちを指摘され、戸惑ってしまう。

「あずさの表情を見てるだけで、好きで仕方がないんだなってわかったよ」

　私の顔は、そんなにわかりやすく感情が出てるのだろうか。

　慌てて腕で顔を隠してみても、夏美の容赦ない追及は続く。

「両想いなのになんでためらうの？　もしかして、兄妹だから？」

　その言葉に、うつむいたままうなずいた。

　直哉さんと一緒にいると、幸せだしドキドキする。好きだと言ってもらえたときも、本当にうれしかった。でも心のどこかでためらってしまう。だって、義理とはいえ私たちは兄妹なのに……。

「そんなこと、気にしなくてもいいのに。義理の兄妹なんだから、問題ないでしょ。あずさのお母さんだって、そんなことを気にする人だとは思えないけど」

　確かにお義父さんも母も、義理の兄妹だからって交際を反対するような人ではないと思うけど……。

「でも」

　顔を上げると、夏美は頬杖をついてこちらを見ていた。まっすぐな視線を向けられ、おずおずと口を開く。

「兄妹だから、この先もずっと付き合いが続いていくのに。もし付き合って嫌われてしまったら、顔を合わせるのが気まずくなるし、両親に迷惑をかけるかもしれないし……」

　仕事ができて地位も名誉もある直哉さんと平凡な私とじゃとても釣り合わないし、付き合ったってすぐに飽きられてしまうかもしれない。

　もし別れてしまったら。そう考えるだけで胸の辺りが苦しくなる。

　脳裏によみがえるのは、高校時代に付き合っていた先輩から浴びせられた罵声。

　きちんと好きだった。付き合って楽しかった。でも、男の人に触れられるのが苦手な私のせいで、愛想をつかされ嫌われてしまった。

　それから彼が高校を卒業するまで、一度も言葉を交わすことはなかった。目が合っても逸らされ、まるで私なんて存在していないかのように無視され続けた。

　もし直哉さんにも、そんな態度をとられてしまったら……？

　私たちは兄妹で、もし付き合って別れたとしても家族として関わり合っていかなきゃいけないのに。

　手に入れられないさみしさよりも、失ったときの痛みのほうが大きいのは当たり前のことで、今の生活が幸せだからこそ壊してしまうのが怖くて臆病になってしまう。

「付き合う前から別れることを考えるなんて、バカじゃないの？」

　容赦なく言われ、頭を殴られたような気がした。

「あずさは前に付き合った人のことを引きずってるのかもしれないけど、その人と直哉さんは違うでしょ？　相手を見ずにひとりで怖がって逃げるなんて失礼だよ」

　夏美の言葉に手元が震えた。指先に挟んでいた小さなライラックの花が私の手から離れ、ひらひらと足元に落ちていく。

　フローリングの床に音もなく落ちたライラックを見下ろしてから、瞬きをして顔を上げた。

「それに、もし今怖がって気持ちを伝えなかったら、直哉さんはほかの人と付き合って結婚するかもしれないんだよ？　好きな人がほかの女の人と幸せになるのを、妹として身近で見せつけられるなんて、そんなの耐えられる？」

　直哉さんの大きな手のひらの感触を思い出す。包み込むような甘い声や、柔らかな笑い方。からかうような色っぽい視線や、たくましい腕。

　そのすべてが、誰か違う女の人のものになるなんて……。

「そんなの、嫌だ」

　子供のようにぽつりと言うと、夏美は笑ってうなずいてくれた。




　日曜日。サンプルとして作ったブーケを撮影してもらうため、早めに店を閉めた私は撮影スタジオにいた。

『結婚写真の撮影の仕事がお昼過ぎで終わるから、その後でよければ撮影してあげるよ』と桜木さんが声をかけてくれたのだ。

　私の隣には、『撮影現場に興味があるから見学したい』と言ってついてきてくれた直哉さん。

　興味があるなんて、私に気を使わせないための言い訳だと思う。直哉さんは、どうせ一緒に行くからと、大荷物の私のために車を出してくれて運ぶ手伝いもしてくれた。優しい心遣いにうれしくなる。

　ドライフラワーと生花で作ったブーケや素朴な花冠、趣向を凝らしたヘッドドレス。そして小さなブートニア。それらを箱から出して並べていると、今日もラフな格好をした桜木さんが入ってきた。

「わぁ、すごく綺麗ね」

　色とりどりのブーケを前に、桜木さんがうれしそうに声を上げる。その反応にホッとして肩から力が抜けた。

　ウエディング専門のフォトグラファーの桜木さんは、今まで数えきれないくらいのブーケやティアラを見てきたはず。自分の作るブーケがそんな桜木さんのお眼鏡にかなうか、ずっと不安だった。

「どれもあずさちゃんらしさが出てて、すごくいいと思う」

　そう絶賛してくれた桜木さんに、思わず口元をほころばせる。

「ありがとうございます」

　胸元に手をやってほぉーっと大きく息をつくと、隣に立つ直哉さんに労うように微笑まれ、胸が温かくなった。

　今まで頑張って作ってきてよかった。寝不足も疲れも吹き飛んでしまいそうだ。

「この中でどれが一番自信作？」

　桜木さんの質問に、慌てて背筋を伸ばす。

　オレンジのダリアにたくさんのミモザやスモークグラスを合わせた絵本の中の森のようでかわいらしいブーケや、黄色や黄緑のバラのドライフラワーを艶やかなグリーンで包み込んだ、爽やかで生き生きした雰囲気のもの。存在感のあるロータスに白いアジサイのドライフラワーの組み合わせも清せい楚そでかわいいし……。

　ずらりと並んだ作品を見回してから口を開いた。

「私が一番気に入っているのは、ライラックとガーデニアのブーケとヘッドドレスです」

　わずかな風で小さく揺れるライラックの花弁と、その中に咲き誇る純白の八重咲きのガーデニア。

　ドライフラワーにして水分が抜けた淡い紫色のライラックと、瑞みず々みずしく肉厚な花びらを持つ生花のガーデニアでは質感が違う。淡いコントラストが清楚で可憐な印象のブーケに仕上げることができたと思う。

「うん。私もこれが一番好きだな」

　私の答えに、満足げに桜木さんも笑ってくれた。

「このまま台に置いて撮影するのもいいけど、せっかくならイメージが伝わるように実際にヘッドドレスを髪につけて撮影したいんだけど」

「そうですね。ブーケはともかくヘッドドレスは実際につけてみないとわかりづらいですよね。でもモデルさんに頼むわけにもいかないし……」

　口元に手をやり首をかしげると、「モデルさんならいるじゃない」と言い返されて瞬きをする。

「どこにですか？」

　そう質問した瞬間、桜木さんの人差し指がこちらに向けられる。

「え？」

「あずさちゃん、着てくれるよね？」

　反論を許さない満面の笑みに、私は目を瞬かせた。




　オフショルダーの肩口からＶ字に開いた背中までを覆う、繊細で豪華なリバーレース。

　きゅっとシェイプしたウエストからＡラインに広がるオフホワイトのサテンの上にオーガンジーフリル、バックスタイルは波打つように広がる豊かなレーストレーン。

　いつもは無造作にひとつに束ねている髪を、カーラーで巻き動きを出してうなじが見えるようにサイドに流し、ライラックとガーデニアのヘッドドレスをつける。そしてサテンのロンググローブをはめた手にヘッドドレスとおそろいのブーケを持てば、どこから見ても立派な花嫁だ。

　さすがウエディング専門の撮影チーム。桜木さんが声をかけると、あっという間に控室に連行されて、私がきょとんとしているうちにドレスに着替えさせられていた。

「ブーケだけでも素敵でしたけど、こうやってドレスと合わせるとぐっと雰囲気が出ますね」

　そう言ってくれたスタッフの女性に、「ありがとうございます」と頭を下げる。

　突然ドレスを着ることになって戸惑っていたけれど、確かにウエディングのブーケやヘッドドレスは、ドレスを着た花嫁がつけてこそだと実感する。

　白いガーデニアをメインにしたブーケは、オフホワイトのウエディングドレスと一緒にあると、清楚だけどロマンティックな印象でとても映える。

　ブーケのサンプルを撮影してもらうだけだと思っていたのに、ここまでしてもらえるなんてものすごく贅沢だ。モデルなんて恥ずかしいと思ったけど、これは感謝して頑張らなくちゃ。

　そう思い、鏡の中の自分を見つめて気合いを入れる。

「さ、行きましょうか」

　スタッフに促され撮影するスタジオへと移動する。

　いつか家族写真を撮った、豪華なバンケットルーム。

　繊細な装飾が施された木の腰壁に、レトロな白漆喰。天井からつるされたシャンデリアの光を反射する、磨き上げられた飴色の床。

　もう撮影の準備が整ったそこに足を踏み入れると、白いタキシードを着た長身の男の人がこちらを振り返って笑った。

「直哉さん……？」

　目を丸くした私に向かって苦笑いをする直哉さんは、どこからどう見ても花婿の格好で、私は混乱して瞬きをする。

「英子に口説かれて、着せられた」

「口説かれたって……」

　その言葉に、ドキンと胸が騒ぐ。

「ブーケを花嫁が持つなら、ブートニアをつける花婿も必要だろって」

　私の心配をよそに直哉さんがそう言って笑った。

　その胸元には、私が作ったブートニアがしっかり飾られていた。

　口説かれたって、タキシードを着てサンプルの撮影に協力してほしいって意味か。一瞬、異性として口説かれたのかと思ってしまった。

　ホッとしながらタキシード姿の直哉さんを見つめる。ガーデニアとライラック、オーガンジーのリボンで作ったブートニアは、長身でスタイルのいい直哉さんの胸元に映えてとても素敵だ。

　思わず見惚れていると、直哉さんが軽く首をかしげてこちらを見る。

「俺が花婿役じゃ不満かもしれないけど、あずさちゃんの隣に立ってもいい？」

　そのまなざしが色っぽくて、思いきり首をぶんぶんと横に振る。

「不満なんて、あるわけないです！」

　私が力一杯否定すると、直哉さんが「ははっ」と整った顔を崩して笑った。

「せっかくセットした髪が崩れちゃうよ」

「あ、そうですよね」

　焦って動きを止めた私を見下ろして、直哉さんが目を細める。ゆっくりと腕を持ち上げて、ヘッドドレスをつけた私の髪にそっと触れた。

「すごく綺麗だね。あずさちゃんの美しい髪に白いガーデニアが似合ってる」

「あ、ありがとうございます」

　ストレートな褒め言葉に緊張して思わず視線を落とすと、顎を指ですくい上げられる。

「そうやってうつむかないで、よく見せて」

「……はい」

　おずおずと顔を上げた途端、甘い視線に見据えられて、じわじわと頬に熱が集まる。

　その赤くなった頬に、直哉さんの指が触れた。熱くなった体温を確かめるように輪郭を指でなぞられ、余計に頬がほてってしまう。

「こらこら、新婦をそうやって照れさせないの。メイク直ししなくちゃいけなくなるでしょ。もうすぐ準備が終わるから、ちょっとお利口に待ってなさい」

　カメラの調整をしていた桜木さんのからかうような声に、ハッと我に返る。

「怒られちゃったな」

　動揺する私とは反対に、直哉さんが楽しげにそう言って笑う。

　落ち着こうと深呼吸をしていると、直哉さんがこちらに手を差し伸べた。

「おいで」

　そっと手のひらを重ねると、力強くぎゅっと握られた。

　見上げれば、男らしく精せい悍かんな横顔。タキシード姿の直哉さんはいつもよりもさらに色っぽくて、見ているだけでドキドキしてしまう。

　直哉さんに好きだと言われた日から、じわじわと胸の中の水位が上がるように想いは募るばかり。少し胸が苦しいのに、幸せで温かい気持ちに満ちている。

　今までの私は、勇気がなくて、好きだと言ってくれた直哉さんに素直に答えることができなかった。付き合う前から、最悪なケースを想像しておびえてばかりいた。

　でも直哉さんの優しさと温かさで、ゆっくりと芽吹いて花開くように、純粋に好きという気持ちでいっぱいになっていた。

　どうしても伝えたくて仕方ないこの衝動は、もしかしたらウエディングドレスとブーケの魔法かもしれない。

　今、伝えたい。なんの気負いもなく、素直にそう思えた。

　私が立ち止まると、直哉さんが不思議そうに振り返る。私に向かって小さく首をかしげる。

「あの、直哉さん……」

　私はゴクリと息をのみ口を開いた。

「私、直哉さんのことが好きです」

　唐突な私の言葉に、直哉さんが綺麗な目を見開きパチパチと瞬きをする。

「本当に？」

　こちらに体を向け、正面からそう問われる。

　私が少し緊張しながらうなずくと、整った顔がふわりと甘くほころんだ。

　その瞬間、私の足が床から浮いた。

　驚いて目を丸くすると、私は直哉さんの腕の中に抱き上げられていた。

　慌てて直哉さんの首にしがみつき、たくましい胸に顔を埋める。すると、耳元で甘く笑われた。

「ようやく好きって言ってくれた」

　直哉さんのわかりきっていたかのような口調に、不思議に思って瞬きをして顔を上げる。

「ようやくって、どういう意味ですか？」

　戸惑いながら問うと、にっこりとした微笑みが返ってきた。

「だって、いつもあんなに好意にあふれた表情で見つめられて、その意味に気づかないほど俺は鈍感でも卑屈でもないよ」

「わ、私、そんな表情してましたか……っ？」

　直哉さんの言葉に、思わず目を見開く。

「してたよ、ずっと。たぶん、あずさちゃんが自分で自覚するよりも前から気づいてた。それに、好かれてる自信もないのに、一方的に告白して追い詰めるようなことをしないよ」

　あまりの恥ずかしさに、頬がぶわっと熱くなる。

「意地悪……。それならそうと言ってくれたらいいのに……！」

　私の気持ちに気づいているなら、告白の答えを待つなんて回りくどいことをしなくてもよかったのに、と直哉さんをにらむ。

「でも、ちゃんとあずさちゃんに考えて答えを出してもらいたかったから」

　直哉さんは耳元でささやきながら、私の頬を指でなぞる。

「たくさん悩んだ？」

「……悩みました。本当に」

　直哉さんの問いかけに頬を膨らませたままうなずくと、「そっか」と優しいまなざしで見つめられる。

「悩ませてごめん。でも、勇気を出して好きだって言ってくれてありがとう」

　その感謝の言葉に、私は慌てて首を横に振る。

　ありがとうと言いたいのは私のほうだ。こんな平凡な私を好きになって、鈍感で臆病な私のペースに合わせてくれる直哉さんのことが、好きで好きでたまらない。

　そんな気持ちを込めて、直哉さんの首に回した両腕に力を込めると、直哉さんは私のことを抱き上げたまま、ゆっくりと顔を近づける。

　もしかして、キスされるのかな……。

　絡んだ甘い視線に緊張して思わずうつむくと、直哉さんが小さく笑った。そしてうつむいた私のおでこに優しくキスをする。

　額にそっと触れた温かさに、愛おしさで胸がぎゅっと締めつけられる。

　その瞬間、カメラのシャッターを切る音が響いて、私はびくっと飛び上がった。

　我に返って辺りを見回せばそこは撮影スタジオで、フォトグラファーの桜木さんをはじめ、たくさんのスタッフさんの視線があることにようやく気づき、一気に体温が上がってしまう。

「あ、あの……、すみませんっ！」

　直哉さんに抱き上げられたまま恥ずかしさのあまりパニックになった私に、桜木さんはからかうように笑った。

「大丈夫。こっちはウエディング専門の撮影スタッフなんだから、新婚夫婦のいちゃつく姿なんて見慣れてるし」

　顔から火が出そうになりながら、直哉さんの腕の中から下ろされる。

「撮影の準備もできたから、そろそろ始めてもいい？　さっきの続きは撮影が終わってからにしてね」

　桜木さんの言葉に、さらに顔を赤くすると、スタッフさんからクスクスと笑われてしまった。

　恥ずかしさのあまり顔を上げられないでいると、ぎゅっと手を握られた。

　わずかに視線を上げた私に、直哉さんが甘く微笑みかける。

「じゃ、撮影頑張ろうか」

　直哉さんの言葉にうなずいて歩き出す。

　愛おしさと幸せと喜びで、じわりと胸が熱くなった。










甘く優しいカーネーション




　先々週、桜木さんに撮ってもらったブーケの写真はとても素敵な仕上がりだった。

　私はダイニングテーブルに置いたノートパソコンで、送ってもらったデータを見ながらため息をつく。

　ブーケもティアラもヘッドドレスも、実際の花の色味や質感、照明を反射して光るビーズや柔らかなリボン、細かなところまで美しく写真に収められていて感激した。このサンプルの写真を見れば、ブーケを注文してくれるお客さんが増えるかもしれない、なんてワクワクしてしまう。

　ブーケやティアラを単品で写したものをスクロールしながら確認し、ドレス姿の自分の写真にマウスを握る手が止まった。そこに写る直哉さんと私の姿は、まるで本物の新郎新婦のようでなんだか照れくさい。

　ドキドキしながら写真を見ていると、一枚の画像が目に入って思わず声を上げてしまった。

「わ……っ」

　直哉さんに抱き上げられ、額にキスをされている写真だ。

　あのとき、シャッターの音が聞こえたけれど、まさか本当に撮影していたとは思わなかった。

　撮られていることを意識していない、無防備な表情。写真の中で直哉さんに抱き上げられている私は見ていて恥ずかしくなるくらいうれしそうで、ぶわっと頬が熱くなる。

「どうかした？」

　変な声を上げた私に、ソファに座っていた直哉さんが不思議そうに首をかしげた。

「い、いえ！　なんでもないです」

　慌てる私に直哉さんが立ち上がり、ダイニングテーブルに近づいてくる。

　急いで表示していた画像を閉じると、たくさん並んだブーケの写真に直哉さんが納得したようにうなずいた。

「前に英子に撮ってもらった画像を確認してたんだ」

「そ、そうです。すごく素敵にとってもらえてうれしいです。直哉さんの写真もあるので後で見せますね」

　よかった、なんとかごまかせた。

　直哉さんには後で、あの写真だけを抜いて見てもらおう、なんて思っていると、直哉さんは少し意地悪な笑みでこちらを見下ろしていた。

「大丈夫。俺のほうにも送ってもらったから」

「えっ!?　直哉さんにもですか？」

「英子が気を利かせて送ってくれた」

　驚いて聞き返すと平然とうなずかれた。

　ふたりはもともとの知り合いで親しいんだから、直哉さんが写った写真を送ったってなにも変なことではないけど……。

　少し胸がざわついてしまい黙り込む。

「かわいかったね。俺に抱き上げられて幸せそうに笑うあずさちゃん」

　すると直哉さんにそう言われ、顔から火が出そうなほど一気に頬が熱くなる。

　あの写真をすでに直哉さんに見られていたなんて！

「今度あの写真、ちゃんとプリントして写真立てに飾る？」

「は、恥ずかしいからやめてください……っ」

　赤い頬を両手で隠し涙目でお願いすると、直哉さんは楽しげに肩を揺らして笑った。

　やっぱり直哉さんは少し意地悪だ。いつも私を振り回して、こんなにドキドキさせるなんて。

　動揺を抑えるために、深呼吸をして口を開く。

「直哉さんと桜木さんは、本当に仲がいいんですね」

　さりげなく言おうとしたはずなのに、私の声は少し上ずってしまった。

「そう？」

　首をかしげた直哉さんから視線を逸らし、パソコンの画面を見る。

「ブーケの撮影のことも私に電話をする前に直哉さんに確認したみたいだし、画像も直哉さんに直接送ったり……」

　きっと、私の知らないところでたくさんふたりでやりとりをしてるんだろうな。

　うつむきながら言うと、直哉さんがクスリと笑った。

「もしかして、嫉妬してる？」

　そう問われ、かぁっと頬が熱くなる。

「いえ、あの……っ」

　恥ずかしくて、ますます顔が上げられなくなってしまう。

　こんな些細なことを気にしてしまうなんて、面倒だと思われるかもしれない。子供じみた嫉妬に、あきれられるかもしれない。

　慌てて言い訳を探したけれどうまい言葉が見つからなくて、手の甲で口元を覆って黙り込んだ。

　すると、背後から長い腕が伸びてきた。

　驚いて瞬きすると、椅子に座る私に覆いかぶさるように軽くかがんだ直哉さんに、後ろからぎゅっと抱きしめられていた。

　肩に回った腕や洋服越しに伝わる直哉さんの体温に、心臓が飛び跳ねる。

「あの、直哉さん……っ？」

　身動きがとれなくて戸惑っていると、耳元で小さな笑い声。

「俺と英子が親しくて、ヤキモチやいたんだ？」

　色っぽい声で聞かれ、ドキドキが止まらなくなる。

「ご、ごめんなさい……」

　どうしていいのかわからなくて謝った私に、直哉さんは抱きしめる腕に力を込めた。

「謝らなくていいよ。嫉妬するくらい俺のことを好きになってくれたんだろ？」

　ささやくような問いかけに、さらに体温が上がってしまう。

「だ、だって、ふたりはすごく大人でお似合いだし、お仕事の知り合いなのに親しげに名前で呼び合ってるから……」

　ごまかすように早口で言うと、直哉さんは後ろから私の顔をのぞき込むようにして口を開く。

「説明してなかったっけ。英子とは大学の同級生だったんだ」

「そ、そうなんですか……？」

「昔から気を使わないでなんでも言い合える仲間で、お互い性別なんて意識したことなかったし、あずさちゃんに連絡を取る前にいちいち俺に確認したのは、あいつ図々しいから強引に仕事を頼んだりするなよって俺が釘くぎをさしてたからだよ」

　その言葉に、肩から力が抜ける。

　よかった。桜木さんとはもともと友達だったからあんなに親しかったんだ。

「納得してくれた？」

「はい。すごく安心しました」

　腕の中で脱力した私に直哉さんはクスリと笑うと、私のつむじにチュッと短いキスを落とした。

「ん……っ」

　唇の感触に驚いて飛び上がると、抱きしめていた腕をほどいてくれる。

「これからも、なにか気になったらひとりでため込まないで、ちゃんと言うんだよ」

「……はい」

　優しく叱られて、照れながらうなずく。

　直哉さんと桜木さんの間に恋愛感情がないことを知ってホッとしていると、「そういえば」と直哉さんが思い出したように言った。

　私の後ろからテーブルの上のパソコンに手を伸ばす。

「作ってたホームページが形になってきたんだけど、こんな感じでどうかな」

　インターネットのブラウザを立ち上げ、アドレスやパスワードを入れサイトを開く。

　画面を見れば、私がいつも店で身に着けているエプロンと同じ色のダークグリーンの背景に、白い文字で入った【Gardenia】という店名。画面をスクロールさせると、店の外観や花であふれた店内の写真が並ぶ。

　全体的に色味を抑えたシンプルなデザインだから、花の鮮やかさがより映える。

「わぁ、素敵です……！」

　画面に表示された店のホームページに感激して顔を輝かせると、直哉さんが優しくうなずいた。

「喜んでもらえてよかった」

　そう言いながらマウスに手を伸ばし、ほかのページも表示してくれる。

　花束のサンプルやオーダーフォーム、住所や店までのアクセスが書かれたページ。そして桜木さんが送ってくれたばかりの画像が使われているウエディングブーケのページ。どのページもとてもセンスよく仕上がっていた。

「直哉さん、本当にありがとうございます」

「画像を差し替えたかったり、直したいところとか使いづらいところがあったら、遠慮なく言って」

　優しい直哉さんにうなずくと、よしよしと子供をあやすように頭をなでられた。

　こういう軽いスキンシップはもう慣れっこなのに、見つめる視線は色っぽくてやっぱりドキドキしてしまう。

「あの。私、そろそろ夕食の準備をしますね」

　赤くなった頬を隠すように慌てて立ち上がりキッチンに向かうと、直哉さんもついてきた。

「手伝うよ」

　その言葉に、笑顔でうなずく。

　最近は、直哉さんの帰りが早いときはこうやって一緒に料理を作るようになった。

　直哉さんは今まで自炊はほとんどしなかったらしいけれど、要領がよく器用なので実は料理上手だと思う。

　私の隣で包丁を持つ直哉さんを、ちらりと横目で盗み見る。

　私が洗った野菜を慣れた手つきで切っていく直哉さん。その横顔が綺麗で思わず目を奪われる。

　キッチンに立つ姿まで絵になるなんて、ちょっとずるい。

　そんなことを考えていると、私の視線に気づいたのか、直哉さんが小さく首をかしげこちらを見た。

　見惚れていたとバレるのが恥ずかしくて慌てて前を向き、素知らぬ顔で野菜を洗うことに専念していると、目の前が陰った。

　なんだろうと思いながら顔を上げると、後頭部を大きな手に引き寄せられた。自然とつま先立ちになり驚いて瞬きをすると、隣にいた直哉さんが長身をかがめる。

　近づいた顔に、心臓が飛び跳ねた。

　顔を傾けた直哉さんのまぶたに、さらりと艶のある前髪が流れる。髪の間からこちらを見つめる視線が色っぽくて、思わず息をのむ。

　……キス、される。

　緊張のあまりゴクリと喉を上下させ、ぎゅっと目をつぶると、すぐそばで「ふっ」と息を吐くような短い笑い声がした。

　次の瞬間、唇ではなく耳たぶに柔らかい感触。直哉さんの唇が私の耳元に優しいキスを落とす。

　耳じ殻かくをなぞるようにキスをして、軽く耳たぶを噛まれた。

「ん……っ」

　敏感な耳に直哉さんの吐息が触れ、ぞくぞくと甘く体がしびれて声が漏れてしまう。

　つま先立ちをした足が震え咄嗟に直哉さんの胸にしがみつくと、直哉さんが顔を上げ私の後頭部を押さえていた手が離れた。

「直哉さん……？」

　緊張とドキドキで肩で息をしながら直哉さんのことを見上げる。

「ごめん。あずさちゃんがかわいい顔で見つめるから、我慢できなかった」

　艶のある低い声でからかうようにささやかれ、直哉さんの大人の色気に心臓がすごい速さで脈を打つ。まるで全身が心臓になってしまったみたいだ。

　真っ赤になったままなにも言えずにいると、じっと私を見つめていた直哉さんが目元を緩めて笑った。

　今までも十分甘かった直哉さんの言動が、思いが通じてからは甘いだけではなく少し強引になった。

　大人っぽい直哉さんの視線に、私はいつもドキドキして動揺しっぱなしだった。




　店で、母に頼まれた紫のクレマチスをメインにした和風のアレンジを作る。

　書道展を開いたお友達へ会場に置くフラワーアレンジをプレゼントしてあげたいという要望だったので、静かで上品な会場の空気を損ねないようにと気をつけながら花を選んでいく。

「こんな感じでどうかな？」

　花の色合いを母に確認すると、「素敵ね」と笑顔でうなずいてくれた。

「じゃあ、これで作るね。急いでる？」

「時間は余裕があるから、ゆっくりで大丈夫よ」

　そう言ってくれた母に椅子を勧めて作業に取りかかる。

「最近お店忙しそうね」

　私が向かう作業台には、今作っているアレンジだけではなく、これから取りに来る予定のお客様のために作った花束も載っている。

「直哉さんがお店のホームページを作ってくれて、そのおかげで注文が増えたんだ」

　半月前に開設したホームページのおかげで、最近新規のお客様の注文がぐっと増えた。オーダーフォームもとてもわかりやすいと好評だ。

　それから、ウエディングブーケのほうも桜木さんを通して何件か問い合わせが入っている。そちらは、これからお客様と打ち合わせをしたり、ドレスや挙式の演出に合わせて相談していく予定だ。

　今まではひとりでこの店を経営していくだけで精一杯だったのに、直哉さんや桜木さんのおかげで少しずつ世界が広がっていくのを感じる。毎日がとても充実していた。

　カランとドアベルが鳴り「いらっしゃいませ」と言いながら顔を上げると、常連の工藤さんが入ってきた。

「あ、工藤さんこんにちは」

　挨拶した私に小さく会釈してから母がいることに気づいて、工藤さんが戸惑ったように足を止める。

　レジカウンターの隅に置かれた椅子に座る母は、花の陰になって外からは見えなかったのかもしれない。

　誰もいないと思って来たのに、ほかにお客さんがいるから遠慮してるのかな？

「母なので、気を使わなくていいですよ」と声をかけると、工藤さんはぎこちなく頭を下げた。

　その姿を見た母が「こんにちは」と微笑み会釈を返してから、なにかを思い出そうとするように首をかしげて考え込む。

「ドライフラワーの枝を用意してあるので、ちょっと待っててくださいね」

　母の注文のアレンジを手早く仕上げ、全体を透明のフィルムで巻きながら工藤さんに伝える。

「はい。お母さんできたよ」

「わぁ。すごい綺麗ね」

　籐の籠かごに生けられたクレマチスやラベンダー、動きのあるグリーンを添えて作った和風のアレンジを見て、母は顔を輝かせる。

「この白い筋が入った葉っぱって、なんていうの？」

　立体的になるようにと、ピンと立たせた細く長い葉を指さす母。

「ベアグラスって名前だよ」

「こんなに細いのに、ベアって不思議ね」

「熊って意味のベアじゃないけどね」

　確か、日陰や乾燥した土地でもよく育ち寒さにも強いことから、『耐える』という意味の『ベア』という名前がつけられたはずだ。

　無邪気に笑う母に、簡単に説明しながら代金を受け取る。

　レジを打ちお釣りを渡そうとすると、母が「あっ」となにかを思い出したように声を上げた。

「思い出した。どこかで見覚えがあると思ったら、よく向かいの喫茶店でお茶を飲んでる人だわ」

「え？」

　母の言葉に首をかしげると、母は入り口の近くに立っていた工藤さんを振り返って笑う。

「あずさのお店に来るとき、よく熊みたいな大きな男の人が喫茶店の窓辺の席にいるなぁって思ってたのよ。そうでしょう？」

「熊って、お母さん失礼でしょ」

　思い出せてスッキリしたのだろう。満足げな母を慌ててたしなめる。

「あら、褒めてるのよ。男の人なんだから、大きくてたくましいのはいいことでしょ？」

「そうだけど……！　工藤さん、母が騒がしくてすみません」

　悪びれない母の代わりに、工藤さんに頭を下げる。

「ほらお母さん。お友達の書道展に行くんでしょ？」

　まだ工藤さんになにか言いたげな母の背中を押し、店の外に追いやると、ふーっとため息をついた。

「本当に、失礼しました」

　静かになった店内で改めて頭を下げると、工藤さんは母の言葉に特に関心がないようで、無言で小さくうなずいただけだった。そして店の中を見回す。

「これ……」

　ぐるりと店の中に走らせた視線が、壁に取り付けられた飾り棚の上で留まる。そこにはいくつかの写真立てが並んでいた。

「ドレスを着てるの、福原さんですか？」

　ウエディングブーケのサンプル用に撮った写真だ。

『お店に来るお客さんにも興味を持ってもらえたらいいんじゃない？』という直哉さんの提案で、いくつかブーケの写真が飾ってあった。

　顔がはっきり映っているわけではないけれど、ヘッドドレスをわかりやすく撮影した写真を見れば、ドレスを着ているのは私だとわかってしまって少し照れくさい。

「そうなんです」

　うなずくと、工藤さんの視線が写真から私へと移った。その表情の硬さに少し驚いて息をのむ。

「福原さん、結婚したんですね」

「いえ、あの……」

　実際の結婚写真ではなくブーケのサンプルのための写真だと説明しようとしたとき、カウンターの上の電話が鳴った。

「あ、すみません」

　工藤さんに謝ってから受話器に手を伸ばす。

《もしもし、あずさちゃん？　桜木です》

「あ、桜木さん。いつもお世話になってます！」

　フォトグラファーの桜木さんからの電話に、思わず背筋を伸ばす。

《今、少し話しても大丈夫？》

　そう問われ店の中を見回せば、さっきまでいた工藤さんがいなくなっていた。

　帰っちゃったのかな。まとめておいた枝を渡そうと思っていたのに。

　不思議に思いながらうなずく。

「はい、大丈夫です」

《この前撮ったサンプルの写真を見て、ブーケや花冠と一緒に、会場全体の装そう花かをあずさちゃんにお願いしたいってお客さんがいるんだけど、どうかな？》

「会場の装花をですか……？」

　予想もしていなかった言葉に、目を見開いた。

《レストランウエディングなんだけど、アットホームなパーティーにしたいって希望でね、あずさちゃんのナチュラルで優しいブーケが気に入ったみたい》

「う、うれしいです！」

《よかった。一度新郎新婦と打ち合わせをしてもらって、それから会場のスタッフとテーブルコーディネートの相談をしたいんだけど、ふたりとも仕事を終えてからの打ち合わせになるから平日の夕方とかでも大丈夫？》

「はい。早めに店を閉めれば大丈夫です」

　そう答えて電話を切ってからも、胸がドキドキしていた。

　大切な人生の晴れ舞台に、私の花を選んでもらえるなんて本当にうれしい。

　ずっと夢だったウエディングの仕事が、今憧れではなく現実になりつつある。精一杯頑張ろう。

　そう心に決めた。




　ビジネス街にあり、土日はあまり忙しくない私の店も、物もの日びは別だった。

　五月の第二日曜。お盆やクリスマスに並んで花屋が最も賑にぎわう、母の日だ。数日前から準備していたフラワーアレンジやミニブーケが飛ぶように売れていき、売り上げはいつもの何倍にもなる。

　ひとりでやっている小さな店とはいえ、普段とは比べ物にならないお客さんの数に、必死になりながら花を売る。

　母の日の前日の土曜日をなんとか乗り切り、店でぐったりとしていると、コツコツと通りに面した窓が叩かれた。ロールカーテンを下げているから人影が見えず、首をかしげながらドアを開けると、そこには直哉さんが立っていた。

「あ、直哉さん」

「お疲れ様」

　そう言って笑うと、直哉さんは手にした紙袋を掲げてみせた。

「忙しくて、ちゃんと食べてないんじゃないかと思って」

　直哉さんを店に招き入れると、彼は紙袋の中からなにかを出してレジカウンターに並べ始める。なんだろうと手元を見れば、パンやキッシュやサンドイッチ。カップに入ったサラダやスープだった。

「わざわざ買ってきてくれたんですか？」

　驚いて目を見開くと、優しくうなずいてくれる。

「本当はおいしいものを食べに連れ出してあげたかったけど、きっとまだお店で作業が残ってるんだろうなと思って、食べやすいパンにしてみた」

　レジカウンターの前に置いた椅子に並んで座りながら、「ありがとうございます」と頭を下げる。

　高級なレストランよりも、直哉さんが私のために持ってきてくれたその気持ちがうれしい。

「忙しい時期が終わったら、ゆっくり食事に行こう」

　直哉さんはそう言いながら、ホウレン草やトマトが入ったキッシュを持ち上げる。

「はい」

「はいって……」

　口元に差し出され戸惑いながら直哉さんを見ると、にっこりと微笑まれる。

「食べさせてあげる」

「いやいや、自分で食べられます」

　こうやって向かい合って、『あーん』なんて恥ずかしすぎる。

　困り果てて眉を下げた私に、楽しげに笑う直哉さん。

「仕事を頑張ってるご褒ほう美びに、甘やかしてあげる」

　そんなことを色っぽい声で言われたら、どう反応していいのかわからなくなってしまう。

　じっと見つめる視線に耐えきれなくなって、諦めて口を開く。

　直哉さんの差し出したキッシュを照れながら食べると、直哉さんは肩を揺らして笑った。

「なんだか甘やかされてるというより、からかわれてる気がします」

「バレた？　真っ赤になったあずさちゃんの表情が、かわいくて仕方ないんだ」

　悪びれもせず甘く微笑む直哉さんに、私は頬を膨らませた。

　実は直哉さんって、優しく見えてちょっとタチが悪いと思う。

「そういえば、母の日だからお店の中がカーネーションであふれてるのかと思ったけど、そんなことないんだね」

　店の中を見回す直哉さんに、私はうなずいた。

「母の日にカーネーションを大量に仕入れて、日付が変われば価値がないっていう売り方は、花をお金儲けの道具としてしか考えてない感じがしてあまり好きじゃないので」

　もちろん、どうしてもカーネーションがいいというお客様には対応するけれど、そうじゃなければ違う花をお勧めしていた。

　私の言葉に、直哉さんが笑う。

「あずさちゃんのそういうところ、本当に好きだよ」

　そうささやかれ顔を真っ赤にすると、すかさず口元にサラダを刺したフォークを差し出された。こんなに照れて動揺しているのに、さらに「ほら、食べさせてあげるから口開けて？」と容赦なく甘やかされて涙目になる。

「直哉さんって、意地悪ですよね」

　拗すねた口調で軽く責めると、長い指の背で熱くなった頬をなでられた。

「意地悪しすぎて嫌われないようにしないとな」

　ひとりごとのような甘いつぶやきに、ドキドキしてしまう。

「直哉さんを、嫌いになったりはしないですけど」

　取り繕うようにフォローすると、直哉さんが微笑んでこちらに身を寄せた。顎をつままれ、思わず目を閉じた瞬間、おでこに優しくキスをされる。

「そういえば、前にお届けしたガーデニアは元気ですか？」

　思い出して尋ねれば、スープジャーのふたを開けながら直哉さんがうなずいた。

「元気だよ。今度会社に見に来る？」

「まさか。お仕事の邪魔になるから行けません」

「気にしなくてもいいのに」

　平然と言う直哉さんに、私は首を横に振る。

　花の様子を見るためだけに会社を訪問するなんて、副社長の緒方さんやあの綺麗な秘書さんに怒られてしまいそうだ。

　そう思っていると、直哉さんがくしゅんと短いくしゃみをした。

　私が驚いて顔を上げると、直哉さんは口元を手で押さえていた。

「あ、直哉さん寒いですか？」

　私の問いかけに、直哉さんはごまかすように「大丈夫だよ」と首を横に振る。

　もう五月に入り暖かくはなったとはいえ、店内は花のために室温を低く保っているし、日が落ちるとコンクリートの床からは冷気が上がってくる。

　直哉さんは平気なふりをしてるけれど、やっぱり少し寒そうだ。

「前から思ってたんですけど、直哉さんって実は寒がりですよね？」

　確認するように尋ねると、直哉さんが苦笑した。

「バレたか。情けないから隠してたのに」

　隠すことを諦めたのか、鼻の頭にしわを寄せて恥ずかしそうに笑った直哉さんに、きゅんと胸が騒ぐ。

「情けないなんて、そんなことないですよ」

　むしろ、いつも余裕で完璧な直哉さんの弱点を見つけられてうれしい。たぶん、ほかの人は知らない、私だけが知っている直哉さんの素顔なんだと思うと、勝手に口元が緩んでしまう。

「自分が寒がりだから、いつもこの店で水仕事をしてるあずさちゃんは本当にすごいと思うよ」

「そんな、私は毎日ここにいるから慣れてるだけですよ」

　直哉さんの褒め言葉に慌てて首を横に振る。花屋としては当たり前で、褒められることなんかじゃない。

「そんなことを言ったら、あんな素敵なホームページを作れる直哉さんのほうがずっとすごいと思います」

　強い口調で言うと、直哉さんが吹き出した。つられて私も笑ってしまう。面と向かって褒め合うなんて、なんだか照れくさい。

「お互い、苦手なことと得意なことが違うから助け合っていけるんですよね」

　私の言葉に、直哉さんが「そうだね」と優しくうなずいた。

「じゃあ、寒がりな俺を助けてくれる？」

　そんな問いかけに、首をかしげる。

　寒がりな直哉さんを助けるには、膝掛けを出せばいいだろうか。それとも温かいコーヒーでもいれてあげようかな。

　思い悩んでいる私に向かって、直哉さんが両手を広げた。

「おいで」

「お、おいでって……」

　なにを求められているのか察して、頬に熱が集まる。

　すると、戸惑う私に焦じれたように、直哉さんが私の腕をつかみ引き寄せた。

　直哉さんの膝の上で横抱きにされ、驚きと恥ずかしさで真っ赤になってしまう。

「直哉さん、は、恥ずかしいです」

　消え入りそうな声で訴える私をよそに、直哉さんは「あずさちゃんを抱きしめてると温かい」なんて機嫌よさそうに笑う。

　緊張した私はどんな顔をすればいいのかわからなくて、直哉さんの胸に顔をうずめて黙り込む。

「ロールカーテン、付けてよかったな」

　窓の方を見ながら言った直哉さんを不思議に思ってわずかに視線を上げると、にっこりしながら見下ろされる。

「こうやってお店であずさちゃんを抱きしめていても、ロールカーテンが目隠しになって誰からも見られないから安心だ」

　その言葉に、ここが自宅ではなく店だということを改めて実感して、ぶわっと一気に頬が熱くなった。

　いつも働いてる場所でこんなことをしてるなんて、なんだか後ろめたくてドキドキしてしまう。

「そのために付けたんじゃないですから……！」

　動揺を隠すために慌てて首を横に振った私に、直哉さんは楽しげに笑った。










揺れ動くアスター




　翌週の金曜日。店をいつもよりも早く閉め、レストランウエディングの装花を依頼してくれた新郎新婦と打ち合わせをした。

　小学校の同級生で幼おさな馴な染じみだという三十歳のふたりは、朗ほがらかな雰囲気でとても幸せそうだった。

　アットホームなウエディングパーティーにしたいという新婦は、私がサンプルで作った、オレンジのダリアをメインにミモザやスモークグラスを合わせ、絵本の森をイメージしたブーケを気に入ってくれたらしい。

「温かな森のようなイメージでしたら、ウエルカムボードにおふたりの歳と同じ数の年輪を持つ木の丸太を使ってもいいかもしれませんね。レーザーカッターでお名前と日付を刻印して、周りをカスミ草やミモザのドライフラワーで飾って」

　私の提案に、新郎も新婦もうれしそうに顔を輝かせる。

「それ、すごく素敵ですね！　式が終わってからも家に飾れるし」

「テーブルのフラワーアレンジも、同じく森をイメージしたナチュラルな雰囲気でいいですか？」

「はい」

　会場のレストランの担当者も、レストランウエディングは慣れているようですぐにアイデアを出してくれる。

「それならテーブルクロスは白がいいですね。光沢のある純白ではなく、帆はん布ぷのようなナチュラルな生き成なりの白で」

「いいですね」

　イメージをすり合わせて打ち合わせを終える。

　次のときはフラワーアレンジやブーケのアイデアをラフにまとめてくると約束をしたけれど、会場の装花は予想以上に大がかりで驚いた。

　ブーケや花冠、ブートニアはもちろん、新郎新婦が座るメインテーブルにゲストテーブル。ウエディングケーキの装花に、入り口やウエルカムボード。使用する花の量も準備する時間も、ブーケだけのときとは桁けたが違う。

　それでも、経験のない私に任せたいと言ってくれた新郎新婦や、仕事を紹介してくれた桜木さんのためにも精一杯頑張りたい。

　そう思って背筋を伸ばした。




「ただいま」

　ダイニングテーブルでアイデアをスケッチブックにまとめていると、直哉さんが帰ってきた。

　いつもは鍵を開ける音が聞こえるのに、集中していて気づかなかった。

「お帰りなさい。お疲れ様です」

　慌てて椅子から立ち上がろうとした私を制して、柔らかく笑う。

「あずさちゃんこそお疲れ様。打ち合わせ、どうだった？」

「はい。新郎新婦のおふたりの意見をいろいろ聞けて、すごく勉強になりました。満足してもらえるように、頑張らなきゃって気を引き締め直しました」

　胸の前でぎゅっとこぶしを握ると、大きな手が頭に触れた。

「張り切るのもいいけど、頑張りすぎないように」

「……はい」

　大きな手で髪をなでられ、胸がドキドキしてしまう。

「直哉さんも、最近すごく忙しそうですよね」

　時計を見ればもう日付が変わりそうだ。このところ、いつも帰りが遅い。

　顔を曇らせた私に、直哉さんはネクタイを緩めながら微笑む。

「俺の帰りが遅くてさみしかった？」

　甘やかな問いかけに、慌てて首を横に振る。

　すると「俺がいなくてもさみしくないんだ」なんて試すような視線でからかわれて頬が熱くなる。

　いつも一緒にいるのに、いちいち動揺してしまうなんて、少し悔しい。

「私は直哉さんの心配をしてるんですよ」

　ふてくされて頬を膨らませると、「ありがとう」と素直に微笑まれ調子が狂ってしまう。

「ホテルのオープニングのイベントで慌ただしくてね。それが終われば少し落ち着くから、大丈夫」

　ずっとこの調子で忙しいわけじゃなく、今だけなんだ。

　ホッとして胸をなでおろしたところで、直哉さんがこちらに近づいてくる。見上げれば視線が絡み、思わず緊張して息をのんだ。

　ゴクリと喉が鳴った音が聞こえたのか、直哉さんが小さく笑う。

「明日も早いんだし、あんまり無理するなよ」

　優しくそう言って、私の頬にキスをしてくれた。

「……はい」

　私が素直にうなずくのを見てから、直哉さんはバスルームへと歩いていく。

　ひとり広いリビングに残され、こっそりとため息をついた。

　直哉さんに好きだと自分の気持ちを伝え、私たちは両想いになった。恋人同士になれたんだと思う。

　だけど、直哉さんは私に額や頬へのキスや、好きだと言って抱きしめてはくれるけれど、それ以上のことはしてくれない。

「子供だと、思われてるのかな」

　直哉さんの唇の感触の残る頬を、そっと指でなぞりテーブルにつっぷした。

「それとも私に魅力がないから、手を出す気にならないのかな……」

　心に秘めていた想いを口に出せば、さらに不安が増してしまった。




　翌日店を開けると、よく来てくれる年配の女性がやってきた。花を生けるのが趣味で、週に一度は花を買いに来てくれる、上品で穏やかなお客様だ。

「よかった。今日は開いてるのね」

　その言葉に首をかしげると、「最近このお店、閉まってることが多かったから」とさみしげな顔をされてしまった。

　そういえば、ブーケの撮影やウエディングの打ち合わせで、早めに店を閉めることが多くなっていた。以前は定休日の木曜以外は、きちんと営業時間通り店を開けていたのに。

「すみません。わざわざ足を運んでくださったのに」

　慌てて頭を下げた私に、「ひとりでお店をやるなんて大変だろうから、たまに休むのも仕方ないわよ」と優しく笑ってくれる。

「違うお店で買おうかとも思ってたんだけど、今日は開いててよかったわ。ここのお花はほかのところより長持ちするから」

「ありがとうございます。そう言っていただけると本当にうれしいです」

　小さな店だから、置いてある花の種類は多くない。その代わり、鮮度にはこだわるようにしていた。少しでも時期が過ぎた花はまだ綺麗に咲いていても下げて、ドライフラワーにするようにし、なるべく元気でつぼみがいっぱいの、長く楽しめる生花を売るように努力してきた。

　そんなこだわりをちゃんとお客様にわかってもらえてうれしくなるのと同時に、心に迷いが生まれた。私の個人的な用事で店を休みにして、せっかく来てくれたお客様に迷惑をかけてしまったことが申し訳ない。

　真っ白でかわいらしい丸みを帯びたピンポン菊と、薄青色のアスター、そして白い葉に緑の筋が美しいドラセナをしっかりと保水させ透明のフィルムで包む。花を手渡し店先までお見送りすると、お客様が振り返った。

「来週も定休日以外でお店を閉める日はあるの？」

　なにげなくそう問われ、口ごもる。

　来週もウエディングの打ち合わせの予定があって、店を早めに閉めるかもしれない。だけど詳しい日時は忙しい新郎新婦の都合に合わせますと伝えてあるので、今の段階ではいつ営業しているとは明確に答えられない。

　私が少し考え込むと、お客様は穏やかな笑みを浮かべた。

「ごめんなさいね、お店のほうにも事情があるのにしつこく聞いて」

「とんでもないです。こちらこそ予定がはっきりしていなくて申し訳ありません」

　慌ててかぶりを振った私に、軽く会釈をして店を出ていくお客様。花を持って歩いていくその背中を見送りながら、私の心の中の迷いはどんどん大きくなっていった。




　閉店時間が近くなり店の中を片付けていると、カラリとドアベルが鳴り意外な人が入ってきた。

「こんばんは。遅い時間に悪いね」

　穏やかなバリトンの挨拶に手を止めた。

「お義父さん。どうされたんですか？」

　仕事帰りなんだろう。

　スーツ姿で店に入ってきたお義父さんに挨拶をしながら近づくと、「たまには花でも贈ろうと思って」と笑顔で言われた。

　母へ花のプレゼントなんて、相変わらず仲がいいふたりに微笑ましくなる。

「どんなお花がいいですか？」

「できればバラがいいかな。晴美の好きそうな色のバラを使って大きめの花束を作ってもらえるかい？」

「かしこまりました。落ち着いた色のバラを何色か集めて作りますね」

　お義父さんの言葉にうなずいて、淡いオレンジやベージュ、紫がかった薄いピンクのバラを選んでいく。

　母は自分で花を生けるのが好きだから、なるべくいろんな種類を入れたほうが楽しめるだろうと、バラに添えるグリーンも、ふっくらした多肉植物や独特のフリルのような形をした葉を持つポリシャスなんかを組み合わせる。

　もくもくと手を動かしていると、お義父さんはのんびりと店の中を見回した。

「小さいけれど、隅々までこだわりがあって手入れの行き届いた素敵な店だね」

　そんなふうに店を褒められて、少し手を止めてから頭を下げた。

「ありがとうございます」

　複雑な気持ちでそう言った私の表情を、お義父さんがじっと見る。

　心の迷いを悟られたくなくて、その視線から逃げるようにうつむき花束を作る作業を再開した。

「浮かない顔をしてるけど、なにかあったのかい？」

　穏やかな口調で問われ、私は目を見開いた。

「え……？」

「なにか迷っているなら相談にのるよ」

　咄とっ嗟さに隠した私の感情を簡単に見透かされたことに驚いて、花束から顔を上げる。

　直哉さんも人の気持ちに敏感だと思っていたけど、お義父さんもこんなに鋭いなんて。さすが親子だ、と思う。

　戸惑う私を見ながら答えを待つように優しく微笑んでくれるお義父さんに、おずおずと口を開く。

「……素敵な店だと褒めてもらえたのがうれしくて、でもこの店を続けていけるのか少し不安なんです」

　私が本音を漏らすと、お義父さんは無言でうなずいた。

　視線で言葉の先を促され、ゆっくりと手を動かし花束を作る作業を再開しながらまた言葉を続ける。

「今、偶然が重なって、夢だったウエディングのブーケや会場の装花のお仕事を少しずつもらえるようになってきたんです。だけど、その打ち合わせや準備で店を早めに閉めることがあって。今日はいつも来てくれるお客様に、最近店が閉まってることが多いと残念がられてしまって」

　言いながら、きゅっと口を引き結ぶ。

　店が閉まっていたことをああやって聞いてくれたのはあのお客様ひとりだったけど、それ以外にも店が閉まっているときに足を運んでくれた人がいたかもしれない。

　わざわざ日を改めてやってきてくれる人はきっと少ない。普通なら、開いていないなら違う店へ、と考えるだろう。今まで定休日以外はきちんと営業していたのに、不定期に店を閉めるようになったら、離れていくお客様はきっとたくさんいるに違いない。

「これから会場装花の仕事が多くなれば、土曜や日曜は準備で店を開けなくなってしまいます。無理して店を開けば細かなところまで手入れが行き届かなくなるし、お花のお世話も追いつかなくなります。店を開店して二年半頑張り続けてようやくお客様が増えてきたのに、今こうやって降って湧いたような幸運にしがみついて新しいことを始めて、大切な店をないがしろにしていいのかなって迷ってるんです」

　新たな仕事をしながら、今までのようにひとりで店をきっちりやっていくのは時間的にも体力的にも無理があるだろう。

　夢だったウエディングの仕事をもらえるのはうれしい。だけど、ウエディングの仕事を優先して、店がつぶれてしまうのは嫌だ。店に来てくれるお客様をがっかりさせたくない。

「……降って湧いたような幸運、ね」

　私の言葉を聞いたお義父さんが、静かにそう繰り返す。そしてなにか考えるようにぐるりと店を見回すと、腕時計で時間を確認した。

「もうお店を閉めるところだったんだろう？　これから少しデートをしようか」

「デート、ですか……？」

　きょとんとした私に向かって、お義父さんはにっこりと微笑んだ。




　店を閉めた後、連れていかれたのは、豪華で美しい白壁の建物。

　お義父さんはその入り口に車で乗りつけ、慣れた様子で降り、出迎えてくれたスタッフに鍵を手渡し言葉を交わす。

　私も促されおずおずと車から降りると、目の前に建つ大きな建物を口をぽかんと開けて見上げた。

「ここ……」

　前に直哉さんに連れてきてもらった、素敵な庭のあるホテルだ。

　あのときは裏からしか建物を見なかったけれど、こうやって正面玄関に立つとその上品さと格式の高さに改めて驚く。

　このホテルに入るのかな。

　見るからにラグジュアリーなホテル。仕事を終えた私はいつものような白いシャツに黒い細身のパンツの軽装で、あきらかに場違いだ。

「大丈夫だよ。今日はオープニングイベントで、マスコミも関係者も招待客もたくさんいて、格好なんて気にする人はいないから」

　私の戸惑いを察して、お義父さんは穏やかに笑ってくれた。

「オープニングイベントなんですね」

　前にここの庭に来たときはまだオープン前だと言っていたけれど、今日オープンするんだ。マスコミ関係者がたくさん来ているなら、フォーマルな服装をした人たちばかりではないだろうし、この格好で入っても迷惑にならないのかな、と少しホッとしながらお義父さんにエスコートされ足を進める。

　回転ドアをくぐった先にある空間に、私は思わず息をのんだ。

　広い空間に四本の白い柱が並び立つ、まるでヨーロッパの宮殿や礼拝堂のような荘厳なロビー。見上げれば、ドームのように丸みを帯びた高い天井。

　庭も綺麗だったけど、ホテル自体もすごく素敵。

　そう感心していると、隣にいたお義父さんが腕時計を見た。

「そろそろ始まるよ」

「え……？」

　始まるって、なにがだろう。

　言われてみれば、ロビーにいるたくさんの人たちはなにかを待っているようにそわそわと時計を見たり天井を見上げたりしていた。

　そのとき、ゆっくりとロビーの照明が絞られ、辺りが暗くなっていった。

　驚いて目を瞬かせると、どこからか小さな水滴が落ちてきて、緑を揺らす微かな音がした。

　雨……？　建物の中なのに？

　疑問でいっぱいの中、なにげなく上を見ると、球状の天井に銀色の小さな雨が見えた。まるで夜空から星が流れるように、細かな雨粒が光りながら落ちてくる映像が、天井や壁や柱に映し出されていた。

「わぁ……！」

　その美しさに思わず息をのむ。

「プロジェクションマッピングってやつだよ」

　言葉をなくし立ち尽くす私の隣で、お義父さんが小さな声で教えてくれる。

「もしかして……」

「そう、直哉の仕事だ」

　お義父さんの視線の先を追えば、ロビーに設置されたプロジェクターの陰で何人かのスタッフとやりとりをする直哉さんの姿が見えた。

「直哉さん、こんなにすごいものを作ってるんですね……」

　いつの間にか映像の雨はやみ、天井には満天の星が映っていた。

　白く浮かび上がる天の川に、こと座のベガとわし座のアルタイル。時々流れ星が光り、ロビーにいる人たちが小さな歓声を上げる。

「私の建設会社から子会社として独立してこうやって会社を大きくするまで、直哉も相当苦労したんだよ」

　夢中で上を見ているとぽつりとそう言われ、視線をお義父さんに向けた。

「苦労、ですか？」

「経営陣からは『社長の息子なのに本社を継がないのか』と嫌味を言われ、一般の社員からは『社長の息子だから優遇されて』とやっかまれ、その中で新しい分野の会社を立ち上げ成長させるのはものすごいプレッシャーだったはずだよ」

　いつも穏やかで余裕のある直哉さんも、不安だったんだろうか。

　そう思いながら、暗闇の中、うっすらと見える直哉さんの姿を目で追う。

「さっきあずさちゃんは、『降って湧いたような幸運』って言っただろう？」

　お義父さんは楽しげに天井を見上げながら私にそう問いかける。

　いつの間にか、星空に美しい月がのぼっていた。時折、綺麗な赤い楓かえでの葉がふわりと視界を横切っていく。

　梅雨の雨から夏の星空、そして秋の紅葉と中秋の名月。日本の四季を表しているんだと気づく。

「残念だけど、この世の中はすべての人に平等に幸運が訪れるようにはなっていないよね？　頑張れば必ず努力が報われるわけではない」

　お義父さんの言葉に、私は無言でうなずく。

　その間にも季節は移り変わり、天井からは白い雪の結晶が舞い落ちてきた。

「だけど私は、チャンスをつかめるのはそれまで努力し準備を怠らなかった者だけだと思ってる」

「どういう意味ですか？」

　私が首をかしげると、イタズラっぽく笑いかけられた。

「憧れだったウエディングの仕事に携われるようになったのは、降って湧いた幸運なんかではなく、あずさちゃんの今までの努力が実を結んだ結果なんだと思うよ」

「……そうなんでしょうか」

　そんなふうに、うぬぼれてしまっていいんだろうか。

　戸惑いながらうつむくと、ぽんと肩を叩かれた。

「誰だって、新しいことを始めるのは怖いさ。だけどせっかくの幸運を前に怖がっているだけじゃ、いつまでも成長できない」

　温かいけれど厳しい言葉が胸に刺さる。そのとき、薄い桃色のなにかが視界を横切った。

　ロビーにいた人たちが、「わぁ……」と歓声を上げる。

　見上げれば、満開の桜があった。天井が桜の花びらでピンクに染まっている。

　何千本もの桜の木を、下から見上げているような圧巻の美しさ。そして舞い落ちる桜の花びら。

　思わず見惚れていると、お義父さんに微笑みかけられた。

「お店の問題も、考え方を変えれば簡単に解決策が見つかるかもしれないよ」

「考え方、ですか……？」

　はらはらと花びらが散り天井を埋め尽くす桜が消えると、あちこちから夢から覚めたようなため息が漏れた。そして、どこからともなく拍手が起こる。

　ロビーの照明がゆっくりと明るくなり、さっきまでの景色に戻る。すると、また大きな歓声と拍手の嵐が起こった。

　ホテルのオーナーらしき外国人の男性がマイクを持って現れ、詰めかけていたマスコミが一気にカメラのシャッターを押した。

「大成功だね」

　直哉さんの仕事を見届けたお義父さんは、満足そうにうなずく。

　私はもう一度、明るくなった天井を見上げた。

　高揚感のせいか、鼓動が速い。美しい映像がお義父さんの言葉と一緒になって、胸にしっかりと刻みつけられていた。

「来てたんだ」

　背後から聞こえてきた、笑みを含んだ柔らかい声。

　慌てて振り返ると、いつの間にか直哉さんが立っていた。

「直哉さん！」

「親父とあずさちゃんふたりなんて、珍しい組み合わせだな」

　お義父さんと私の顔を見比べながら言った直哉さんに、お義父さんが楽しげに笑う。

「ちょうど閉店間際にあずさちゃんのお店に寄ったから、そのままデートに誘ってしまってね」

「親父とのデートは楽しかった？」

　クスクスと笑いながら問われ、私は興奮しながら口を開く。

「直哉さん、すごく素敵でした！　夢を見てるみたいでした。最近忙しかったのは、このお仕事をしてたからなんですね」

　前のめりで感想を述べる私に、直哉さんはうなずいた。

「そう。本当はもっと余裕があったんだけど、前にあずさちゃんとこのホテルの庭を歩いたときに、どうしても挑戦してみたくなったんだ」

「挑戦ですか？」

「外資系グループの日本初進出のホテルだから、日本人だけではなく海外からの観光客へもアピールしたいって依頼されたんだ。最初はわかりやすいクールジャパンのイメージで作ってたんだけど、クライアントの希望とはいえどこか違うなって思ってたんだよね。あの夜あずさちゃんと雨に打たれながら、日本らしい美しさってこういうことだよなって実感したんだ」

　直哉さんの言葉に、ふたりで夜の庭を歩いたことを思い出す。

　夜よ露つゆに濡れた花や、緑の葉を叩く細かな雨。ひそやかで美しい景色。

「クライアントに提案して映像を作り直して。大変だったけど、この判断は間違ってなかったって満足してる」

　充実した表情の直哉さんに、胸が熱くなる。

　ドキドキして頬が赤くなった私を見て、直哉さんが小さく笑った。

「あずさちゃんとのデートのおかげだね。ありがとう」

　そんなことを言われて、慌てて首を横に振る。

　すると、そんな私たちを見たお義父さんがコホンと咳払いをして口を開く。

「……ところで、あずさちゃんのお店に飾ってあるふたりの写真を見たんだけど、私の息子と娘はいつの間に結婚したんだい？」

　冗談交じりのその言葉に、驚いて飛び上がった。

　そうだ、私の店にはブーケを持ってふたりで撮った写真が飾ってあったんだ。

　それをお義父さんに見られていたと知って、急に恥ずかしくなってしまう。

「あれは、あずさちゃんの作るブーケのサンプルのために撮影したんだ」

　動揺する私をよそに、直哉さんが涼しい顔で説明する。

　……でも、あの写真はサンプルのためだったとはいえ、私と直哉さんは付き合っているんだから、ちゃんとお義父さんに報告をしたほうがいいのかな？

　そう悩みながら直哉さんの顔をちらりと見上げる。

　すると私の視線に気づいた直哉さんが、こちらを見ながら無言で小さく首を横に振った。

　付き合っているのは内緒にして、というような直哉さんの目配せにうなずきながらも、心に小さな疑問が残ってしまう。

　私とのこと、お義父さんに知られたくないのかな……。

　ずきりと胸の辺りが痛む。

　モヤモヤした気持ちでいると、どこからか視線を感じた。

　辺りを見回せば、映像を映し出すプロジェクターのそばにいる背の高い女性に気づく。直哉さんの秘書の女性が、じっとこちらを見ていた。

　私が会釈をすると、彼女も綺麗に背筋を伸ばして挨拶を返してくれる。けれど、顔を上げた彼女の視線は逸らされることはなかった。

　観察するようなまっすぐな視線に、居心地が悪くなってしまう。

　もしかして、私は彼女に快く思われてないのかな。

　心の中に、言葉にできない漠然とした不安が膨らんでいった。










踏みつけられたガーベラ




　日曜日、仕事を終えて家に帰ると直哉さんは留守だった。

　明かりの消えた暗い玄関に、少しさみしさを感じながら靴を脱ぐ。

　そういえば今日の朝、用事があって出かけるって言っていたっけ。

　今朝交わした会話を思い出しながら、ひとりで食事を済ましブーケの作業に取りかかる。

　ウエディングの仕事と店を両立していけるのかという不安は正直まだあるけれど、お義父さんの言葉のおかげで前向きに考えられるようになった。

　店の営業の仕方も、もっと柔軟にいろんな方法を探ってみようと思う。せっかくつかみかけたチャンスを無駄にしたくない。こうやっていろんな人と知り合えて、私のブーケを持って結婚式をあげたいと言ってくれる人がいるのに、全力で頑張らないなんて失礼だ。

　会場の装花のために、カスミ草やシルバーブルーニアのドライフラワーを作る。両方とも水分が少なくドライにしやすい花なので、束ねて逆さにつるしておけば綺麗に乾燥してくれる。

　自分の部屋の窓辺につるそうとしていると、玄関で鍵を開ける音がした。直哉さんが帰ってきたようだ。

　部屋のドアを開け廊下をのぞくと、直哉さんは日曜なのにかっちりしたスーツ姿だった。

「お帰りなさい。お仕事だったんですか？」

　ホテルのオープニングイベントを終え、これからは余裕ができると言っていたのに、相変わらず忙しそうだなと思いながら声をかける。

「今日は仕事じゃなくて、大事な挨拶に行ってきた」

「挨拶、ですか？」

　仕事じゃないのにわざわざスーツを着て挨拶に行くなんて、なんの用事だったんだろう。

　首をかしげていると、直哉さんが私の手元を見た。

「その花、部屋につるすの？」

「はい。ドライフラワーにしようと思って」

「リビングにつるしてもいいんだよ」

「このくらいの量なら、私の部屋で大丈夫です」

　そう言って首を横に振ると、直哉さんは私の手からカスミ草の花束を優しく取り上げる。

　部屋に入ってもいいか確認するように首をかしげられ、うなずいてドアを大きく開くと、背の高い彼は台も使わず軽々と窓辺にカスミ草をつるしてくれた。

「あ、ありがとうございます」

「場所が必要なら、遠慮しないでどこでも花をつるしていいから」

　優しい心遣いに、思わず口元がほころんでしまう。

「ありがとうございます。でも、お店でもドライフラワーにできるので、今のところ大丈夫そうです」

「お店に？」

　生花で埋め尽くされた小さな店を思い浮かべたのか、直哉さんは不思議そうに首をかしげた。

「店舗部分は狭いんですけど、大家さんのご厚意で、空いている奥の部分をバックヤード代わりに使わせてもらってるんです」

「へぇ、知らなかった」

「普段はドライフラワーを作ったり包装資材を置くために使ってるんですけど、小さなキッチンもついているから、いざとなれば泊まり込めるんですよ」

「今度のぞきに行ってもいい？」

　興味津々の様子の直哉さんに、苦笑しながらうなずく。

「ものすごく雑然としてるんで、直哉さんにあきれられないように、少し片付けてからでもいいですか？」

「あきれたりなんかしないのに」

「でも、普段見られてないところを見せるのはなんだか恥ずかしいです」

　私が困り顔になると、直哉さんは小さく吹き出した。

「またそういうかわいいことを言う」

　そんなつもりはないのに笑われてしまい、ますます眉が下がってしまう。

　そんな私を見て、窓辺にいた直哉さんがこちらに近づいてきた。

　スタイルがよく長身の直哉さんに見下ろされ瞬きをすると、長い指が伸びてくる。柔らかい耳たぶを、そして輪郭を確かめるように頬をなでられ、思わずぴくんと体が飛び跳ねた。

　そんな小さな反応まで甘い視線で見つめられ、じわりと体温が上がっていく。咄嗟に視線を落とすと、頭上で小さく直哉さんが微笑む気配がした。

「そういえば」

　空気を変えるような明るい口調に、慌てて顔を上げる。

「社長室のガーデニアが最近元気がないから、今度見に来てくれない？」

　直哉さんのその言葉に、「わかりました」とうなずいた。




　店の定休日の木曜日、直哉さんと約束した夕方に会社へと向かった。

　時刻は十八時近くで、もう仕事を終え退社する社員の姿がちらほらと見える。ここへ来るのは二回目だけど、相変わらず立派なビルに気後れしてしまう。

　少し緊張しながらエントランスの受付に行き、社長の直哉さんと約束をしていることを伝える。

　受付の女性が確認の連絡をしてくれるのをそわそわしながら待っていると、私服姿のふたりの女子社員が歩きながら話しているのが聞こえてきた。

「ついに都倉社長も結婚かぁ」

　その言葉に反射的に、聞こえてきた方を振り返ってしまう。

「もう婚約者と一緒に両親に結婚の挨拶をしてきたらしいよ」

「私ずっと社長に憧れてたのにー！」

　がっくりと肩を落とした彼女に、隣にいた子が苦笑いしながら肩を叩く。

「仕方ないよ。あんなにいい男が今まで結婚してなかったほうが奇跡なんだから」

「確かにそうだけど」

　都倉社長って。

　直哉さんが結婚……？

　その会話の内容に、驚きで体が冷えていく。

　表情を強張らせた私に、受話器を置いた受付の女性が静かな声で告げた。

「申し訳ありませんが、社長室にお通しできません」

「え……？」

　さっきの会話のショックを引きずったまま、意味がわからず瞬きをする。

「秘書からお断りをするように言われましたので」

　直哉さんの隣に寄り添う、長身の美しい秘書の女性の姿を思い出す。

　ちゃんと直哉さんと約束をしてあったのに、断られるなんてどうして。

　混乱してどうしていいのかわからずに立ち尽くす。

　落ち着け、自分。ガーデニアの調子を見てくれって頼まれたんだから、直哉さんに直接電話をして、約束してあったことを秘書や受付の人に話してもらえばいい。だけど、結婚ってどういうこと……？

　さっき聞いてしまった会話が耳から離れなくて、冷たくなった指先が震えた。

「どうした、妹」

　聞き覚えのある乱暴な口調にこわごわと視線を上げると、副社長の緒方さんが立っていた。

「お前、すごい顔色してるぞ」

　青ざめた私の顔を見て、緒方さんは驚いたように一歩こちらに近づく。

「あの……、直哉さんが結婚するって本当ですか？」

　私の唐突な問いかけに、緒方さんは眉を上げた。

「本当だけど。なんで一緒に住んでる妹が知らないんだよ」

　当然のようにうなずかれ、一気に目の前が暗くなった気がした。

　結婚って、誰と？　私のことを好きだって言ってくれたのに……。

　そんな疑問がぐるぐると胸の中で渦巻く。

「この前の日曜に、親に挨拶に行ってきたらしいぞ。お前、なにも聞かされてないのか？」

　憐あわれむような口調に、じわりと目頭が熱くなった。慌てて唇を引き結んで涙をこらえる。

　私はなにか勘違いをしていたんだろうか。直哉さんに『好きだ』と告白されて、舞い上がってうぬぼれて。

　考えてみれば、直哉さんはたまに私のおでこや頬に一瞬触れるだけのキスをしてくれるだけで、それ以上はなにもしようとしなかった。

　お義父さんに付き合っていることを報告しようとしたときも、首を振って黙っているようにと目配せをされた。

　直哉さんが私にくれた優しさも温かさも全部、家族としての愛情でしかなかったんだろうか。恋人だと勘違いしていたのは、私のひとりよがりだったんだろうか。

「直哉に用があるなら、連絡してやろうか？」

　立ち尽くす私の情けなさに同情したのか、緒方さんがそう言ってくれた。

　うなずこうか断ろうか迷っていると、私のバッグの中でスマホが震え出した。

　もしかして、直哉さん……？

　そう思いながらスマホを取り出すと、桜木さんからのメッセージだった。

【急で申し訳ないけど、今日中に情報誌の撮影で使うブーケをお願いしたいから、大丈夫そうなら連絡ちょうだい】という、焦ったような文面。

　そのメッセージを読みながら、スマホを強く握る。直哉さんに会わない口実ができたようで、心の中で少しホッとしてしまう自分がいた。

「緒方さん、すみません。直哉さんと約束をしていたんですけど、急な仕事が入ってしまったので行けませんと伝えてもらえますか？」

　私のお願いに、緒方さんは相変わらず不愛想な表情で「わかった」とうなずいてくれた。




　桜木さんに連絡をして、店に向かいブーケを作る。現実から逃げるように、無心で手を動かした。

　大人っぽくて艶やかなブーケを、という注文だったので、濃い紫色のスカビオサを中心に真しん紅くのバラや鮮やかな緑のアイビーを使って、流れる滝のような形のキャスケード型に仕上げていく。

　出来上がったブーケを持って撮影現場に駆けつけると、桜木さんが「急にごめんねー！」と謝りながら走ってきた。

「いえ、今日は定休日なので大丈夫でした」

　ブーケを渡しながら首を横に振ると、桜木さんが表情を曇らせる。

「……あずさちゃん、今日なんか調子悪い？」

「え？」

　なんでそんなことを聞くんだろうと、不思議に思って瞬きをした。

「あの……、ブーケ気に入らなかったですか？」

　ブーケを見つめる桜木さんの微妙な反応に不安になって尋ねると、彼女は首をひねった。

「悪くはないんだけど、なんだかあずさちゃんらしくない」

　はっきりしたダメ出しではないけれど、満足はしてもらえていない。それを察してショックを受ける。

「すみません……！　急いで作り直します！」

　慌ててブーケを引き取ろうとした私に、桜木さんが優しく笑い口を開いた。

「大丈夫。出来が悪いわけじゃないし、これはこれで素敵だよ。急に頼んだのに対応してくれてありがとう。あずさちゃん顔色が悪いし、ちょっと疲れてるのかもしれないね」

　文句を言うどころか逆に気遣われて、自分が情けなくなってうつむいた。自分の足元を見下ろしながら、いつか母に言われた言葉をぼんやりと思い出す。

『あずさは、家に飾る花にそのときの気分が出ちゃうから』

　直哉さんと暮らすリビングに飾ったトルコギキョウとリキュウソウを見ながら、そう笑われた。

　今の自分の中には、あのときとは正反対の感情が渦巻いている。

　でも、なにがあったとしてもブーケのクオリティーが感情に左右されてしまうなんて、プロ失格だ。

　悔しくて、ペチンと自分の頬を打った。痛みで熱を持った頬に、目が覚める。

　とりあえず今は、仕事に集中しよう。

　そう自分に言い聞かせた。




　家に戻ると、すでに直哉さんが帰ってきていた。

「ただいま帰りました」

　リビングに入ってきた私に、「お疲れ様」と微笑んでくれた。

「急に仕事が入ったんだって？　大変だったね」

　そう労われ、胸がつまる。

「ガーデニアを見に行くと約束したのにすみません」

「いや、こっちこそごめん。緒方から聞いたけど、受付まで来たのに通してもらえなかったみたいだって。秘書の南みなみには注意しておいたんだけど……」

「いえ」

　穏やかな口調。優しい視線。いつもと変わらない直哉さんのはずなのに、見ているだけで胸が痛む。

「あの、直哉さん」

　ゴクリと息をのんでから、勇気を出して口を開いた。

「なに？」

　真剣な私の表情に、ソファに座っていた直哉さんが不思議そうに体を起こした。

「私、しばらく家を出ます」

「え？」

　直哉さんの表情が険しくなる。

　けれど私は動揺を隠して、用意していた言葉を続ける。

「会場の装花を頼まれてるパーティーまでもうそんなに時間がないので、仕事に集中したいんです。だから、お店に泊まり込みます」

「でも……」

　心配そうに顔を曇らせた直哉さんの言葉を遮って、私は頭を下げた。

「大切なウエディングのブーケやお花を私に託してくれたお客様に満足してもらえるように、一生懸命頑張りたいんです」

　はっきりした口調で言うと、直哉さんは諦めたようにため息をついた。

「わかった。でも、ちゃんと食べて、ちゃんと寝て、無理して倒れたりしないようにね」

　そう気遣ってくれる優しい直哉さんに、胸がずきりと痛んだ。




　翌日には必要な荷物をまとめて、店に運んだ。

　バックヤード代わりのスペースには小さいけれどソファがあるから、寝るときはそこを使えばいい。小さなキッチンもあるし、周りにはお店があるから、ないものは買い足せばいい。快適とはいえないけれど、仕事をするには十分な環境だ。

　日中は店を開き、閉めてからはウエディングの仕事に集中する。

　一日中花に囲まれて仕事をするのはつらくない。ただ、『おはよう』も『おやすみ』も言う相手がいないのが、こんなにさみしいなんて知らなかった。

　わざわざ店に泊まり込んで直哉さんと距離を置こうとしなくても、直接『結婚するんですか』と聞けばいいだけの話かもしれない。直哉さんは誠実で優しい人だし、彼の言葉を信じていないわけじゃない。だけど、本当に直哉さんが誰か知らない女の人と結婚をするつもりだったら……。

　そう思うと怖くなる。

　気分が花に出てしまう私が、直哉さんに失恋して落ち込んだまま幸せなウエディングブーケを作れるだろうか。正直、今は自信がなかった。

　でも、せっかく私のブーケで式をあげたいと言ってくれたお客様を落胆させたくない。最高に素敵で心から満足できるものを作り上げたい。だから、せめて請け負ったウエディングパーティーが無事に終わるまでは、結論を出したくなかった。

　問題を先延ばしにして逃げるなんて、自分でも卑ひ怯きょうで臆病だと思う。だけど、目の前の仕事をやりとげるまでは、直哉さんと距離を置いて仕事に集中する方法しか思いつかない。これは戦略的撤退ってやつだ、なんて都合のいい言葉で自分を弁護した。

　閉店間際、作業台に置いていたスマホが震え、画面にメッセージが表示された。

【お疲れ様。なにか食べたいものとか必要なものがあれば、仕事帰りに差し入れするよ】

　私が家を出てから約一週間。直哉さんはこうやって、私の様子を心配して一日一度は連絡をくれていた。

【ありがとうございます。大丈夫です】

　店に来てくれるという優しい申し出を短い言葉で断ると、【了解。無理しすぎないで、休めるときはちゃんと休むんだよ】とすぐに返信がくる。

　文字だけのメッセージを頭の中で柔らかな甘い声で再生させて、直哉さんの気遣いに胸がきゅっと苦しくなる。思わずスマホを抱きしめて、「会いたいなぁ」と心の中でつぶやいてしまった。

　無意識のうちに直哉さんに甘えてしまいたくなっている自分に気づき、大きく息を吐いて気合いを入れ直す。気持ちを入れ替えるように勢いよく立ち上がり、店を閉めロールカーテンを下ろした。

　事務処理をして、ホームページのオーダーフォームから入った花束の注文を確認し、仲卸の業者さんに花の仕入れをお願いする。

　ひと通り作業を終えて、長く息を吐き出した。しんと静まり返った狭い店内では、自分のため息さえとても大きく聞こえて、やけにさみしく感じてしまう。

「さ、次はウエルカムボードを仕上げちゃおう」

　わざとひとりごとをつぶやきながら立ち上がる。

　除湿器を稼働させたバックヤードにつるしてあったドライフラワーを下ろし、作業台に持ってくる。

　直径二十センチほどの木の丸太には、業者さんにお願いして、レーザーカッターで新郎新婦の名前とウエディングパーティーの日付を刻印してもらってある。その周りをドライフラワーのカスミ草やシルバーブルーニア、松ぼっくりやミモザなんかでナチュラルにかわいらしく飾っていく。

　今週末の日曜日が、ついにウエディングパーティーだ。

　今まで何度も打ち合わせをして、準備をしてきた。大切な一生の記念になるウエディングで、私の花を使いたいと言ってくれたお客様のために、あとひと息最後まで全力で頑張ろう。

　そう決心してひとつひとつ丁寧に作業をしていると、入り口の方からコツコツ、と音がした。誰かが窓を叩いたようだ。

　以前母の日で忙しかったとき、直哉さんが差し入れを持ってこうやって閉店後の店に来てくれたことを思い出す。

　もしかして、また直哉さんが心配して来てくれたのかな……。

　立ち上がり内側から施せ錠じょうしてある鍵を開けると、そこには意外な人が立っていた。

「あ……、工藤さん」

　いつも店に来てくれる、常連の工藤さんだ。薄く開いたドアの隙間から体格のいい彼に見下ろされ、驚いて瞬きをする。

「あの、もう今日の営業は終わったんですが。なにかありました？」

　こうして工藤さんが閉店後にやってくるなんて初めてだ。急きゅう遽きょ、木の枝が必要になったのかな。

　首をかしげる私に、工藤さんは険しい表情のままドアの隙間に足をねじ込むように入れた。

　びっくりして工藤さんの靴を見下ろすと、すごい力でドアを引っ張られ、カランカランと鋳鉄製のドアベルが大きく鳴る。

　そして開いたドアから工藤さんが入ってきた。

「工藤さん……？」

　工藤さんはいつも無口で不愛想だけど、今日は雰囲気が違う。

　どうしたんだろう。なんだか、すごく怖い。

　思わず後ずさりして距離を取ると、おびえた私の表情を工藤さんがじっと見る。

「福原さん、結婚したばかりなのに最近ずっとお店に泊まり込んでますよね。なにか家に帰れない事情でもあるんですか？」

　ぼそりと問われ、目を瞬かせた。

　そうだ、工藤さんはブーケの写真を見て、私が結婚したと勘違いしているんだっけ。

「えっと……」

　なんと答えようか戸惑っていると、確信したように工藤さんが語気を強める。

「浮気ですか？　暴力ですか？　あの男が福原さんにひどいことをするから帰れないんですよね？」

　怒りをたたえた低い声で問い詰められ、私は首を横に振る。

「違います。そんなんじゃ……」

「あんな男より、俺にすればよかったのに」

　けれど工藤さんは私の言葉なんて耳に入らないようで、怖い表情のままこちらに近づいてくる。

「俺はずっと前から福原さんを見てたのに」

「ずっと……？」

　工藤さんの勢いに気け圧おされ、私はまた一歩後ずさる。けれど狭い店内で、すぐに作業台に背中がぶつかってそれ以上逃げられなくなってしまう。

「いつも向かいのお店から、福原さんのことを見てたのに。朝一で仕入れた花の準備をしているときも、営業中も、お店を閉めて事務仕事をしているときも、ずっと」

　そう言って、工藤さんは通りに面した大きな窓を顎で指す。

　道路を挟んだ深夜まで営業している喫茶店があるけれど、いつもそこから工藤さんに店の中を見られていた……？

　知らないうちにいつも誰かに監視されていたという恐怖に体がすくむ。作業台についた手が小さく震えた。

「それなのに、店内を隠すように窓にロールカーテンを付けたり、俺のことを頼ってくれなくなったり。あの男が来てから福原さんが遠くなった」

　言いながら工藤さんが足を一歩進める。近づく距離に私は息をのんだ。

　体の後ろで震える手を動かし作業台の上を探ると、置いてあったスマホに指が触れた。工藤さんに気づかれないように、そっと引き寄せ画面に触れる。

「俺のほうが先に福原さんを見ていたのに、どうしてあんな男を選ぶんだよ」

　そんなことを言われても。工藤さんが私に好意を持っていてくれたなんて、知らなかった。ずっと見られていたことにも気づかなかった。だけど、正直にそう答えれば、さらに工藤さんを怒らせてしまうかもしれない。

　ふたりきりの狭い店の中で対たい峙じしたこの状況が怖くて仕方ない。

　どう対応すれば工藤さんの気が収まるのかわからなくて、震えながら小さく首を横に振る。

　私が無言でいるのが気に食わなかったのか、工藤さんは近くにあった木製の什じゅう器きを乱暴に蹴り上げた。

「どうしてって聞いてんだよ！」

　大きな叫び声とともに、什器に置かれていたブリキの花はな桶おけが倒れる。ガン！と大きな音を立て、花桶の中の生花が床に散らばった。中の水がこぼれ、打ちっぱなしのコンクリートの床に黒いシミを広げていく。

　私は恐怖で悲鳴も上げられず、喉の奥が絞めつけられているように苦しくなる。

　なんとか息を吸おうと、は、は、と短い呼吸を繰り返しながら、青ざめて工藤さんを見上げた。

　大きな手がこちらに伸びてきて、視界が覆われる。

　……殴られるかもしれない。

　咄嗟にそう思い、恐怖で身をすくませると、低い声で怒鳴られた。

「なんだよその態度は！　俺のことを汚いとでも思ってんのかよっ！」

　ビリビリと空気を震わせる怒りに、私の喉から言葉にならない細い悲鳴が上がる。

　こちらに伸ばした手で、乱暴に髪をつかまれた。痛みよりも恐怖が勝り、ガクガクと体が震える。

　つかんだ髪を容赦なく引っ張られ、冷たいコンクリートの床に倒れ込むと、倒れた花が工藤さんの足に踏みつけられているのが見えた。

　かわいらしいオレンジのガーベラが、無残に潰つぶれ花びらが床に散っていた。

　恐怖と怒りと悲しみと、感情がぐちゃぐちゃになって涙が込み上げてくる。コンクリートの床についた手を握りしめたとき、床に落ちたガーベラの細長い花びらが微かに揺れた。

　思わず顔を上げると、入り口のドアが大きく開かれ狭い店の中に風が吹き込んだ。

　視界に現れたその人は、体格のいい工藤さんを床にねじ伏せる。容赦なく背中に体重をかけ動きを封じると、工藤さんは低いうめき声を上げた。

　さっきまで私を威圧的に見下ろしていた工藤さんが、今は床に頬をつけ苦しげにもがいていた。そして彼の自由を奪ったその人は、いつもの穏やかさからは信じられないほど怒りを露わにして工藤さんのことを睨みつけていた。

　私は目の前でおこった一連の出来事を、うまく把握できずに目を瞬かせる。

「直哉さん……」

　呆然としたまま、現れたその人の名前を呼ぶと、工藤さんを押さえつける直哉さんがこちらを見た。

「あずさちゃん、大丈夫!?」

　乱れた髪の間から真剣な表情で見つめられ、胸の辺りが締めつけられる。

「さっき警察を呼んだ。すぐに来てくれると思うから、安心して」

　助けに来てくれたんだ……。

　もう大丈夫なんだと思うと、一気に張りつめていた緊張が緩んだ。体から力が抜けていく。ぷつりと、そこで意識が途絶えた。




　目を覚ますと、白い天井が見えた。窓を覆う無地のカーテンと、なんの飾りもないシンプルな蛍光灯。

　どこだろう、ここは。

　瞬きをした視界に、人影が見えた。こちらを心配そうな表情でのぞき込む人。

「直哉さん……？」

　私が確認するように問いかけると、ベッドの脇に座っていた直哉さんがわずかに微笑んでうなずいた。

「大丈夫？」

「えっと、私……」

　ベッドから起き上がりながらそうつぶやく。どうやら病院の個室のようだけど、どうして私はここにいるんだろう。

「意識を失って倒れたんだよ。極度の緊張状態と、あとは過労だって」

　言われてみれば、このところ仕事に集中しようと自分を追い詰めすぎて、睡眠も食事も後回しにしがちだった。

「すみません……」

　自分の体調管理もろくにできないなんて情けなくて頭を下げた私に、直哉さんはかぶりを振った。

「俺こそ、ごめん」

　どうして直哉さんが謝るんだろうと思っていると、ぎゅっと引き寄せられた。

　直哉さんの胸に抱きしめられ、驚いて目を瞬かせる。

「怖かっただろ」

　その言葉にじわりと涙が込み上げてきて、たくましい胸に顔をうずめ、首を左右に振る。

「あずさちゃんから着信があって、電話に出た途端なにかが倒れる音と男の怒鳴り声が聞こえて、驚いた」

　腕の中の私に、直哉さんがぽつりと言う。

　工藤さんと店でふたりきりになったとき、気づかれないようにこっそりスマホで直哉さんにかけた。そんな私の無言のＳＯＳの電話に直哉さんは気づいてくれたようだ。

「そばにいた秘書の南に警察へ通報するように頼んで、会社を飛び出して。あずさちゃんの店に向かってる間、気が気じゃなかった」

　私の肩を抱く手が、微かに震えていた。いつもは柔らかな声が、驚くほど硬い。

　直哉さんは怒ってるんだ。そう気づいて申し訳なくなる。

「すみません。ご迷惑ばかりかけて……」

「迷惑なわけ、ないだろう」

　言いかけた言葉を遮られた。

「腹を立ててるのは、自分にだよ。兄としてあずさちゃんを守るって晴美さんと約束をして一緒に暮らしていたのに、無理をさせてひとりで店に泊まらせて、その上こんな怖い目に遭わせて、ごめん」

「直哉さんのせいじゃないです。私が直哉さんのそばにいたら仕事に集中できないと思ったから」

「俺の存在は邪魔だった？」

　抱きしめた腕をわずかに緩め、私の顔をのぞき込んで問う。

　その真剣な表情に、慌てて首を横に振る。

「ただ、不安だったんです。会社で、直哉さんが結婚するって聞いたから……」

「結婚？」

　私の言葉に直哉さんが眉をひそめた。

「副社長の緒方さんからも聞きました。日曜日にもう両親への挨拶も済ませたって。だから、もしかして直哉さんは私のことは妹として好きだって言ってくれただけで、ほかにちゃんと結婚を約束した女の人がいるのかなって。それを確認するのが怖くて……」

　私がうつむきながら口ごもると、肩から手が離れた。自由になった肩を、やけにさみしく心細く感じてしまう。

　答えを聞くのが怖くて、膝の上でぎゅっと両手を握りしめると、その手に大きな手が優しく重なった。

「すごい勘違いだな。それ、あずさちゃんのことだよ」

　あきれたような笑いを含んだ声に驚いて顔を上げる。視線で『本当に？』と問いかけると、直哉さんは柔らかく微笑んでうなずいた。

「兄として一緒に暮らしている責任があるのに、好きになったからって簡単に手を出せないから、ちゃんと晴美さんに挨拶をして許しをもらってきたんだよ。本当はもっと早く行きたかったけど、ホテルのオープニングイベントで忙しくて時間がとれなくて」

「そ、そうなんですか……？」

「俺はそんなに信用できない？」

　わかっていて問いかける意地悪な表情がぞくっとするほど色っぽくて、勝手に頬が熱くなっていく。

「でも、前にホテルのロビーでお義父さんに会ったとき、付き合っていることを秘密にしたそうだったし……」

「それは、晴美さんに許可をもらう前に親父に先に話すなんて、根回しするみたいで卑怯だろ」

「それに、頬やおでこにキスするだけで、それ以上なにもしてくれなかったから、私に魅力がないのかなって……」

　言いながら、恥ずかしい発言をしていると自覚して、ぶわっと顔が熱くなる。まるで、手を出してくれないからっていじけてるみたいだ。

「そうやって拗ねるのもかわいいけど、両親の許しを得るまでは手を出さないって決めて我慢してた俺の理性を褒めてほしいな」

　クスクスと肩を揺らして笑いながら直哉さんがこちらを見る。

「我慢してたんですか？」

「ずっとしてたよ」

　すると長い指が伸びてきて、うつむいた顎をすくい上げられた。

　おずおずと顔を上げれば、直哉さんの熱を帯びた視線が絡んで鼓動が速くなる。

「あずさちゃんを幸せにするって約束をして、きちんと両親の許可はもらってきた。だから、もう我慢しなくてもいい？」

　涙目で息をのんだ私の耳元で、直哉さんがねだるように問う。

「いい、です」

　緊張のあまり少しつっかえながらうなずくと、「無理してない？」ともう一度確認された。直哉さんの視線から、私を気遣ってくれているのが伝わってくる。

　男の人に触れられるのが苦手な私。初めてキスをされそうになって驚きすぎて彼氏を怒らせてしまったことを、今でも引きずっている。

　そんな、二十七歳にもなって幼稚で面倒な私に、あきれることなく優しく接してくれる。

　直哉さんの愛情を感じて、胸が温かくなった。

「な、慣れてないので失礼な反応をしてしまうかもしれないですけど、直哉さんになら、なにをされてもうれしいですから」

　勇気を出して直哉さんを見つめると、彼は困ったような顔をした。

　その様子になにか変なことを言ってしまったかな、と不安になって戸惑っていると、直哉さんは肩を微かに揺らし苦笑する。

「あずさちゃん。ここは病院なんだから、あんまり俺をあおるようなこと言っちゃダメだよ」

「あおったつもりはないんですけど……」

　おろおろしている私をのぞき込み、直哉さんが小さく笑う。

「じゃあ、キスしてもいい？」

　改まって宣言されると、どうしようもなく恥ずかしくなってしまう。

「……はい」

　真っ赤になってうなずいた私に、直哉さんが長身をかがめ、ゆっくりと顔を近づけてきた。

　唇が触れる前にまず鼻先が触れ、緊張と動揺でぴくりと飛び上がると、至近距離で直哉さんがイタズラっぽく目を細める。

　その表情に私も肩から力が抜け思わず小さく微笑むと、今度こそ唇が重ねられた。直哉さんの唇の温かさに背筋が甘くしびれる。

　優しく触れるキスを何度かされ、体から力が抜けていく。思わず目の前の肩にしがみつくと、直哉さんが喉の奥で色っぽく笑った。

「ん……」

　下唇を柔らかく噛まれ、内側の湿った粘膜に直哉さんの歯が触れた。

　初めての感覚が体から湧き上がり、体の奥が甘くうずく。とろとろに溶けてしまいそうで、どうしていいのかわからなくなる。

　ゆっくりと唇が離れると、そのままぎゅっと抱きしめられた。

「……あずさ」

　今までの妹をかわいがる兄のような優しさとは違う、情熱のこもった艶のある声で名前を呼ばれる。それだけで愛おしさが込み上げて、体が熱くなった。

「好きだよ」

　甘い声でささやかれ、私も涙をこらえながらうなずいた。

「……私も、大好きです」










幸せなガーデニア




　翌朝、退院の許可をもらい身支度を整えていると、直哉さんから話を聞いた母が病院に駆けつけてくれた。

「男の人が店に押しかけてきて暴行されたなんて聞いて、心臓が止まるかと思ったわ」

　私がひと晩過ごした個室に入ってくるなり、厳しい表情で私を見つめる母。

　暴行とはいっても、そんなひどいことをされたわけじゃなく……なんて説明しようとしたけれど、母の真剣な様子にまず「ごめんなさい」と謝る。

「しかも、また仕事を無理しすぎて過労で倒れたなんて……」

　容赦なく叱られて、どんどん頭を下げた角度が深くなっていく。心配ばかりかけてしまう自分が情けなくて頭を上げられずにいると、「でも」と母がぽつりとつぶやいた。

　それまでとは違う穏やかな声色に、不思議に思って視線だけを上げる。

「……ちゃんと、直哉さんが守ってくれたのね」

　母は柔らかい表情で私のことを見つめていた。その視線に胸がつまる。

「うん」

　力強くうなずくと、母が安心したように微笑んだ。そしてベッドに腰かける私のことを抱きしめる。

「無事でよかった」

「お母さん……。もういい大人なのに、心配かけてごめんね」

　腕の中でそう言う私を、母が「バカ者」と叱る。

「あずさは私の娘なんだから、これからも一生心配し続けるからね」

「……うん」

　相変わらずな過保護さに私が鼻をすすりながら笑うと、母は抱きしめた腕をほどいた。そしてベッド脇にある椅子に座り、病室を見回す。

「直哉さんは仕事に行ったの？」

「朝まで付き添ってくれたんだけど、大丈夫だから行ってくださいってお願いして、さっきようやく帰っていった」

　昨夜、真夜中に目を覚ました私に状況を説明してくれた後、直哉さんには『明日も仕事なんだから、部屋に帰ってゆっくり休んでください』と何度も伝えたけれど、『今はそばにいたいから』と私の話を聞いてくれなかった。

　朝、回診に来てくれたお医者さんの『顔色もいいし、もう家に戻って大丈夫ですよ』という言葉を聞いて、しぶしぶ仕事に向かってくれた。

　直哉さんも、母に負けないくらい過保護だと思う。

　でも、あんなことがあってひとりで夜を過ごすのが不安な気持ちもあったし、それ以上に、誤解が解けようやく気持ちが通じ合った直哉さんと少しでも一緒にいたかったから、本当はうれしかった。

　直哉さんの『あずさ』とささやくように呼びかける声や甘い視線、優しいキスを思い出して、勝手に鼓動が速くなってしまう。

　熱くなった頬をごまかすためにさりげなく深呼吸をしていると、クスリと母が笑った。

「あずさは本当に愛されてるわね」

「え？」

　しみじみとつぶやかれ、私は首をかしげる。

「直哉さん、先週わざわざ家に来て、私たちの前で手をついて、あずさを必ず幸せにしますって約束してくれたのよ」

　その言葉に、目を見開いた。両親に挨拶をしてきたと言っていたけれど、私のために頭を下げてくれたんだ。

　私たちふたりが両想いならそれでいい、なんて考えずに、ちゃんと母やお義父さんの気持ちも考えてくれる誠実な直哉さん。

　本当に大切にされているのを実感して、胸がいっぱいになる。

　しかし、ふっと不安がよぎった。

　直哉さんは、両親は許してくれたと言っていたけれど、母の本心はどうなんだろう。義理とはいえ自分の子供たちが付き合うことに、釈然としない気持ちを抱えているかもしれない。

「直哉さんから聞いて、どう思った……？」

　私が恐る恐る表情をうかがうと、からかうような流し目を向けられた。

「どうって。ふたりの様子を見ていて、惹かれ合ってるんだろうなってことは前から気づいてたもの。私たちに隠れるようにこっそり付き合っていたなら嫌味のひとつでも言ったかもしれないけど」

　母が一度言葉を区切って、椅子に座り直した。正面に座る私をまっすぐに見つめ微笑む。

「自分の娘を心から愛してくれる人が、あんなふうに堂々と頭を下げてくれる責任感のあるいい男だなんて、母として誇らしかったわ」

　胸の中に熱い思いが込み上げて、少し息が苦しくなる。

「じゃあ、お義父さんもお母さんも、私たちが付き合うことに反対じゃない……？」

　声を震わせながら問うと、母が「当たり前でしょ」と眉を上げた。

「大切な子供たちの幸せを、反対するわけないでしょ」

　当然のように言われ、胸がつまる。いつも私の幸せを優先してきてくれた母らしい言葉だ。

「……ありがとう、お母さん」

　涙をこらえながらつぶやいた私を、母がもう一度、ぎゅっと強く抱きしめてくれた。




　――ピピピピピピ……。

　寝室にセットしていたアラームが鳴り響き、私はぼんやりと目を覚ます。

　……起きる時間だ。

　そう思いながら鳴り続けるスマホに手を伸ばす。隣で眠る人を起こさないように、なるべく早く。

　無事アラームを止め頭だけを動かしそっと振り返ると、目をつぶっていても見惚れてしまいそうなくらい整った顔があった。

　直哉さんと一緒のベッドで眠るようになって、まだ数日。やっぱり慣れなくて、起きるたびにドキドキしてしまう。

　規則正しい呼吸の音に耳を澄まし、直哉さんがまだ眠っていることを確認してからそろりとベッドを抜け出そうとすると、私の腰の辺りに緩く巻かれていた長い腕に力が込められた。そのまま引き寄せられ、温かい胸の中に包み込まれる。

　慌てて直哉さんの顔を見上げれば、その瞳は閉じられたまま。

　……また寝ぼけてるんだ。

　相変わらず朝に弱い直哉さんは、こうやって寝ぼけて人を抱きしめてくるから困る。

　朝からこんなにドキドキさせられるのは、心臓によくない気がする。

　しかもさらに問題なのは、直哉さんの腕の中はドキドキするのに居心地がいいことだ。このまま、ウトウトとまどろんでいたくなる。

　ふたりとも一緒のお休みだったら、こうやってのんびりしていられるのにな。

　でもそんなわけにはいかなくて、起きなきゃ、と自分に言い聞かせる。

「直哉さん、離してください」

　トントン、と直哉さんの腕を叩いて小さな声でお願いすると、逆に腕に力が込められた。しかもその手が私の肌の上でさわさわと動き出す。

「な、直哉さん……っ」

　パジャマの隙間から入り込んできた長い指に腰骨の辺りをなぞられて、思わず体が飛び跳ねる。涙目で名前を呼ぶと、ようやく直哉さんの目が開いた。

　まだ覚醒しきっていないのか、直哉さんは腕の中にいる私を見下ろし瞬きをする。

「おはよう、あずさ」

　柔らかい笑顔。少しかすれた声。乱れた髪。その寝起きの色っぽさはずるい。

　しかも今までみたいな〝ちゃん付け〟ではなく、呼び捨てで名前を呼ばれることにまだ慣れていない私は、それだけで鼓動が速くなってしまう。

　動揺を隠しながら「おはようございます」とぎこちない挨拶を返す。

「もう起きる時間？」

「今日は日曜日だから、直哉さんはゆっくりしててください」

　私だけベッドから起き上がろうとすると、直哉さんも一緒に体を起こした。

「俺も起きるよ」

　せっかくのお休みなんだから、のんびり寝坊しててもいいのに。

　そう伝えようとした唇を、短いキスでふさがれる。

　猫が鼻先を寄せるような、一瞬触れるだけのキス。唇に残った温かさに驚いて、瞬きをする。

　なにをされたのかようやく自覚して私の顔が真っ赤になる頃には、直哉さんはすでに立ち上がり、私を見下ろして楽しげに笑っていた。




「いただきます」

　向かい合って手を合わせる。

　今日の朝ごはんは、直哉さんが用意してくれたオムレツとサラダとスープ、そしてこんがりトーストされたパン。

　以前は胃が膨れればいいなんて言っていた直哉さんが、こうやって料理をするようになった。私と暮らし始めたことで、お互いに少しずつ変わっていくのがなんだかうれしい。

「せっかくのお休みなのに、起こしちゃってすみません」

　私が謝ると、直哉さんは柔らかく笑って首を横に振った。

「今日、前から準備していたウエディングパーティーだろ？」

「はい。九時頃に会場のレストランに行って準備をする予定です」

　うなずくと、直哉さんがこちらに腕を伸ばす。その手を見上げていると、ぽんぽんと頭をなでられた。

「頑張ってね」

「はい！」

　今日のために私がずっと準備をしてきたことを知っている直哉さんは、きっと『頑張って』と言うために起きてくれたに違いない。

　彼の優しさに胸が温かくなる。

「会場の装花が終わったら、店を開けるの？」

「はい。日曜なのであまり混まないとは思うんですが、一応」

「この前過労で倒れたんだから、無理するなよ」

　少し心配そうな直哉さんに、私は首を横に振る。

「もう少ししたら余裕ができるので、大丈夫です」

「余裕？」

「これからもウエディングのお仕事をもらえそうなので、定休日を木曜から土日に変更しようと思ってるんです。もともとビジネス街にある店で週末の売り上げが高いわけではないし、土日が空けばブーケや会場の装花にも余裕を持って対応できるし」

　私の言葉に直哉さんがさらに顔を曇らせる。

「ウエディングの仕事が増えるなら、平日びっしり店を開けるのは逆に負担になるんじゃない？」

「夏美にスタッフとして入ってもらう予定なので大丈夫です」

　ウエディングの仕事と店を両立するための方法を悩んでいたとき、彼氏と結婚を考えている夏美が、今のお店を辞めて平日だけ働ける花屋を探していると言っていたことを思い出した。

　今の店の状態も私ひとりでは正直オーバーワーク気味で、三年を目め途どに営業形態を考えなきゃと思っていた。今が見直すいい機会だと思って相談してみたら、ふたつ返事でオーケーしてもらえた。

「何年も一緒に働いてきた夏美は信頼できるし、ブーケのほうも手伝ってもらえて心強いし、それに……」

「それに？」

　私が言葉に詰まると、直哉さんが不思議そうに首をかしげる。

　まっすぐに見つめられ、私はうつむいて首を横に振った。

「なんでもないです」

　店の休みが土日になれば、直哉さんと一緒にいられる時間が多くなるかも、なんて思ったことは、やっぱり恥ずかしいから黙っておこう。

「そっか」

　私の下手くそなごまかしに、直哉さんは追及することなく笑ってうなずいた。

「それに、あずさと休みが一緒になれば、朝ベッドの中でゆっくりいちゃいちゃできるしな」

　爽やかな顔でとんでもないことを言われて、ぶわっと赤面してしまう。

「べ、別にいちゃいちゃしたくてお休みを変更したわけじゃないですからね」

　動揺で声を裏返しながら否定すると、直哉さんはそんな私を見て「わかってるよ」とにっこり微笑んだ。

　……その表情、絶対わかってない。

　普段は優しくて紳士的なのに、直哉さんは時々すごく意地悪だ、と頬を膨らませた。




　会場の装花を依頼されたレストランでのウエディングパーティーは、大成功だったそうだ。森をイメージしたかわいらしくアットホームな雰囲気は、新郎新婦はもちろん参加したお客様たちにも好評だったらしい。

　私は準備を終えてパーティーが始まる前に店に戻ったけれど、会場のスタッフさんがパーティーの様子を写した写真や新郎新婦からの感謝のメッセージを送ってくれて、幸せそうな様子に感激してしまった。

　いろいろあったけれど、頑張ってよかった。本当にそう思う。

　ご機嫌で閉店後の作業をしていると、直哉さんから連絡がきた。今会社にいるから、店を閉めた後に少し寄ってほしいとのこと。

　そういえば、前に届けたガーデニアの元気がないから見に来てほしいと言われていたっけ。

【わかりました】と返事を打ち、エプロンを外す。

　あのガーデニアを届けに行ったのが、直哉さんとの初めての出会いだった。

　あのときは、まさかこんなふうに恋人になるなんて思ってもみなかったな。

　店に付けられた警備会社の防犯システムをオンにして、しっかりと施錠する。

　工藤さんの事件があってから、直哉さんの強い希望で店に小さな防犯カメラを付け警備会社と契約することになった。

　相変わらず過保護だとは思うけれど、あのときの恐怖を忘れられなかったから頼もしくもある。

　工藤さんは暴行と器物破損の現行犯で逮捕された。向かいにある喫茶店のスタッフが、毎日のように私の店の様子を見ていたと証言してくれて、ストーカー規制法も適用してもらえることになり、もう二度と私に近づかないようにと禁止命令が出たそうだ。

　工藤さんは毎日家でひとり木工雑貨を作る作業を繰り返しているうちに、人との交流が減り閉じこもりがちになり、私とのやりとりが唯一の楽しみになっていったらしい。

　その気持ちも少しわかる。なにかを作り出す作業は、ひどく孤独で自分を追い詰めてしまうことがあるから。

　店を出ると、辺りはまだうっすらと明るかった。

　歩道脇に街路樹として植えられた、大きな手のひらのような葉が茂るプラタナスの木の下を歩きながら、すっかり日が長くなったことを実感する。

　直哉さんと初めて出会ったのはまだ肌寒い春の始まりだったけれど、季節はもう初夏に移り変わっていた。

　直哉さんの会社に着き、相変わらず立派なビルを見上げていると、中から長身の美女が出てきてこちらに会釈した。

　直哉さんの秘書の南さんだ。わざわざ入り口まで出迎えに来てくれたんだ。

　驚きながら会釈を返すと、「先日は失礼しました」と深く頭を下げられる。

　直哉さんと約束をしてここへ来たのに追い返されてしまったときのことを言っているんだろうと察して、私は慌てて首を横に振った。

「いえ……」

「南は頭が固いからな。社長の妹を冷たく追い返すってひどいよな」

　おもしろがるような表情で私たちに近づいてきた背の高い男の人は、副社長の緒方さん。

「私は、プライベートの要件で女性が来られたら、どんな手を使っても追い返して、決して役員フロアに入れるなと命じられていましたので、業務を全うしただけですけどね」

　背筋を伸ばした南さんが、不服そうに片眉を上げ鋭い視線で緒方さんのことを見つめる。

　どんな手を使ってでも追い返せって……。

　南さんの過激な言葉に思わずたじろいだ。

「そんな規則があるんですね」

「そうでもしないと、女性が乗り込んできて仕事にならないことが多かったので」

　冷静な口調でとんでもないことを言う。

　それだけ直哉さんが女性関係をこじらせてたってこと？

　ぎょっとして立ち尽くしていると、「こじらせていたのは社長ではなく副社長のほうですから、安心なさってください」とすぐにフォローされた。

　よかった。

　誠実で優しい直哉さんがそんなことをするわけないとは思ったけど、少し焦ってしまった。

　私があからさまにホッとして息を吐き出すと、緒方さんに笑われた。

「でも、あいつは人がよさそうに見えて実は相当いい性格してるから、気をつけろよ妹」

「いい性格、ですか？」

　ビルの中に入り、エレベーターを待ちながら忠告され、首をかしげた。

「直哉とは十年以上の付き合いだけど、朝が弱いなんて聞いたことないよな」

　緒方さんが同意を求めるように隣を見やると、南さんが「そうですね」とうなずいた。

「出張や急な予定変更で早朝に連絡をすることがありますが、社長が寝ぼけている様子で電話に出られたことは、一度もないですね」

「……そうなんですか？」

　ということは、朝弱いから起こしてなんて頼んできたのは、ただの冗談？

　今朝も寝ぼけた直哉さんにベッドの中で抱きしめられたのを思い出して、一気に顔が熱くなる。

　あれは寝ぼけたふりだったんだ……。直哉さんは私の反応をおもしろがって、すぐに人をからかうんだから。

　これはひと言文句を言わなくては、と決心したところで、エレベーターが到着する。ドアが開き、乗ろうとするも、緒方さんと南さんは立ち止まったままだった。

「エレベーター、乗らないんですか？」

　不思議に思って首をかしげると、南さんがじっと私のことを見る。

「いえ、私はあずささんに謝罪をしたくて来ただけですから」

「すみません。日曜日なのにわざわざありがとうございます」

　強い視線に戸惑いながら頭を下げると、緒方さんが笑った。

「妹、気をつけろよ。南は女の子が大好きだから、油断してると頭から喰くわれるぞ」

「え？」

　意味がわからず困惑すると、南さんが容赦なく緒方さんの足をヒールのかかとで踏みつけ、冷たい声で言う。

「副社長。人聞きの悪いことを言わないでください。私は自分が図体が大きいから、守りたくなるような華奢な女の子を見るのが好きなだけです。誰にも迷惑をかけない私の趣味と癒しに、なにか文句でも？」

「お前の趣味はどうでもいいけど、容赦なく上司の足を踏みつける秘書には文句しかねぇよ」

　痛みに顔をゆがませた緒方さんに満足したのか、南さんが涼しい顔で靴の上からヒールを引き抜く。

　確かに、南さんに会うたびに、やけにじっと見つめられていた記憶がある。社長の直哉さんにいろいろ頼ってしまっていたから、悪感情を抱かれているのかなと心配していたけれど、嫌われていたわけじゃないんだと知ってホッとする。

「緒方さんは……」

「俺は仕事を片付けたくてちょっと会社に出てたけど、このままお前らを見てたら胸やけしそうだからもう帰る」

「胸やけですか」

　緒方さんの言葉は、説明不足でいまいち理解できない。

　首をかしげる私に、南さんが微笑んだ。

「では、私たちはこれで失礼いたします。社長は十階でお待ちですので」

「はい、ありがとうございました」

　優雅なお辞儀に私も慌てて頭を下げた。




　エレベーターが十階の役員フロアに着くと、直哉さんが出迎えてくれた。

「わざわざ寄ってもらってごめんね」

　謝られ、直哉さんの顔を見上げながら笑顔を返す。

「お店のすぐそばだし、大丈夫ですよ。ガーデニア、元気ないんですよね？」

　私が尋ねると、直哉さんは社長室へと歩きながら苦笑した。

「ごめん。それ嘘なんだ」

「嘘ですか？」

「あずさに、見せたくて」

　なにをだろうときょとんとしていると、社長室のドアが開かれた。

　窓辺に置いてあるガーデニアの鉢には、八重の豪華な花弁を開いた純白の花がいくつも咲いていた。

「わぁ……」

　綺麗に咲いたガーデニアに、声を漏らす。

　私が届けたときにはまだつぼみもついていなかったのに、こんなに綺麗に花を咲かせてくれたことがうれしくなる。

　思わず鉢に駆け寄った私に、後ろからゆっくりと靴音が近づいてきた。

「海外では、プロポーズのときに女性へこの花を贈るって知ってる？」

　背後からの質問に、戸惑いながらうなずいて直哉さんを振り返る。

「はい……」

　ガーデニアの白い花の清楚な美しさや、香水に使われるほど甘い香りのせいか、よく求婚や女性を誘うときに使われるらしい。

　だけど、直哉さんがそのことを知っているのは意外だった。

　小さく首をかしげていると、直哉さんは微笑みながら私の前を通り過ぎ、ガーデニアの鉢の前まで歩いていく。

　そして艶のある緑の葉の中に咲く可憐な白い花に手を伸ばすと、茎の部分から優しく摘み取る。

　もしかして……。

　わざわざ直哉さんが私をここに呼んだ理由を想像して、鼓動が速くなる。

　中央から外に向け幾重にも重なって開く可憐な花を一輪差し出し、直哉さんがこちらを向いた。

　その柔らかい視線に、胸がドキドキと高鳴る。緊張と幸福感で涙があふれそうになってしまう。戸惑いながら潤んだ目で見上げれば、直哉さんが微笑んだ。

「あずさ。結婚しよう」

　穏やかな甘い声でささやかれたプロポーズの言葉に、感激して胸がつまった。小さな頃から私の憧れだった真っ白なガーデニアの花が涙でぼやける。

「……っ」

　手で口元を覆って何度もうなずく私に、直哉さんは笑いながら私の頬をそっとなでガーデニアを耳の上に飾ってくれた。

　ふわりと漂う甘い花の香り。ガーデニアの美しいたたずまいや花言葉にぴったりの香りだと思う。




「……直哉さん、ガーデニアの花言葉は知ってますか？」

　そう質問すると、直哉さんは首を横に振った。

「ガーデニアの花言葉は、『私はとても幸せです』っていうんですよ」

　涙声でその言葉を伝える。

　すると直哉さんは整った顔を崩してくしゃりと笑い、私を見て微かに首をかしげる。

「それは、あずさの気持ちだと受け取ってもいい？」

　甘やかすようなねだるような問いかけに、頬を赤くしながらうなずいた。

「……はい」

　直哉さんの隣にいられるだけで、私はとても幸せです。

　そう答えようとしたけれど、直哉さんの腕が腰に回り体を引き寄せられて、唇がふさがれた。

　びっくりして目を丸くした私に直哉さんがイタズラっぽく笑う。

　至近距離で顔を見合わせて微笑み合うと、もう一度唇が重なった。

　幸せでお互いに笑みをこぼしながら、触れては離れる戯たわむれのようなキスを繰り返す。

　愛おしい人の腕の中、甘いガーデニアの香りと優しいキスに溶かされて、幸福感に酔いながら目をつぶると、こらえていた涙が目尻からこぼれた。

　これからもずっと、この花の言葉のように幸せでいられますように。

　そう願いながら、たくさんのキスを交わした。
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ツツジの丘




　――『再婚を考えている人がいる』という父からの報告に、ふたつ返事で了解した。

　息子とはいえ、自分はもう年齢的にも社会的にも完全に独立したいい大人だし、離婚して母が出ていった後、仕事をしながら自分を育ててくれた父には感謝していたから、どんな女性と再婚しようが反対する気なんかなかった。

　再婚相手のひとり娘が花屋を経営していると聞いて、少しだけ興味が湧いた。

　自分よりも六歳年下。ということは、義理の妹になる。

　お互い成人してしっかり仕事もしていて、親が再婚して家族になったとしても、特に深い関わりになるとは思わなかったけれど、『妹』という馴染みのない言葉に、『ひとりっこの自分にもし兄がいたら、弟がいたら』なんて他愛のない想像をしていた幼い頃の自分を思い出した。

　親父から聞いた店は、会社のすぐそばにあった。雑居ビルの一階にある、こぢんまりとしたかわいらしい花屋。通りに面して大きな窓があり、小さな店の中が見渡せる。

　会社に向かう途中にわざと少し遠回りをして足を止めた。

　季節は寒い冬の終わり。街路樹や花壇に緑が芽吹くのはまだ先で、アスファルトやビルの外壁の暗い色ばかりが目につく。

　そんな色褪せたような街の中、窓から見える花であふれた店内は色鮮やかに浮かび上がり、まるで額縁の中の一枚の絵のようだった。

　その中で働くひとりの女性。背中まである髪を後ろでひとつにまとめ、白いシャツにグリーンのエプロン。その上に黒のカーディガンを羽織っただけのシンプルな格好なのに、綺麗に咲いた花よりも彼女に目を奪われる。花に触れるときのその表情が、とても幸せそうだったから。

　熱風と乾燥に弱い花を扱う店内は、きっと暖房も最小限にしているんだろう。柔らかそうな頬と鼻の頭が微かに赤らみ、冷たい水でかじかんだ指先を時折息で温める。

　まだ寒く水も冷たいこの時期に、花屋の仕事はきっと想像以上に過酷なはず。けれど彼女は決して手を抜くことなく、愛情を込めて花の世話をしているように見えた。

　じわりと胸が温かくなった気がした。通りに面した窓の外からなにげなく店をのぞいただけなのに、花に囲まれながら働く彼女の姿が、やけに印象に残った。

　そのときは自覚していなかったけれど、たぶんそれが、恋の始まりだ――。




　金曜の夜。明日はふたりとも仕事が休みで、のんびりとベッドの中で他愛もない話をしていた。

　腕枕をしながら、初めて花屋の前を通ったときのことを思い出して話すと、まどろんだ表情だったあずさが驚いたようにパチパチと目を瞬かせた。腕枕から頭を上げ、こちらを見上げて首をかしげる。

「え？　じゃあ、直哉さんは最初から私のことを知ってたんですか？」

「知ってるといっても、親父にお店の場所を聞いて遠くから眺めただけだけど」

「でも、社長室にガーデニアを届けたときにはもう、私が妹になるってわかってたんですよね？」

　その問いかけに微笑みで肯定すると、白い頬が不満そうに膨らんだ。

「最初に言ってくれればよかったのに。私だけなにも知らなかったなんて、ちょっと悔しいです」

　半年前のあのとき、気分転換に社長室になにか緑でも置こうかなという思いつきに、少しも下心がなかったといえば嘘になる。義理の兄妹になるという先入観を持たれる前に、素の彼女と話をしてみたかった。

　――窓の向こうの小さな店内で柔らかな表情で花に触れる彼女は、どんな声でどんなふうに話すんだろう。他愛のない興味と少しのイタズラ心で鉢植えの配達をお願いした。

　鉢植えを持って社長室に入ってきた彼女が、ガーデニアの手入れを説明してくれたとき、想像していた通りの柔らかな声や丁寧な口調、花に対するひたむきな気持ちが伝わってきて好感を持った。

　この子が義理の妹になるのか。真面目で控えめな印象の女の子。きっと、いい家族になれそうな気がする。

　なんて思いながらその姿を眺めていると、不意に視線が頼りなく揺れた。

　花に関することを話しているときはとても落ち着いていたのに、俺の視線がガーデニアではなく自分に向かっていると気づいた途端、わずかにうろたえ始める。

　微かに上ずった声。泳ぐ視線。上気した頬。動揺を悟られないように、必死で隠している様子がいじらしく見えてしまった。

　不安げな彼女を優しく甘やかしてあげたい。花に向かっているときとのギャップに、そんなことを思ってしまった。

　俺は、年下の恋人を作って出ていった母親の影響もあって、女性に夢や理想は持っていなかった。今まで恋愛には淡白なほうで、恋人を甘やかすことなんてなかったのに。

　そのときにはもうすっかり恋に落ちていたのかもしれない――。

　出会ったときのことを思い返していると、腕の中のあずさが小さくため息をついた。

「直哉さんって優しそうに見えて、実は意地悪ですよね」

　ベッドの中で責めるようににらまれて、首をかしげる。

「そう？」

「いつも動揺する私を見ておもしろがって、からかうじゃないですか」

「あずさの反応がいつも想像以上にかわいいから」

『かわいい』という言葉に反応してあずさが黙り込む。口をつぐんで眉をひそめているけれど、じわじわと頬が赤くなっていく。

　思わずうつむいてこっそり肩を揺らして笑っていると、その様子を彼女に気づかれてしまった。

「ほら！　またそうやってからかって……」

　赤らんだ頬がかわいくて、腕枕をしていた手で後頭部を引き寄せ唇をふさいだ。反射的にあずさの細い腕が動き、軽く体を押し返されるけれど、不満を言いかけてとがった唇はとろりと緩んでいく。

「ん……っ」

　触れるだけのキスを何度かすると、あずさの唇から吐息が漏れた。その声にあおられ、もっと奥まで求めるような欲張りな長いキスになる。

　俺の胸を押し返していた腕から力が抜け、くたりとベッドの上に落ちた。

　赤く上気した頬に軽いキスをして長い髪をなでると、潤んだ瞳で上目遣いににらまれる。

「やっぱり直哉さんって意地悪」

「そう？」

「こんなキスをされたら、なにも考えられなくなっちゃいます」

　拗ねた口調が愛おしくて、耳元で問いかける。

「キスされるのは嫌だった？」

「い、嫌じゃないですけど……っ」

　鼻先を近づけ触れるだけのキスをする。触れては離れる戯れのようなキスに、膨れっ面だったあずさの表情も緩み、クスクスと笑ってキスを受け止める。

「直哉さんって、小さなときはどんな子供だったんですか？」

「どうして？」

　腕の中のあずさにそんなことを聞かれ、首をかしげる。

「今は落ち着いた素敵な大人に見えるけど、きっと子供の頃はイタズラをいっぱいしてたんだろうなって」

「確かに。元気を持て余した悪ガキで、よく母親を困らせて怒られてた」

　俺の言葉に、彼女は枕から頭を上げて興味津々の視線をこちらに向けた。

「どんなイタズラをしてたんですか？」

「祖父の家に遊びに行って、大きな庭にはしゃいで遊んでるうちに道に迷ってひと晩外で過ごしたり」

「え!?」

　目を丸くしたあずさに苦笑しながらうなずく。

　――幼い頃フランスで過ごしたという祖母の趣味で、祖父の家は建物も庭も南仏風に美しく整えられていた。

　赤レンガと漆喰の外壁に素焼きのオレンジの瓦かわら屋や根ね。ほのぼのとした温かい雰囲気のある洋館から続く大きな庭。こんなデザインの大きな一軒家は珍しくて、幼かった俺は都心から少し離れた場所にある祖父の家で遊ぶのが大好きだった。

　青々とした芝生の真ん中で立派な枝を広げた欅けやき。木製のパーゴラの上に蔦を伸ばすブドウの木、咲き誇る色とりどりの花。緩やかな曲線を描く小道に、小さな池。木立の中にひっそりと建つ秘密基地のような東屋。土の匂い、花の香り、風の音、鳥の声。

　マンション暮らしをしていた俺には、目に映るもの聞こえるものすべてが新鮮でワクワクした。

　自分の名を呼ぶ母に見つからないようにしゃがみながら、この庭がどこまで続くのか確かめずにはいられなくて、目を輝かせて緑の中を前に進む。庭から続く森は緩い丘になっていて、駆けのぼると一気に視界が開けた。

　斜面に背の低い木が並び、艶のある緑の葉の間にはオレンジのツツジの花がいくつも咲き誇り、夕日を受けてまるで燃えているようだった。その鮮やかな色彩に目を奪われた。

　そして、太陽が沈んだ後で闇に目を凝らせば、見上げた視界いっぱいに満天の星。

　冒険心に火がついて、恐怖なんて感じなかった。

　ワクワクしながら暗い森を歩き回って、気がつけば歩き疲れて、大きな木の幹にもたれかかって眠り込んでいた。

　名前を呼ばれ目を覚まし、のんきに『もう朝？』と問うと、血相を変えて捜し回っていた母に思いきり叱られたのを覚えている――。

「きっとお母さん、ひと晩中すごく心配してたんでしょうね」

　顔を曇らせた彼女に、苦笑する。

「父からも祖父からも説教されたけど、すごく楽しかったんだよね。だからいまだに祖父の家に行くと少しワクワクする」

「反省の色、ナシですね」

　にっこりとうなずいた俺を見て、あずさもあきれたように笑った。シーツの上でクスクスと細い肩が揺れる。

「もう祖父も祖母も亡くなってるけど、家はまだそのままあるんだ。管理をお願いして庭の花の手入れをしてもらってるから、きっとあずさも気に入ると思う」

「へぇ……。行ってみたいなぁ」

「今度行こう。案内するよ、小さい頃お気に入りだった庭を」

「そのときは、道に迷わないでくださいね」

　少し心配そうに言ったあずさにうなずいた。

　花であふれた庭を歩きながら、いろんな話をしよう。お互いの小さな頃の思い出話や、これからのふたりについて。

　そんなことを考えて腕の中を見ると、いつのまにかあずさは静かに寝息を立てていた。

　無防備な寝顔に小さく笑ってそっと頭をなでる。

　夜が明けるまであと少し。華奢な肩を抱き寄せて、俺もゆっくり目を閉じた。
















特別書き下ろし番外編










欅の木の下で




　両開きの扉が開かれ、目の前に現れた明るく広い空間に思わず目をすがめた。

　五メートルはある高い天井まで壁一面がガラス張りになっていて、柔らかい自然光が差し込む。

　見上げれば豪華なシャンデリア。絨毯も壁紙も扉も上品なオフホワイトで統一されていて、窓から見える美しい庭の緑がとても映える。

「お庭が綺麗……」

　会場の中よりも窓の外に目を奪われながら、そうつぶやく。

「会場よりもまず庭に目がいくなんて、あずさらしいな」

　手入れの行き届いた庭に見惚れていると、隣にいる直哉さんに笑われてしまった。

「都倉様が挙式される時期には、花であふれた美しい景色を楽しめると思いますよ」

　ホテルの中の案内をしてくれているウエディングプランナーの女性がそう言って微笑む。

　まだ寒い二月。庭に咲いているのは、紫色のクロッカスに白い水仙。そして黄色の柔らかい花をつける銀ぎん葉ようアカシア。控えめで清楚な花が多い。

　だけど式を挙げる予定の春から初夏にかけては、色とりどりのバラやライラックやアジサイ。色も形も違うたくさんの花が咲き誇ることだろう。

　その様子を想像して思わず口元がほころぶ。

　そんな私の後ろで、ホテルの支配人が直哉さんに話しかけた。

「いかがですか？　この会場でしたら五百名様まで対応できます」

「ご……」

　五百名って。人数の多さに息をのみ振り返る。

「招待客は三百人くらいになる予定だから十分だね」

　身をすくめた私の横で、直哉さんがそう言ってうなずいた。

　三百人だって、相当多い。

　広い会場をぐるりと見回す。ここにたくさんの招待客が座っているのを想像するだけで、私は緊張してしまった。




　一年前に直哉さんにプロポーズしてもらったのと同じ季節。夏のはじめに、私と直哉さんは結婚する。今は結婚披露宴に向けての準備で大忙しだ。

　これまでも花嫁のブーケを作ったりブライダル会場の装花を担当したりと、ある程度知識はあるつもりだったけれど、実際の準備は想像以上に複雑で驚いた。

「結婚するって、大変なんですね」

　挙式する予定のホテルでの打ち合わせを終え自宅に戻った私は、玄関に入りヒールを脱ぎながらため息をつく。

　会場の下見をした後、勧められるがままにたくさんのウエディングドレスを試着させてもらったり、料理の試食をしたり、盛りだくさんの内容にさすがにぐったりしてしまった。

「説明が多くて肩が凝ったね」

　自宅に戻って気が抜けたのか、直哉さんもため息をこぼした。

　外ではこんな顔見せたりしないんだろうな。

　いつもは穏やかで優しい直哉さんのだるそうな表情に、少し優越感を感じていると、背後から長い腕が伸びてきた。廊下で背中から抱きしめられ、驚いて飛び上がる。

「疲れたから運んで」

　耳元でそう言って、直哉さんが私にもたれかかってきた。

　密着した体と、耳元に触れる吐息と、そして容赦なくかけられた体重にパニックになる。

「な、直哉さん、無理です！　つぶれます！」

　私より二十センチも背が高くたくましい直哉さんの体を運べるわけがない。顔を真っ赤にして叫ぶと、背中にかかっていた重みがすっと引いて私の足が床から浮き上がる。

「じゃあ、代わりに俺が運んであげる」

「え？」

　私の膝裏と背中を手で支え、涼しい顔で私を抱き上げる直哉さん。

　突然のお姫様抱っこに驚いて、慌てて直哉さんの首に手を回してしがみつく。

「運ぶ先はリビングとベッドルーム、どっちがいい？」

　耳元でそう問われ、ぶわっと頬が熱くなった。

「どっちって、そんなの……」

　答えに困り口ごもると、至近距離でじっと見つめられてしまう。

　動揺する私をおもしろがるような、少し意地悪で甘い視線。その視線から逃げるようにうつむいて、消え入りそうなほど小さな声で言う。

「な、直哉さんの、好きなほうで……」

　私の答えを聞いて、直哉さんが肩を揺らして笑った。

「了解」

　うなずいた直哉さんが迷わずベッドルームのドアを開ける。いつもふたりで寝ている広いベッドに優しく体を下ろされた。

　ベッドの上にちょこんと座り見上げると、直哉さんはネクタイを外すところだった。長い指が乱暴に首元の結び目を緩め、シュッと音を立てて抜き取る。

　気だるげな仕草が色っぽくて、思わずドキドキしてしまう。なんだか恥ずかしくなってうつむいて自分の膝を見ていると、「あずさ」と声をかけられた。

「はい」

　なんだろうと顔を上げると、真剣な表情の直哉さんがこちらを見下ろしていた。

「結婚式、どんどん大ごとになっていってごめん」

　申し訳なさそうに謝られ、慌てて首を横に振る。

「大丈夫ですよ。ちょっと会場の豪華さに驚いただけです」

「親しい人だけ招待できれば十分だと思ってたんだけど」

　最初は身内や友人だけの小さな結婚式ができれば、なんて考えていたけれど、具体的に準備を進めるうちに、どんどん大規模な披露宴をすることになってしまった。

　招待客のリストを見れば、大きな会社の重役や政治家なんかの名前が連なっていて、眺めているだけで緊張してしまう。たぶん、直哉さんと結婚しなければ、一生縁のなかった世界の人たちだ。

「親父が再婚をするときに挙式も披露宴もしなかったから、その分も俺たちの結婚を祝わせろって言ってくる関係者が多くて。しわ寄せがこっちにきてごめん」

「いえいえ！　お祝いしてもらえるのは、うれしいことですよね」

　それだけお義父さんや直哉さんの人望が厚いということだ。

「でも、無理してない？」

　心配そうに問われ、笑顔を作る。

「あんな素敵なホテルで披露宴をあげられるなんて楽しみです」

　結婚式をするホテルは、素敵な庭がある外資系のホテル。いつか直哉さんがオープニングのイベントを手がけたホテルだ。

　建設工事をお義父さんの会社が請け負ったこともあり、ホテルの支配人がじきじきに対応してくれるという力の入れように、直哉さんやお義父さんはすごい会社の経営者だということを改めて実感した。

　私が膝を抱えたままでいると、直哉さんがベッドの脇に腰を下ろした。そして真剣な表情でこちらを見る。

「仕事関係のしがらみは気にしないで、あずさの好きなようにしていいんだよ」

　心からそう思っているのが伝わってくる優しい言葉に、胸がふわっと温かくなった。

　正直プレッシャーもあるし、こんな大規模で豪華な披露宴は自分には不相応で贅沢な気もする。だけど、直哉さんのためなら頑張れる。

　返事をする代わりに、直哉さんの肩に顔を寄せ、そっと頬ずりをする。

　すると、直哉さんがクスリと笑った。

「少しでも不満があるなら、我慢せずにちゃんと言えよ」

　私が「うん」とうなずくと、大きな手が私の頭に触れた。

「直哉さんは豪華な披露宴になにか不満があるんですか？」

　肩に寄りかかったままで聞くと、直哉さんが私の髪をなでながらうなずく。

「不満はあるよ」

「え？」

　なにが不満なんだろうと不思議に思って直哉さんを見上げる。すると腰に腕が回り、抱きしめるようにベッドの上に押し倒された。まっすぐにこちらを見つめる視線が熱をはらむ。

「あずさのドレス姿が綺麗すぎて、ほかの男に見せたくない」

　耳元でささやかれて、一気に顔が赤くなった。直哉さんの独占欲に、胸がドキドキしてしまう。

「からかわないでくださいっ」

　いちいち照れてしまう自分が恥ずかしくて寝返りを打ちシーツに顔をうずめると、頭上からクスクスと柔らかな笑い声が落ちてくる。

「からかってないってわかってるくせに。そうやって恥ずかしがる姿もかわいいけど」

　私が動揺しているのも照れ隠しで顔を隠したのも、全部お見通しで少し悔しい。

　直哉さんは私に覆いかぶさるようにして、耳の後ろにキスをした。

「ん……っ」

　温かい唇の感触に思わず小さく身じろぐと、直哉さんのキスは耳から首筋へとゆっくりと移動していく。

　皮膚の上を唇で優しくなぞられて、体の奥から甘いうずきが生まれる。私がシーツをぎゅっと握ると、肩をつかまれ仰向きにされた。

　見上げれば、私を組み敷く直哉さんに見つめられる。

「あずさ、好きだよ」

　言葉と一緒に額にキスが落ちてきた。

「……私も、直哉さんが好きです」

　そう言うと、今度は唇がふさがれる。

　こうやって一緒にいられるだけで、本当に幸せだ。これからもずっと一緒にいたい。だから、そのために頑張らなきゃ。

　直哉さんの首に腕を回しキスをしながら、そう自分に言い聞かせた。




「招待客三百人って、大変だね……！」

　店で仕入れた生花の水揚げをしながら結婚準備の話をしていると、聞いていた夏美が目を丸くした。

「五十人の披露宴でさえ、誰に挨拶を頼むかとか席順をどうするかとか悩んで、はげるかと思ったのに」

「挨拶とか席順は、直哉さんや秘書の南さんもいろいろ相談にのってくれてるから大丈夫だよ」

「会社関係はよくわからないもんね」

　夏美の言葉にうなずいて手を動かす。

　とはいえ席順以外にも、ドレスのオーダーメイドや料理や引き出物、考えないといけないことは山のようにあるけれど。

　夏美は私よりもひと足先に結婚して、今は私と一緒にガーデニアで働いてくれている。

　夏美の披露宴は新郎新婦の人柄もあって、明るくて和なごやかでとても素敵だった。ブーケやテーブルのフラワーアレンジは私が担当させてもらい、親友の披露宴のお手伝いができてうれしかった。

「あずさの披露宴は、会場の装花はどうするの？」

「規模が規模だし、打ち合わせでイメージを伝えてホテル専属のフローリストさんに任せようと思ってるんだ。だけど、もしよかったらブーケとブートニアは夏美にお願いしたいなって思って――」

「やるやる！　絶対やるよ！」

　私が探るように言うと、夏美が言葉を遮って身を乗り出した。

　その勢いに思わず吹き出す。

「よかった。夏美が作ってくれたブーケを持って結婚式をしたいって思ってたんだ」

「私もあずさのブーケを作れてうれしいよ。どんなブーケがいいかちゃんと考えてね、気合いを入れて作るから」

「うん。いろいろ相談にのってね」

　ふたりで笑い合うと、少し気持ちが明るくなった。




　その夜リビングのソファで膝を抱え、スケッチブックを開いた。

　テーブルの上には、四十八色の色鉛筆。グラデーションのように綺麗に並んだ鉛筆の中からお目当ての色を探し出し、手に持つ。

　頭の中で思い浮かべるのは、アットホームなガーデンウエディング。

　青々とした芝生に、緑の葉を揺らす木立。色とりどりの季節の花。春から夏にかけての庭はそれだけで十分美しいから、装花は最小限でいい。

　芝生の上にナチュラルなチョコレート色の木の椅子を並べて、背もたれにジャスミンの白い花とアイビーの緑の蔦でかわいらしくシンプルな飾りつけ。赤い絨毯はちょっと目立ちすぎて、ほのぼのとした庭の雰囲気を壊してしまいそうだから、バージンロードの代わりにバラのアーチを入り口にして。

　新郎新婦が誓う祭壇は、できれば木の下がいいな。さわさわと風に葉がそよぎ木こ漏もれ日が揺れる木の下で、永遠の愛を誓うなんてとても素敵だと思う。

　そんな素朴で温かい挙式をイメージして色鉛筆を走らせていると、目の前のスケッチブックに影が落ちた。

「結婚式の花のデザインを考えてるの？」

　その声に驚いて見上げれば、ソファの後ろから直哉さんが私の手元をのぞき込んでいた。

「あ、お帰りなさい！」

　直哉さん、仕事から帰ってきたんだ。集中していて気づかなかった。

　私が慌てて閉じようとしたスケッチブックを優しく取り上げられる。「見てもいい？」と問われうなずくと、私が書いたガーデンウエディングのデザインを見て直哉さんが目を細めた。

「ガーデンウエディングか。花が好きなあずさらしい結婚式だね」

「この前ホテルで素敵なお庭を見たせいか、想像が膨らんじゃって」

　そう言うと、直哉さんがスケッチから私に視線を移す。

「本当は、あんな大規模な披露宴じゃなくて、こういう素朴な結婚式をあげたいと思ってる？」

　その問いかけに、私は慌てて首を横に振った。

「違いますよ。ただ、アイデアが浮かんだから忘れないように書き留めていただけです」

「本当に？」

　確認するように顔をのぞき込まれ、力強くうなずく。

「あんなに立派なホテルで結婚式をできてすごく贅沢だし、一流のフローリストさんに装花をお願いできるなんて勉強になってうれしいです」

　それでも疑うように見つめられて、私は思わず苦笑した。

「本当に不満なんてないし、こんなに直哉さんに優しくしてもらえて、幸せすぎて罰があたるんじゃないかって怖いくらいなんですよ」

　そう言うと、ようやく直哉さんが表情を緩め笑ってくれた。

「俺も、あずさとこうやって一緒にいられて幸せだよ」

　甘い言葉と一緒に、キスが降ってくる。

　あともう少しで直哉さんと私は結婚する。

　オートクチュールのドレスに、結婚指輪。ヘアメイクにテーブルアレンジ。披露宴の主賓を決めたり挨拶の順番を考えたり、料理に飲み物、ウエディングケーキに細かな演出を決めたり。

　決して自分たちのひとりよがりにならないように。出席してくれた人たちに感謝の気持ちが伝わるように。そう気をつけながら目が回るほどたくさんのことを決め、披露宴の準備もようやく大詰めだ。

「披露宴の準備、あずさに任せてごめん。大変だっただろ」

　そうやって気遣ってくれる優しい直哉さんに、微笑みながら首を横に振る。

「直哉さんだって忙しい中いろいろ手配してくれて、心強かったです。それに自分で結婚式の準備をしてみて、勉強にもなりましたし」

　今までウエディングブーケや会場装花の仕事をしてきたけれど、実際に自分が結婚する立場になると、問題点や気になる部分が見えてきた。

　勝手がわからず困っているとき、担当のコーディネーターさんの言葉ですごく安心できたり、わかりやすく具体例をまとめてくれる気遣いがうれしかったり。次にウエディングの仕事をするときは、もっと新郎新婦の気持ちに寄り添って式のお手伝いをできる気がする。

　私の言葉に、「相変わらず仕事熱心だな」と直哉さんに笑われてしまった。




　ホテルでの披露宴を二週間後に控えた土曜日。

　オーダーしていたウエディングドレスの最終フィッティングのために、オートクチュールのドレスのお店まで向かう。

　本当は直哉さんと一緒に行くはずだったけれど、多忙な直哉さんの都合がつかずに代わりに母がついてきてくれた。

「直哉さんは来られなくて残念そうだったけど、花嫁のドレス姿は本番までのお楽しみにとっておいたほうがいいから、ちょうどよかったわね」

　なんて明るく言う母と笑い合いながらお店に入ると、スタッフの女性が出迎えてくれた。

「お待ちしていました、都倉様」

　奥のフィッティングルームに通される。部屋の中心に置かれたマネキンが美しい白いドレスを纏っていた。

「わぁ……！」

　思わずため息が漏れてしまう。

　おとぎばなしのプリンセスが着ているような、オフショルダーの清楚な純白のウエディングドレス。

　数カ月前からデザインの相談や採寸、仮縫いと何度も打ち合わせをして作ってきたドレスは、完成したものを見るのは今日が初めてだった。

　デザインや形はシンプルだけど、胸元に施された繊細な銀糸の刺繍や、柔らかいサテンが広がるロングトレーン。細かなディテールにまでこだわって作り上げられたのが伝わってくる。

「ほら、さっそく着てみてよ」

　想像以上の出来上がりに感激していると、母に試着を急せかされた。

「ヘアメイクのスタッフもおりますので、どうぞ」

「ヘアメイクさんですか？」

　今まで何度も打ち合わせを重ねてきた担当の女性の言葉に首をかしげる。

　なんでフィッティングをするだけなのに、ヘアメイクさんが待ってくれているんだろう。

　疑問に思いながらも、完成したばかりのドレスを試着した。

　シルクの美しいドレスは私にぴったりに作られていて、本当のお姫様になったような気分になる。

「どうぞ」とスタッフの女性に促され、大きな鏡と向かい合う。

　シェイプされたウエストから広がるＡラインのスカートが、一歩進むたびに、風をはらんだ白い大輪の花のようにふわりと揺れる。デコルテや背中のラインが美しいドレスのデザインが映えるようにと、ヘアメイクさんが髪を綺麗にアレンジしてアップにまとめてくれた。

「着心地やサイズなどで、気になるところがあったら遠慮なくおっしゃってくださいね」

「すごい、想像していた以上に素敵です。こんなすばらしいドレスをありがとうございます」

　思わず感動して声を震わせると、スタッフさんが優しく微笑んでくれた。

「本当にお似合いですよ」

　このドレスを着て、私は直哉さんと結婚する。幸せで、胸がいっぱいになる。

　すると、待ちきれなかったのか、母が扉の隙間からこちらをのぞいている姿が鏡越しに見えた。

「お母さん、入ってきてもいいよ」

　苦笑しながら声をかけると、母がうれしそうに近づいてきた。そして私の前まで来て、頭から足元までじっくりと眺め目を細める。

「すごく素敵ね。上品なのに柔らかい雰囲気があずさによく合ってる」

「ありがとう」

　褒められると照れくさくて、思わずうつむく。すると、きゅっときつくこぶしを握った母の手が目に入った。

　どうしたんだろう。小さく震える手を不思議に思って顔を上げる。

　母と目が合った瞬間、鼻の奥がつんと痛くなった。

「……本当に。大きくなったね、あずさ」

　目を赤くした母にそう言われ、胸の奥から熱いものが込み上げた。慌てて口元を手で覆って涙をこらえる。

「小さな頃からずっと、いろんなことを我慢させてごめんね。忙しさを理由にさみしい思いをさせたこともたくさんあったと思う。それなのにあずさはずっと、まっすぐ前を見て頑張り続けてくれた」

　なにか言いたいのに、喉がつまったようにうまく声に出せなくて、嗚お咽えつをこらえながらただ首を左右に振る。

「私は自分がいい母親だったなんて胸を張れないけど、あずさがこうやって立派な大人になってくれたことだけは自慢よ」

「……私にとっても、お母さんは自慢の母だよ」

　温かい言葉に、両手で顔を覆って潤んだ目元を隠し何度もうなずく。

「こんなに優しい子に育ってくれて、ありがとう」

　包むように肩を抱かれて、我慢しきれずに涙があふれた。

「私こそ、今までずっと育ててくれてありがとう……」

　しゃくり上げながら感謝を伝えると、母が「うん」とうなずいた。

　小さな頃に父が亡くなってから、私のためにひとりでずっと頑張ってきてくれた、優しくて強くて少しおせっかいな母。母がいたから私はこうやって大きくなれた。

　直哉さんと結婚して、家庭を持って幸せになって、ようやく母を安心させてあげられるのかと思うと、うれしくて、でも少し切ない。

　喜びとさみしさがごちゃ混ぜになって、母娘ふたりで抱き合って泣いてしまった。

「もう、結婚式はまだ先なんだから、泣くのは気が早いよ」

「だってあずさのドレス姿、本当に素敵で感激しちゃったんだもの」

　なんだか照れくさくて、鼻をすすりながら顔を上げ苦笑し合う。

　すると、扉のところに意外な人を見つけて飛び上がった。

「そろそろいいかな？」

　壁にもたれかかりながらそう言って笑うのは、お義父さんだ。

「お義父さん、どうして……？」

　不思議に思って母の顔を見ると、母はお義父さんが来るのを知っていたようで、目元の涙をぬぐいながら振り返った。

「和昭さん、お待たせ」

「じゃあ、行こうか」

　まるで予定していたかのようなふたりのやりとりに首をかしげる。

　もしかして私のドレスのフィッティングに付き合った後、ふたりでデートの約束でもしていたのかな。

　きょとんとしていると、母に腕をつかまれた。

「さ、あずさも行くわよ」

「え!?」

　当然のように私を店からどこかに連れていこうとする母に、驚いて目を瞬かせる。

「行くって、どこに？　それに私、ドレス……！」

　こんなウエディングドレスを着たままどこかに行けるわけがない。せめて着替えるまで待ってほしい。

　それなのに、混乱している私を、お義父さんと母が一緒になって強引に連れ出す。

　お店のスタッフの人たちも驚く様子もなく「行ってらっしゃいませ」と頭を下げていた。

　店の前にはお義父さんの車が停められていて、母に後部座席に座らされる。

「待って、着替えを……！」

　そう言いかけた私を無視して、母が車のドアを閉めた。

「じゃあ出発するよ」

　ご機嫌なお義父さんがハンドルを握り、行き先も教えてもらえぬまま私はどこかに攫さらわれていく。

　どこに行くのか何度聞いても笑ってはぐらかされ、これ以上の質問は無駄だと諦めて座席の背もたれに体を預けた。

　混乱と不安で窓の外を眺めると、澄んだ水色の綺麗な青い空が見える。

　大きな葉を広げ道路に影を落とす街路樹が目に入り、もう初夏だな、とぼんやり思った。




　車で走ること一時間。ようやく目的地に着いたようで、お義父さんが後部座席を振り返った。

「あずさちゃん、着いたよ」

　お義父さんの言葉に、瞬きをして窓の外を見回す。

　車が停まっているのは、森に囲まれた一軒家の前のようだ。

　洋館のような立派な家を見上げ、きょとんとする。

　ところどころに赤レンガが施された漆喰の外壁にオレンジの瓦屋根。プロヴァンス風のおしゃれな建物は、もしかしたらカフェやペンションなのかもしれない。

「ここ、どこですか……？」

　不思議に思いながら聞くと、お義父さんも母も楽しげにシートベルトを外し車から降りる。

「ほら、あずさも。みんな待ってるわよ」

「みんなって……？」

　首をかしげていると、後部座席の扉が外から開かれた。

　驚いて車の外を見れば、そこにいたのは夏美だった。黒いサテンのワンピースの胸元に、明るい性格の夏美にぴったりのミニひまわりのコサージュをつけている。

「夏美、どうして……？」

　どうして夏美がここにいるのか。そして、どうしてそんな着飾った格好をしているのか。さっきから、わからないことだらけだ。

　瞬きをしている私の手を取って、夏美が私を車から降ろす。そして、純白のガーデニアをたっぷりと使った美しいブーケを差し出した。

「はい。絶対あずさに幸せになってほしいって、気合いを入れて作ったブーケだよ」

「え……？」

　戸惑いながらブーケを受け取ると、後ろからスーツ姿の男の人が近づいてきた。

　夏美の後ろに立った彼を見て、目を丸くする。

「誠吾さん……？」

「こんにちは」

　そう言って笑うのは、夏美の旦那さんの誠吾さんだ。

　なんで誠吾さんまでいるんだろう。

「ちゃんと、ヘッドドレスも作ったから」

　混乱している私をよそに、夏美が誠吾さんを振り返る。

　誠吾さんの手には、ブーケと同じくガーデニアで作られた清楚でかわいらしい小振りのヘッドドレス。それを夏美に手渡した。

　夏美がこちらに近づき、髪をアップにした私の耳元に飾ってくれる。

「うん。我ながらいい出来だわ。すごく似合う」

「えっと、ありがとう……。でも、これは……？」

　満足げにうなずく夏美に尋ねようとすると、それまで私たちのやりとりを見守っていたお義父さんが、こちらに一歩近づいた。

「じゃあ、花嫁入場といこうか」

　イタズラっぽく笑って、腕を組みやすいように肘を張って私の隣に立つ。

「あの、もしかして……」

　おずおずとお義父さんの腕に手を添え尋ねると、お義父さんは微笑んでうなずいた。

　お義父さんにエスコートされ、建物の裏手へと進む。

　そこには大きな庭があるようだ。ざわざわとした人の気配も感じる。

　もしかして……。

　そう思いながら歩いていくと、庭に出た途端わっと大きな歓声が上がった。

「結婚おめでとう！」

　その言葉と一緒に、拍手が起こる。

　見渡せば、母や夏美、誠吾さんのほかに、桜木さんや緒方さん、南さんの姿も見える。いつもお世話になっている人たちが、笑顔で私を迎えてくれた。

　綺麗な芝生に並べられたナチュラルな木の椅子。ジャスミンやアイビーのかわいらしい装花。赤い絨毯の代わりに置かれた綺麗なバラのアーチ。

　そしてその先に、白いタキシードを着た直哉さんがいた。

　私が心の中で描いていた、理想のウエディングそのものだった。

「お義父さん……」

　喜びと幸せで胸がいっぱいで、涙をこらえながら、エスコートしてくれるお義父さんのことを見上げる。

　するとお義父さんがクスリと笑って首を横に振った。

「こうやってあずさちゃんと腕を組んでいられるのは光栄だけど、あんまり長い間新婦をひとり占めしていると、新郎に怒られそうだからそろそろ行こうか」

　茶目っ気のある口調で言われ、目を潤ませながらうなずく。

　みんなの拍手に迎えられながら、美しい庭を一歩ずつ進む。

　バージンロードの先には青々とした葉が美しい大きな欅の木があった。その下で直哉さんが私を待っている。

　ゆっくりと近づくと優しい視線で見つめられ、愛おしさに胸が苦しくなった。

　お義父さんとともに近づく私を、直哉さんが優しく迎えてくれる。

　お義父さんの腕に添えていた私の手が、直哉さんの手に渡された。ぎゅっと力強く握られて、その手の温かさに涙が込み上げる。

「直哉さん……」

　豪華な披露宴を開くことに、不満なんてなかった。ふたりが夫婦になるために必要なことだから頑張ろうと思った。親しい人たちだけを招いたアットホームなガーデンウエディングに憧れてはいたけど、一度も表に出したことはなかったのに。

　直哉さんはいつも、言葉にしなくても私の気持ちをわかってくれる。そして私を幸せにしてくれる。

　こんなに私を愛してくれる人は、世界中にひとりだけ。そしてそんな人の妻になれる私は、きっと世界で一番幸せな花嫁だ。

　込み上げる涙で視界が霞む。涙目で直哉さんを見上げると、柔らかく微笑まれた。

「すごく綺麗だよ」

　ドレス姿の私を見て目を細める。長い指で頬をなでられ首をすくめると、「コホン」と咳払いが聞こえた。

　ふたりで振り返れば、大きな欅の木の下に立つお義父さんが笑っていた。

「誓いのキスはまだだよ」

　見つめ合っていた私たちをからかうように、目を細めてから姿勢を正す。

「新郎、都倉直哉」

　威厳のある低い声でそう言って、お義父さんは直哉さんに視線を向ける。直哉さんは静かにうなずいた。

「あなたは生涯あずさちゃんを守り、笑顔を絶やすことなく幸せにすることを誓いますか？」

「はい、誓います」

　迷うことのない堂々とした直哉さんの声に、胸がつまる。感情がたかぶって、ブーケを持つ手が震えてしまう。

「新婦、福原あずさ」

　ゆっくりと呼びかけられ、涙をこらえながらうなずく。

　今にも泣き出しそうな私に、お義父さんは穏やかに微笑んだ。

「あずさちゃん。私たちは、いつも周りの幸せのためにひたむきに努力するあなたのことが大好きです。だけどこれからは、ひとりで我慢したり頑張りすぎたりしないこと。私たちは家族なんだから」

　お義父さんがこちらを見つめながら、念を押すように「いいかい？」と問いかける。

　愛のある優しいお説教に、私は目に涙をためながらうなずいた。

「では、あなたはどのようなときも直哉の支えとなり、生涯変わることなく愛し続けることを誓いますか？」

「……はい、誓います」

　涙声で宣言すると、お義父さんが満足げにうなずいた。

「では、誓いのキスを」

　その言葉を待っていたように、直哉さんの腕が私の腰を引き寄せる。瞬きをしているうちに、唇が重なった。

　わっと周りから歓声が上がる。

　目を閉じると、頭上から降る木漏れ日がまぶたにちらちらと揺れた。

　本当に私は世界で一番幸せな花嫁だ、と実感した。




　式を終え、ささやかなパーティーが始まった。建物から続く木製のテラスには白いキャンパス地のガーデンパラソルが立てられ、テーブルに料理も並べられている。

「サプライズ大成功だったね」

　そう言って笑うのは夏美だ。

「本当にびっくりしたよ。いつの間にこんな準備をしてたの？」

「一カ月前くらいに直哉さんから、披露宴とは別にあずさの理想の結婚式をプレゼントしてあげたいんだって相談されてね。内緒で準備するの、すごくワクワクして楽しかった」

「そうだったんだ……。ありがとう」

「こんな素敵な結婚式をプレゼントされるなんて愛されてるね、あずさ」

　にやにやと笑われて、頬が熱くなる。

「本当、見てて胸やけするくらい愛されてるな、妹」

　恥ずかしくてうつむいていると、低い声が聞こえてきた。顔を上げれば副社長の緒方さんがいた。

「直哉がここまで女を溺愛するのなんて、初めてだから驚いた」

　直哉さんとは長い付き合いだという彼の言葉に、戸惑いながら首をかしげる。

「あいつ、優しそうに見えて実は冷めた性格だったんだよ。金とか肩書き目当てで寄ってきた女は冷たくあしらってたし、こんなに女を甘やかすやつだとは思わなかった」

「そうなんですか……？」

　直哉さんは出会ったときから優しかったから、冷たいとか冷めてるという印象はまったくなかったのに。

　驚いて瞬きをすると、緒方さんが両肩を上げた。

「妹の、不器用なくらいひたむきなところが、あいつのツボにはまったのかもな」

　そう言って、緒方さんがこちらに手を伸ばし、ぽんぽんと頭を叩く。

「失礼ですよ、副社長。気安く花嫁の頭を叩くなんて」

　横から咎とがめるようににらむのは秘書の南さん。

　仕事中はラフな格好をしている緒方さんは今日はフォーマルなスーツ姿だし、南さんは綺麗な肩があらわになった大人っぽいデザインのホルターネック型のワンピースを着ている。もともとスタイルがいいふたりだけど、こうやって着飾るとまるでモデルさんみたいだ。

「緒方さんも南さんも、今日はわざわざ来てくださってありがとうございました」

　長身のふたりに微笑みながら頭を下げる。

「いえ、素敵な式に参加できて光栄です。ご結婚おめでとうございます」

　綺麗な会釈をした南さんが顔を上げ、私のことをじっと見る。その真剣な視線に少したじろぐと、隣にいる緒方さんが容赦なく南さんの後頭部を小突いた。

「南、お前、顔が怖い」

「だって、ウエディングドレス姿のあずささんが本当に愛らしくて……」

「変態か」

「ほっといてください」

　そんな漫才のようなやりとりをしているふたりにつられて笑っていると、後ろから腕をつかまれた。驚いて振り向くと、さっきまで両親や桜木さんと話をしていた直哉さんがいた。

「直哉さん？」

「少し抜け出そう」

　首をかしげると、イタズラっぽい表情で誘われる。

　うなずいて、直哉さんの後をついていく。

　手をつないで歩きながら、広い庭にワクワクして辺りを見回すと、芝生の向こうに木製のパーゴラがあるのに気づいた。独特の形の緑の葉が茂り、小さなブドウの実がぶら下がっているのもわかる。木立の間から東屋らしき丸みを帯びた屋根が微かに見えた。

　その景色に、いつか直哉さんが聞かせてくれた思い出話がよみがえる。

「ここってもしかして、前に話してくれたおじいさんの家ですか？」

　建ってからけっこうな年月が経っていそうなのに、今でも十分おしゃれな洋風の建物を見上げて問うと、「そうだよ」と微笑まれた。

　話に聞いていた通り、とても素敵な家だ。庭の奥に続く曲がりくねった小道には両側に色とりどりの花が咲いていて、小さな池や池にかかるレンガの橋もある。

　子供の頃の直哉さんが冒険心をくすぐられた気持ちがすごくわかる。あの木立の奥には、緑の茂みの陰には、いったいなにがあるんだろうとどんどん進みたくなる。

　テラスでパーティーをしているみんなから少し離れた欅の木の下まで来ると、直哉さんがこちらを振り返った。

「あずさ。手を出して」

　そう言われ素直に手を出すと、手のひらにレトロでかわいらしい鍵を落とされた。

「これ……？」

「親父たちからのプレゼント」

「え？」

　鍵をプレゼントって、まさか。

　驚いて振り返る。視界に入るのは、大きな二階建ての一軒家。

「外観は昔のままだけど、内装やキッチンとかの水回りは使いやすいようにリフォームしてあるから、別荘代わりに好きに使っていいって」

「こんな大きなプレゼントなんて……」

　もらってしまっていいんだろうかと戸惑う私に、直哉さんが穏やかに笑う。

「小さな頃、休みのたびにこの庭で遊ぶのが好きだったんだ。いつか自分が結婚したら、自分の子供にも同じようにここで一緒に遊んであげたいと思ってた」

「素敵ですね」

　庭で遊ぶ直哉さんと小さな子供。とても幸せな未来の姿を想像して、思わず顔がほころんでしまう。

　すると直哉さんが、私をまっすぐに見つめた。ゆっくりと瞬きをして口を開く。

「この先ずっと一緒に生きていく中で、病気になったり怪我をしたりいろんなことがあるかもしれない。お互いの仕事も、この先どんなふうに展開していくかわからないし、いつか子供ができればまた状況が変わっていくと思う」

　真剣な口調に、私も直哉さんに向き直ってうなずいた。

「そうなったらあずさは、今までみたいにひとりで努力したり我慢しようとするかもしれないけど、これからは俺が、なにがあってもあずさのことを守るから」

　力強い言葉に、胸がいっぱいになる。

　涙をこらえながら何度も首を縦に振ると、ふっと直哉さんが微笑んだ。

「だから、ふたりで幸せになろう」

「……はいっ」

　私を世界で一番幸せにしてくれるのは直哉さんだし、直哉さんを誰よりも幸せにしてあげられるのは私でありたい。

　いつまでもふたり寄り添って、笑っていられますように。

　そう願いながら、大きな欅の木の下で幸せなキスをした。





ＥＮＤ












あとがき




　こんにちは、きたみ まゆと申します。

　今作で四冊目のベリーズ文庫になりました。こうやって書籍化の機会をいただけるのは、読んでくださる皆様のおかげです。本当にありがとうございます。

　このお話は、色とりどりの花で溢れた温かい物語を書きたい、という思い付きからできたお話です。物語の中で鍵となるガーデニアをはじめ、たくさんの花を思い浮かべながらストーリーを作るのは、とても楽しく幸せな時間でした。

　今作のヒーローの直哉は、今まで書いてきた中で一番甘いセリフを言う男性キャラクターになりました。ストレートに愛情表現をするヒーローを書くことが少なかったので、ヒロインのあずさをことこん甘やかし可愛がり、ときにからかいながら口説くシーンは書いていてとても新鮮でした。

　主人公ふたりの愛情はもちろんですが、ふたりを見守る家族との絆も大切にしたいと思っていたので、文庫書き下ろしのウエディングエピソードで、家族や友人に祝福され幸せになるふたりを書くことができて、とても嬉しかったです。

　素敵なカバーは、そんな結婚式のいち場面をイラストにしていただきました。純白のウエディングドレスを着て微笑むあずさと、彼女を優しく見守る直哉。ふたりのとても幸せそうな姿に感動してしまいました。加々見絵里先生、本当に素敵なイラストをありがとうございました。

　そして担当の中尾さんには大変お世話になりました。ズバッとするどいアドバイスと温かい励ましのおかげで、直哉とあずさをよりふたりらしく魅力的にすることができました。

　スターツ出版の皆様をはじめ、このお話が素敵な一冊の本として読者様の手に届くまでの長い道のりに携わってくださった全ての方に、心から感謝しています。




　そして最後になりましたが、たくさんの本の中から本作を手に取ってくださり、ありがとうございました。またいつか、違うお話でお会いできるように、これからも楽しんで小説を書いていきたいと思います。





きたみ まゆ
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